
JP 6132844 B2 2017.5.24

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　セルにおける上りリンクおよび下りリンク（ＵＬ－ＤＬ）構成を設定するための端末装
置（ＵＥ）であって、
　プロセッサ及びレシーバを備え、
　前記プロセッサは、
　デフォルト時間領域複信（ＴＤＤ）ＵＬ－ＤＬ構成を確定し；
　上位レイヤによって、物理レイヤによる動的なＵＬ－ＤＬ再構成を可能にする設定がさ
れているかを判定し；
　前記セルにおける前記動的なＵＬ－ＤＬ再構成に関する第１の参照ＵＬ－ＤＬ構成およ
び第２の参照ＵＬ－ＤＬ構成を確定し；
　前記レシーバは、前記デフォルト時間領域複信（ＴＤＤ）ＵＬ－ＤＬ構成によって示さ
れるサブフレームの設定を変更するための、前記動的なＵＬ－ＤＬ再構成に関する物理レ
イヤシグナリングを受信し、
　前記プロセッサは、
　前記動的なＵＬ－ＤＬ再構成を可能にする設定がされていると判定した場合に、前記第
１の参照ＵＬ－ＤＬ構成に基づいて、前記セルにおける物理下りリンク共有チャネル（Ｐ
ＤＳＣＨ）送信に対応するハイブリッド自動再送要求肯定応答（ＨＡＲＱ－ＡＣＫ）情報
に関するタイミングを確定し；
　前記動的なＵＬ－ＤＬ再構成を可能にする設定がされていると判定した場合に、前記第
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２の参照ＵＬ－ＤＬ構成に基づいて、前記セルにおける物理上りリンク共有チャネル（Ｐ
ＵＳＣＨ）送信に対応するハイブリッド自動再送要求肯定応答（ＨＡＲＱ－ＡＣＫ）情報
に関するタイミングを確定し、
　前記第２の参照ＵＬ－ＤＬ構成は、ＳＩＢ情報に基づいて確定される、ＵＥ。
【請求項２】
　セルにおける上りリンクおよび下りリンク（ＵＬ－ＤＬ）構成を設定するための基地局
（ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｎｏｄｅ　Ｂ：ｅＮＢ）であって、
　プロセッサ及びトランスミッタを備え、
　前記プロセッサは、
　デフォルト時間領域複信（ＴＤＤ）ＵＬ－ＤＬ構成を確定し；
　上位レイヤによって、物理レイヤによる動的なＵＬ－ＤＬ再構成が可能になるように端
末装置（ＵＥ）を設定し；
　前記セルにおける前記動的なＵＬ－ＤＬ再構成に関する第１の参照ＵＬ－ＤＬ構成およ
び第２の参照ＵＬ－ＤＬ構成を確定し；
　前記トランスミッタは、前記第２の参照ＵＬ－ＤＬ構成を示す情報を含むＳＩＢ情報を
送信し、
　前記トランスミッタは、前記デフォルト時間領域複信（ＴＤＤ）ＵＬ－ＤＬ構成によっ
て示されるサブフレームの設定を変更するための、前記動的なＵＬ－ＤＬ再構成に関する
物理レイヤシグナリングを送信し、
　前記プロセッサは、
　前記第１の参照ＵＬ－ＤＬ構成に基づいて、前記セルにおける前記動的なＵＬ－ＤＬ再
構成が可能になるようにする設定がなされた前記ＵＥへの物理下りリンク共有チャネル（
ＰＤＳＣＨ）送信に対応するハイブリッド自動再送要求肯定応答（ＨＡＲＱ－ＡＣＫ）情
報に関するタイミングを確定し；
　前記第２の参照ＵＬ－ＤＬ構成に基づいて、前記セルにおける前記動的なＵＬ－ＤＬ再
構成が可能になるようにする設定がなされた前記ＵＥからの物理上りリンク共有チャネル
（ＰＵＳＣＨ）送信に対応するＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報に関するタイミングを確定する、ｅ
ＮＢ。
【請求項３】
　セルにおける上りリンクおよび下りリンク（ＵＬ－ＤＬ）構成を設定する端末装置（Ｕ
Ｅ）の通信方法であって、
　デフォルト時間領域複信（ＴＤＤ）ＵＬ－ＤＬ構成を確定するステップ；
　上位レイヤによって、物理レイヤによる動的なＵＬ－ＤＬ再構成を可能にする設定がさ
れているかを判定するステップ；
　前記セルにおける前記動的なＵＬ－ＤＬ再構成に関する第１の参照ＵＬ－ＤＬ構成およ
び第２の参照ＵＬ－ＤＬ構成を確定するステップ；
　前記デフォルト時間領域複信（ＴＤＤ）ＵＬ－ＤＬ構成によって示されるサブフレーム
の設定を変更するための、前記動的なＵＬ－ＤＬ再構成に関する物理レイヤシグナリング
を受信するステップ；
　前記動的なＵＬ－ＤＬ再構成を可能にする設定がされていると判定した場合に、前記第
１の参照ＵＬ－ＤＬ構成に基づいて、前記セルにおける物理下りリンク共有チャネル（Ｐ
ＤＳＣＨ）送信に対応するハイブリッド自動再送要求肯定応答（ＨＡＲＱ－ＡＣＫ）情報
に関するタイミングを確定するステップ；ならびに
　前記動的なＵＬ－ＤＬ再構成を可能にする設定がされていると判定した場合に、前記第
２の参照ＵＬ－ＤＬ構成に基づいて、前記セルにおける物理上りリンク共有チャネル（Ｐ
ＵＳＣＨ）送信に対応するハイブリッド自動再送要求肯定応答（ＨＡＲＱ－ＡＣＫ）情報
に関するタイミングを確定するステップ、
を含み、
　前記第２の参照ＵＬ－ＤＬ構成は、ＳＩＢ情報に基づいて確定される、通信方法。
【請求項４】
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　セルにおける上りリンクおよび下りリンク（ＵＬ－ＤＬ）構成を設定する基地局（ｅｖ
ｏｌｖｅｄ　Ｎｏｄｅ　Ｂ：ｅＮＢ）の通信方法であって、
　デフォルト時間領域複信（ＴＤＤ）ＵＬ－ＤＬ構成を確定するステップ；
　上位レイヤによって、物理レイヤによる動的なＵＬ－ＤＬ再構成が可能になるように端
末装置（ＵＥ）を設定するステップ；
　前記セルにおける前記動的なＵＬ－ＤＬ再構成に関する第１の参照ＵＬ－ＤＬ構成およ
び第２の参照ＵＬ－ＤＬ構成を確定するステップ；
　前記第２の参照ＵＬ－ＤＬ構成を示す情報を含むＳＩＢ情報を送信するステップ；
　前記デフォルト時間領域複信（ＴＤＤ）ＵＬ－ＤＬ構成によって示されるサブフレーム
の設定を変更するための、前記動的なＵＬ－ＤＬ再構成に関する物理レイヤシグナリング
を送信するステップ；
　前記第１の参照ＵＬ－ＤＬ構成に基づいて、前記セルにおける前記動的なＵＬ－ＤＬ再
構成が可能になるようにする設定がなされた前記ＵＥへの物理下りリンク共有チャネル（
ＰＤＳＣＨ）送信に対応するハイブリッド自動再送要求肯定応答（ＨＡＲＱ－ＡＣＫ）情
報に関するタイミングを確定するステップ；ならびに
　前記第２の参照ＵＬ－ＤＬ構成に基づいて、前記セルにおける前記動的なＵＬ－ＤＬ再
構成が可能になるようにする設定がなされた前記ＵＥからの物理上りリンク共有チャネル
（ＰＵＳＣＨ）送信に対応するＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報に関するタイミングを確定するステ
ップ、
を含む、通信方法。
【請求項５】
　前記ＵＥの通信に用いられる前記セルの数は１である、ことを特徴とする請求項１に記
載のＵＥ。
【請求項６】
　前記ＵＥの通信に用いられる前記セルの数は１である、ことを特徴とする請求項２に記
載のｅＮＢ。
【請求項７】
　前記ＵＥの通信に用いられる前記セルの数は１である、ことを特徴とする請求項３に記
載の通信方法。
【請求項８】
　前記ＵＥの通信に用いられる前記セルの数は１である、ことを特徴とする請求項４に記
載の通信方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、一般に、通信システムに関する。より具体的には、本開示は、上りリンクお
よび下りリンク割り当てを再構成するためのデバイスに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ワイヤレス通信デバイスは、消費者ニーズを満たし、可搬性と便利さとを改善するため
に、より小さく、より強力になった。消費者は、ワイヤレス通信デバイスに依存するよう
になり、高信頼性のサービス、カバレッジエリアの拡大および機能性の向上を期待するよ
うになった。ワイヤレス通信システムは、多くのワイヤレス通信デバイスに通信を提供し
、デバイスのそれぞれが基地局によるサービスを享受する。基地局は、ワイヤレス通信デ
バイスと通信する固定局とすることができる。
【０００３】
　ワイヤレス通信デバイスが進歩するにつれて、通信容量、速度、フレキシビリティおよ
び／または効率の向上が求められてきた。しかしながら、通信容量、速度、フレキシビリ
ティおよび／または効率の向上は、いくつかの問題を提起することがある。
【０００４】
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　例えば、ワイヤレス通信デバイスは、通信構造を用いて１つ以上のデバイスと通信する
。しかしながら、用いられる通信構造は、限られたフレキシビリティおよび／または効率
を提供するに過ぎない。この考察が示すように、通信のフレキシビリティおよび／または
効率を向上させるシステムおよび方法が有益であろう。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の一実施形態は、上りリンクおよび下りリンク（ＵＬ－ＤＬ：ｕｐｌｉｎｋ　ａ
ｎｄ　ｄｏｗｎｌｉｎｋ）割り当てを再構成するための端末装置（ＵＥ：Ｕｓｅｒ　Ｅｑ
ｕｉｐｍｅｎｔ）を開示し、ＵＥは、プロセッサ、プロセッサと電子通信を行うメモリ、
メモリに記憶された命令を備え、命令は、デフォルト時間領域複信（ＴＤＤ：Ｔｉｍｅ　
Ｄｏｍａｉｎ　Ｄｕｐｌｅｘｉｎｇ）ＵＬ－ＤＬ構成にわたって少なくとも１つのサブフ
レームが変換可能かどうかを判定して、少なくとも１つのサブフレームが変換可能な場合
には、第１の参照ＵＬ－ＤＬ構成および第２の参照ＵＬ－ＤＬ構成を確定し；第１の参照
構成に基づいて、物理下りリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ：Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗ
ｎｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ）に対応する任意のハイブリッド自動再送要
求肯定応答（ＨＡＲＱ－ＡＣＫ：ｈｙｂｒｉｄ　ａｕｔｏｍａｔｉｃ　ｒｅｐｅａｔ　ｒ
ｅｑｕｅｓｔ　ａｃｋｎｏｗｌｅｄｇｅｍｅｎｔ）情報を送り；第２の参照ＵＬ－ＤＬ構
成に基づいて、物理上りリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ：Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｕｐｌｉ
ｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ）スケジュールを確定し；第２の参照ＵＬ－ＤＬ構
成に基づいて、物理上りリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）に対応する任意のハイブリッ
ド自動再送要求肯定応答（ＨＡＲＱ－ＡＣＫ）情報を受信するために実行可能である。
【０００６】
　本発明の別の実施形態は、上りリンクおよび下りリンク（ＵＬ－ＤＬ）割り当てを再構
成するためのｅｖｏｌｖｅｄ　Ｎｏｄｅ　Ｂ（ｅＮＢ）を開示し、ｅＮＢは、プロセッサ
、プロセッサと電子通信を行うメモリ、メモリに記憶された命令を備え、命令は、デフォ
ルト時間領域複信（ＴＤＤ）ＵＬ－ＤＬ構成にわたって少なくとも１つのサブフレームが
変換可能かどうかを判定して、少なくとも１つのサブフレームが変換可能な場合には、第
１の参照ＵＬ－ＤＬ構成および第２の参照ＵＬ－ＤＬ構成または動的なＵＬ－ＤＬ再構成
範囲を示す信号を送り；第１の参照ＵＬ－ＤＬ構成に基づいて、物理下りリンク共有チャ
ネル（ＰＤＳＣＨ）に対応する任意のハイブリッド自動再送要求肯定応答（ＨＡＲＱ－Ａ
ＣＫ）情報を受信し；第２の参照ＵＬ－ＤＬ構成に基づいて、物理上りリンク共有チャネ
ル（ＰＵＳＣＨ）に対応するいずれかのＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報を送るために実行可能であ
る。
【０００７】
　本発明の別の実施形態は、端末装置（ＵＥ）上で上りリンクおよび下りリンク（ＵＬ－
ＤＬ）割り当てを再構成するための方法を開示し、方法は、デフォルト時間領域複信（Ｔ
ＤＤ）ＵＬ－ＤＬ構成にわたって少なくとも１つのサブフレームが変換可能かどうかを判
定して、少なくとも１つのサブフレームが変換可能な場合には、第１の参照ＵＬ－ＤＬ構
成および第２の参照ＵＬ－ＤＬ構成を確定するステップ；第１の参照構成に基づいて、物
理下りリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）に対応する任意のハイブリッド自動再送要求肯
定応答（ＨＡＲＱ－ＡＣＫ）情報を送るステップ；第２の参照ＵＬ－ＤＬ構成に基づいて
、物理上りリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）スケジュールを確定するステップ；および
第２の参照ＵＬ－ＤＬ構成に基づいて、物理上りリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）に対
応する任意のハイブリッド自動再送要求肯定応答（ＨＡＲＱ－ＡＣＫ）情報を受信するス
テップを備える。
【０００８】
　本発明の別の実施形態は、ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｎｏｄｅ　Ｂ（ｅＮＢ）上で上りリンクお
よび下りリンク（ＵＬ－ＤＬ）割り当てを再構成するための方法を開示し、方法は、デフ
ォルト時間領域複信（ＴＤＤ）ＵＬ－ＤＬ構成にわたって少なくとも１つのサブフレーム
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が変換可能かどうかを判定して、少なくとも１つのサブフレームが変換可能な場合には、
第１の参照ＵＬ－ＤＬ構成および第２の参照ＵＬ－ＤＬ構成または動的なＵＬ－ＤＬ再構
成範囲を示す信号を送るステップ；第１の参照ＵＬ－ＤＬ構成に基づいて、物理下りリン
ク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）に対応する任意のハイブリッド自動再送要求肯定応答（Ｈ
ＡＲＱ－ＡＣＫ）情報を受信するステップ；および第２の参照ＵＬ－ＤＬ構成に基づいて
、物理上りリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）に対応する任意のＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報を
送るステップを備える。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】上りリンクおよび下りリンク割り当てを再構成するためのシステムおよび方法が
実装される、ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｎｏｄｅ　Ｂ（ｅＮＢ）および１つ以上の端末装置（ＵＥ
）の一構成を示すブロック・ダイアグラムである。
【図２】ＵＥ上で上りリンク－下りリンク割り当てを再構成するための方法の一構成を示
すフロー・ダイアグラムである。
【図３】ｅＮＢ上で上りリンク－下りリンク割り当てを再構成するための方法の一構成を
示すフロー・ダイアグラムである。
【図４】本明細書に開示されるシステムおよび方法に従って用いられる無線フレームの一
例を示すダイアグラムである。
【図５】サブフレーム方向を確定するための方法の一構成を示すフロー・ダイアグラムで
ある。
【図６】スペシャルサブフレーム・タイプ２（Ｓ２）の構造の一例を示すダイアグラムで
ある。
【図７】本明細書に開示されるシステムおよび方法による下りリンクサブフレーム変換の
一例を示すダイアグラムである。
【図８】本明細書に開示されるシステムおよび方法に従って利用される上りリンクおよび
下りリンク（ＵＬ－ＤＬ）構成の一例を示すダイアグラムである。
【図９】本明細書に開示されるシステムおよび方法に従って利用されるＵＬ－ＤＬ構成の
一例を示すダイアグラムである。
【図１０】本明細書に開示されるシステムおよび方法が適用されるいくつかのＵＬ－ＤＬ
構成を示すダイアグラムである。
【図１１】端末装置（ＵＥ）において利用される様々なコンポーネントを示す。
【図１２】ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｎｏｄｅ　Ｂ（ｅＮＢ）において利用される様々なコンポー
ネントを示す。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　「３ＧＰＰ」とも呼ばれる第３世代パートナーシップ・プロジェクト（３ｒｄ　Ｇｅｎ
ｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ）は、第３および第４世代ワ
イヤレス通信システムに関する世界的に適用可能な技術仕様および技術レポートを規定す
ることを目指した連携合意である。３ＧＰＰは、次世代モバイル・ネットワーク、システ
ム、およびデバイスに関する仕様を規定する。
【００１１】
　３ＧＰＰロング・ターム・エボリューション（ＬＴＥ：Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌ
ｕｔｉｏｎ）は、将来の要求に対処するためにユニバーサル・モバイル通信システム（Ｕ
ＭＴＳ：Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　
Ｓｙｓｔｅｍ）モバイルフォンまたはデバイス規格を改善するためのプロジェクトに与え
られた名称である。一態様において、ＵＭＴＳは、進化型ユニバーサル地上無線アクセス
（Ｅ－ＵＴＲＡ：Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａ
ｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ）および進化型ユニバーサル地上無線アクセス・ネットワーク（Ｅ
－ＵＴＲＡＮ：Ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄ
ｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）に対してサポートおよび仕様を提供するために修
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正された。
【００１２】
　本明細書に開示されるシステムおよび方法の少なくともいくつかの態様は、３ＧＰＰロ
ング・ターム・エボリューション（ＬＴＥ）、ＬＴＥアドバンスト（ＬＴＥ－Ａ：ＬＴＥ
－Ａｄｖａｎｃｅｄ）および他の規格（例えば、３ＧＰＰリリース８、９、１０および／
または１１）について記載される。しかしながら、本開示の範囲は、この点で限定される
べきではない。本明細書に開示されるシステムおよび方法の少なくともいくつかの態様は
、他のタイプのワイヤレス通信システムにおいて利用されてもよい。
【００１３】
　ワイヤレス通信デバイスは、音声および／またはデータを基地局へ通信するために用い
る電子デバイスであってもよく、次には基地局がデバイスのネットワーク（例えば、公衆
交換電話網（ＰＳＴＮ：ｐｕｂｌｉｃ　ｓｗｉｔｃｈｅｄ　ｔｅｌｅｐｈｏｎｅ　ｎｅｔ
ｗｏｒｋ）、インターネットなど）と通信する。本明細書においてシステムおよび方法を
記載するときに、ワイヤレス通信デバイスは、代わりに移動局、端末装置（ＵＥ）、アク
セス端末、加入者局、モバイル端末、遠隔局、ユーザ端末、端末、加入者ユニット、モバ
イルデバイスなどと呼ばれることもある。ワイヤレス通信デバイスの例は、セルラーフォ
ン、スマートフォン、携帯情報端末（ＰＤＡ：ｐｅｒｓｏｎａｌ　ｄｉｇｉｔａｌ　ａｓ
ｓｉｓｔａｎｔ）、ラップトップコンピュータ、ネットブック、電子書籍リーダ、ワイヤ
レス・モデムなどを含む。３ＧＰＰ仕様では、ワイヤレス通信デバイスは、典型的に端末
装置（ＵＥ）と呼ばれる。しかしながら、本開示の範囲は３ＧＰＰ規格に限定されるべき
ではないので、より一般的な用語「ワイヤレス通信デバイス」を意味するために本明細書
では用語「ＵＥ」および「ワイヤレス通信デバイス」が同義で用いられる。
【００１４】
　３ＧＰＰ仕様では、基地局は、典型的にＮｏｄｅ　Ｂ、ｅｖｏｌｖｅｄまたはｅｎｈａ
ｎｃｅｄ　Ｎｏｄｅ　Ｂ（ｅＮＢ）、ｈｏｍｅ　ｅｎｈａｎｃｅｄまたはｅｖｏｌｖｅｄ
　ＮＢ（ＨｅＮＢ）、あるいはいくつかの他の同様の用語で呼ばれる。本開示の範囲は３
ＧＰＰ規格に限定されるべきではないので、より一般的な用語「基地局」を意味するため
に、本明細書では、用語「基地局」、「Ｎｏｄｅ　Ｂ」、「ｅＮＢ」、および「ＨｅＮＢ
」が同義で用いられる。そのうえ、用語「基地局」は、アクセスポイントを示すために用
いられてもよい。アクセスポイントは、ワイヤレス通信デバイスのためにネットワーク（
例えば、ローカルエリアネットワーク（ＬＡＮ：Ｌｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ
）、インターネットなど）へのアクセスを提供する電子デバイスである。用語「通信デバ
イス」は、ワイヤレス通信デバイス（例えば、ＵＥ）および／または基地局（例えば、ｅ
ＮＢ）の両方を示すために用いられる。
【００１５】
　留意すべきは、本明細書では、「セル」は、インターナショナル・モバイル・テレコミ
ュニケーションズ－アドバンスト（ＩＭＴ－Ａｄｖａｎｃｅｄ：Ｉｎｔｅｒｎａｔｉｏｎ
ａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ－Ａｄｖａｎｃｅｄ）に用
いるべく規格化または規制団体によって仕様が定められたいずれかの通信チャネルであり
、Ｎｏｄｅ　Ｂ（例えば、ｅＮｏｄｅＢ、ｅＮＢ）とＵＥとの間の通信に用いることが認
可されたバンドとして、そのすべてまたはそのサブセットが３ＧＰＰに採用されることで
ある。「構成されたセル（ｃｏｎｆｉｇｕｒｅｄ　ｃｅｌｌ）」は、ＵＥが認識しており
、情報を送信または受信することがＮｏｄｅ　Ｂ（例えば、ｅＮＢ）によって許可された
セルである。「構成されたセル（単数または複数）」は、在圏セル（単数または複数）で
あってもよい。ＵＥは、すべての構成されたセル上でシステム情報を受信し、必要な測定
を行う。「アクティブ化されたセル（ａｃｔｉｖａｔｅｄ　ｃｅｌｌ）」は、ＵＥが送受
信を行う構成されたセルである。すなわち、アクティブ化されたセルは、ＵＥが物理下り
リンク制御チャンネル（ＰＤＣＣＨ：ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｄｏｗｎｌｉｎｋ　ｃｏｎｔｒ
ｏｌ　ｃｈａｎｎｅｌ）をモニタする対象となるセルであり、下りリンク送信の場合には
、ＵＥが物理下りリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）を復号する対象となるセルである。
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「非アクティブ化されたセル（Ｄｅａｃｔｉｖａｔｅｄ　ｃｅｌｌ）」は、ＵＥが送信さ
れたＰＤＣＣＨをモニタしていない構成されたセルである。留意すべきは、「セル」が異
なる次元の観点から記載されることである。例えば、「セル」は、時間特性、空間（例え
ば、地理的）特性および周波数特性を有する。
【００１６】
　本明細書に開示されるシステムおよび方法は、上りリンク－下りリンク割り当てを再構
成するために用いられる。ＬＴＥ時分割複信（ＴＤＤ：ｔｉｍｅ－ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｄ
ｕｐｌｅｘｉｎｇ）では、上りリンク（ＵＬ）および下りリンク（ＤＬ）信号の両方に同
じ周波数帯域が用いられる。ＬＴＥ　ＴＤＤにおいて様々なＵＬおよびＤＬ割り当て（例
えば、トラフィック比）を達成するために、３ＧＰＰ仕様（例えば、３ＧＰＰ　ＴＳ３６
．２１１）には７つの上りリンク－下りリンク（ＵＬ－ＤＬ）構成が示される。これらの
割り当ては、４０％から９０％のサブフレームをＤＬ信号に割り当てることができる。
【００１７】
　現行仕様（例えば、ＬＴＥリリース８、９および１０）によれば、ＵＬ－ＤＬ構成を変
更するために、システム情報変更手順が用いられる。この手順は、長い遅延を有し、しか
もコールド・システム・リスタートを必要とする（例えば、システムにおけるすべてのＵ
Ｅは、旧構成のＵＬ－ＤＬ関連付けを切り離して新しい関連付けを設定するために、ある
期間にわたって送受信を行うことができない）。留意すべきは、サブフレーム関連付けが
、「ＵＬ－ＤＬ関連付け」と呼ばれ、ＵＬからＤＬへのサブフレーム関連付け、および／
または、ＤＬからＵＬへのサブフレーム関連付けを含むことである。関連付けの例は、Ｄ
Ｌサブフレーム物理ＤＬ制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）の、ＵＬサブフレームでのＵＬ電力
制御への関連付け；ＤＬサブフレーム物理ＤＬ制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）の、ＵＬサブ
フレームでの物理ＵＬ共有チャネル（ＰＵＳＣＨ：ｐｈｙｓｉｃａｌ　ＵＬ　ｓｈａｒｅ
ｄ　ｃｈａｎｎｅｌ）割り当てへの関連付け；ＤＬサブフレーム（単数または複数）での
物理下りリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）送信に対する、ＵＬサブフレーム（単数また
は複数）上での肯定応答および否定応答（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）フィードバックの関連付け
；ＵＬサブフレーム（単数または複数）での物理ＵＬ共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）送信（
単数または複数）に対する、物理ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）インジケータ・
チャネル（ＰＨＩＣＨ：ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｈｙｂｒｉｄ　ａｕｔｏｍａｔｉｃ　ｒｅｐ
ｅａｔ（ＨＡＲＱ）ｉｎｄｉｃａｔｏｒ　ｃｈａｎｎｅｌ）または物理下りリンク制御チ
ャネル（ＰＤＣＣＨ）上での肯定応答および否定応答（ＡＣＫ／ＮＡＣＫ）フィードバッ
クの関連付けなどを含む。
【００１８】
　動的なＤＬからＵＬへの変換を有効にするために、既存の物理（ＰＨＹ）レイヤ・シグ
ナリングを拡張することができる。例えば、ＤＬからＵＬへの遷移に用いる現行の標準ス
ペシャルサブフレームの拡張と見做しうる、スペシャルサブフレーム・タイプ２を用いる
ことができる。このスペシャルサブフレーム・タイプ２は、ＵＬ送信を提供し、一方では
既存のＵＬ－ＤＬ関連付けを維持するために用いられる。
【００１９】
　本明細書では、「リリース１１　ＵＥ」は、予想される３ＧＰＰリリース１１仕様、お
よび場合によっては後続の仕様に従って動作するＵＥである。加えて、本明細書では、「
レガシーＵＥ」は、それ以前の（例えば、３ＧＰＰリリース８、９、１０）仕様に従って
動作するＵＥである。
【００２０】
　本明細書に開示されるシステムおよび方法は、ＤＬからＵＬおよびＵＬからＤＬへの両
方の再構成または切り替えに適用できるメカニズムを提供する。このメカニズムによって
、１つの構成をＰＤＳＣＨハイブリッド自動再送要求肯定応答（ＨＡＲＱ－ＡＣＫ）タイ
ミングに適用し、別の構成をＰＵＳＣＨスケジューリングおよびＰＵＳＣＨ　ＨＡＲＱ－
ＡＣＫタイミングに適用することが可能である。リリース１１　ＵＥは、許可された動的
なＵＬ－ＤＬ再構成範囲（例えば、切り替え領域）内の対応する参照ＵＬ－ＤＬ構成に基
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づいて、これらのタイミングに従う。レガシーＵＥは、動的なＵＬ－ＤＬ再構成の変更ま
たは認識なしに、既存の関連付けに従う。しかしながら、ｅＮＢは、後方互換性のあるタ
イミングを維持するために、いくつかのサブフレームでレガシーＵＥを制限することがあ
る。
【００２１】
　現行のＬＴＥ　ＴＤＤシステムにおいて、ＵＬおよびＤＬ割り当ては、７つの定義され
たＵＬ－ＤＬ構成から選ばれ、システム全体にわたって同期が取られる。現在、セルでの
ＵＬ－ＤＬ割り当て再構成にはＵＬ－ＤＬ関連付けを調整するためにすべての送信を停止
しなければならないので、非常にコストがかかる。１つのセルにおける変化は、隣接セル
（およびそれらの隣接セルなど）でＵＬ－ＤＬ構成の同期を一致させるために、隣接セル
（およびそれらの隣接セルなど）での一連の変化を引き起こすか、または伴うことがある
。さらに、現行のＵＬ－ＤＬ割り当て再構成は、システム情報変更を必要とする。そのた
め、この再構成は長い遅延を有し、トラフィック負荷における瞬時または短期の変化に適
応できない。
【００２２】
　本明細書に開示されるシステムおよび方法は、予想されるリリース１１仕様（およびそ
れ以降）に従って動作するＵＥのために、様々な参照ＵＬ－ＤＬ構成に基づいて、ＰＤＳ
ＣＨ　ＨＡＲＱ－ＡＣＫならびにＰＵＳＣＨスケジューリングおよびＨＡＲＱ－ＡＣＫタ
イミングを適用するための手法を提供する。レガシーＵＥについては、既存のタイミング
を何も修正することなしにレガシーＵＥを動作させることの影響および制約も本明細書に
おいて分析される。
【００２３】
　ＰＤＳＣＨ　ＨＡＲＱ－ＡＣＫ、ＰＵＳＣＨスケジューリングおよびＰＵＳＣＨ　ＨＡ
ＲＱ－ＡＣＫタイミングは、リリース１１　ＵＥではレガシーＵＥとは別様に、例えば、
許可された動的なＵＬ－ＤＬ再構成範囲に基づいて構成される。レガシーＵＥは、ＨＡＲ
Ｑ－ＡＣＫおよびスケジューリング・タイミング変更を仮定すべきではない。しかしなが
ら、起りうる競合を回避するためにｅＮＢがレガシーＵＥをスケジュールすることもある
。
【００２４】
　リリース１１　ＵＥに関して、ＰＤＳＣＨ　ＨＡＲＱ－ＡＣＫタイミングは、１つの参
照ＵＬ－ＤＬ構成に基づき、一方でＰＵＳＣＨスケジューリングおよびＰＵＳＣＨ　ＨＡ
ＲＱ－ＡＣＫタイミングは、別の参照ＵＬ－ＤＬ構成に基づく。例えば、ＰＤＳＣＨ　Ｈ
ＡＲＱ－ＡＣＫ構成は、許可された動的なＵＬ－ＤＬ再構成範囲内にいくつか（例えば、
最小数）のＵＬサブフレームをもつ第１の参照ＵＬ－ＤＬ構成に従う。第１の参照ＵＬ－
ＤＬ構成は、デフォルトＵＬ－ＤＬ構成と同じであってもなくてもよい。
【００２５】
　ＰＵＳＣＨスケジューリングおよびＰＵＳＣＨ　ＨＡＲＱ－ＡＣＫタイミングは、許可
された動的なＵＬ－ＤＬ再構成範囲内でいくつか（例えば、最大数）のＵＬサブフレーム
をもつ第２の参照ＵＬ－ＤＬ構成に従う。第２の参照ＵＬ－ＤＬ構成は、デフォルトＵＬ
－ＤＬ構成と同じであってもなくてもよい。許可されたＵＬ－ＤＬ切り替えを伴うサブフ
レーム（例えば、１つ以上の変換可能な領域におけるサブフレーム）に関して、本明細書
では動的なＵＬ－ＤＬ再構成が利用されるときのシグナリングおよびＵＥの振舞いに係わ
るシステムおよび方法が提供される。
【００２６】
　本明細書に開示されるシステムおよび方法のいくつかの固有の態様は、次のように示さ
れる。本明細書に開示されるシステムおよび方法は、リリース１１　ＵＥに対して、ＰＤ
ＳＣＨ　ＨＡＲＱ－ＡＣＫのための参照ＵＬ－ＤＬ構成とＰＵＳＣＨスケジューリングお
よびＨＡＲＱ－ＡＣＫタイミングのための参照ＵＬ－ＤＬ構成とを提供する。これらの参
照ＵＬ－ＤＬ構成は、許可された動的なＵＬ－ＤＬ再構成範囲を提供する。これらの参照
ＵＬ－ＤＬ構成は、変換可能なサブフレームを提供する。本明細書に開示されるシステム
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【００２７】
　本明細書に開示されるシステムおよび方法は、ＰＤＳＣＨ　ＨＡＲＱ－ＡＣＫのための
参照ＵＬ－ＤＬ構成と、ＰＵＳＣＨスケジューリングおよびＨＡＲＱ－ＡＣＫタイミング
のための参照ＵＬ－ＤＬ構成とを適用する。これらの参照ＵＬ－ＤＬ構成は、レガシーＵ
Ｅのためにスケジュールできる後方互換性のあるサブフレームを定義し、レガシーＵＥは
、適用されるＵＬ－ＤＬ再構成の認識なしにデフォルト・タイミングに従う。本明細書に
開示されるシステムおよび方法は、変換可能なサブフレームの方向を動的に変更するため
に、物理レイヤ・シグナリングを利用する。これらは、各変換可能なサブフレームの方向
を決定するための手法も提供する。
【００２８】
　動的なＵＬおよびＤＬ再構成をサポートし、一方では（例えば、システム情報変更を用
いた）ＵＬ－ＤＬ割り当て再構成を削減するために、本明細書に開示されるシステムおよ
び方法は、物理レイヤ（例えば、ＰＨＹレイヤ）シグナリングを用いて、トラフィック適
応によりＵＬおよびＤＬ割り当てを変更することを記載する。ＰＨＹレイヤ・シグナリン
グは、標準のＵＬ－ＤＬ関連付けが維持されるように、既存のＰＨＹレイヤ・シグナリン
グの拡張であってもよい。
【００２９】
　本明細書に開示されるシステムおよび方法は、スペシャルサブフレームを記載する。こ
のスペシャルサブフレームは、本明細書では「スペシャルサブフレーム・タイプ２」と呼
ばれる。スペシャルサブフレーム・タイプ２は、現在構成済みのＤＬサブフレームでの物
理ＵＬ共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）送信をサポートする。スペシャルサブフレーム・タイ
プ２は、大部分のチャネルリソースをＰＵＳＣＨ送信に割り当て、一方では必要に応じて
物理下りリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）を維持する。スペシャルサブフレーム・タイ
プ２のための構造および構成手順が本明細書に提供される。いくつかの実装において、す
べての既存のＵＬ－ＤＬ関連付けは維持され、レガシーＵＥ（例えば、以前の仕様に従っ
て機能するＵＥ）に透過的である。従って、いくつかの場合に（システム情報変更による
）ＵＬ－ＤＬ割り当て再構成は必要とされない。
【００３０】
　明確にするために、フレーム構造の一例（ＬＴＥ－ＴＤＤフレーム構造）ならびに本明
細書に開示されるシステムおよび方法に従って用いられるＵＬ－ＤＬ構造の例が３ＧＰＰ
　ＴＳ３６．２１１から次のように示される。このフレーム構造は、時分割複信（ＴＤＤ
）手法に適用可能である。各フレームは
Ｔｆ＝３０７２００・Ｔｓ＝１０
ミリ秒（ｍｓ）の長さを有し、ここでＴｆは無線フレーム持続時間であり、Ｔｓは
【００３１】
【数１】

【００３２】
秒に等しい時間単位である。フレームは
１５３６００・Ｔｓ＝５
ｍｓの長さをそれぞれが有する２つの半フレームを含む。各半フレームは
３０７２０・Ｔｓ＝１
ｍｓの長さをそれぞれが有する５つのサブフレームを含む。いくつかのＵＬ－ＤＬフレー
ム構成は、以下の（３ＧＰＰ　ＴＳ３６．２１１の表４．２－２からの）表（１）に示さ
れる。
【００３３】
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【表１】

【００３４】
　表（１）では、無線フレームにおける各サブフレームに関して、「Ｄ」は、サブフレー
ムがＤＬ送信のために予約されていることを示し、「Ｕ」は、サブフレームがＵＬ送信の
ために予約されていることを示し、「Ｓ」は、３つのフィールド、すなわち、下りリンク
・パイロット時間スロット（ＤｗＰＴＳ：ｄｏｗｎｌｉｎｋ　ｐｉｌｏｔ　ｔｉｍｅ　ｓ
ｌｏｔ）、ガード期間（ＧＰ：ｇｕａｒｄ　ｐｅｒｉｏｄ）およびＵＬパイロット時間ス
ロット（ＵｐＰＴＳ：ＵＬ　ｐｉｌｏｔ　ｔｉｍｅ　ｓｌｏｔ）をもつスペシャルサブフ
レームを示す。ＤｗＰＴＳ、ＧＰおよびＵｐＰＴＳの長さは、ＤｗＰＴＳ、ＧＰおよびＵ
ｐＰＴＳの全長が
３０７２０・Ｔｓ＝１
ｍｓに等しいことを前提として、（３ＧＰＰ　ＴＳ３６．２１１の表４．２－１からの）
表（２）に示される。表（２）は、（標準）スペシャルサブフレームのいくつかの構成を
示す。各サブフレームｉは、各サブフレームにおける長さが
Ｔｓｌｏｔ＝１５３６０・Ｔｓ＝０．５
ｍｓの２つのスロット、２ｉおよび２ｉ＋１として定義される。表（２）では、便宜上、
「サイクリックプレフィックス（ｃｙｃｌｉｃ　ｐｒｅｆｉｘ）」は「ＣＰ」と略記され
、「構成（ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）」は「Ｃｏｎｆｉｇ」と略記される。
【００３５】

【表２】

【００３６】
　ＤＬからＵＬへの切り替えポイント周期が５ｍｓおよび１０ｍｓの両方のＵＬ－ＤＬ構
成がサポートされる。ＤＬからＵＬへの切り替えポイント周期が５ｍｓの場合、スペシャ
ルサブフレームは、両方の半フレームに存在する。ＤＬからＵＬへの切り替えポイント周
期が１０ｍｓの場合、スペシャルサブフレームは、第１の半フレームだけに存在する。サ
ブフレーム０および５ならびにＤｗＰＴＳは、ＤＬ送信のために予約される。ＵｐＰＴＳ
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およびスペシャルサブフレームのすぐ後に続くサブフレームは、ＵＬ送信のために予約さ
れる。複数のセルがアグリゲートされる場合、ＵＥは、すべてのセルにわたって同じＵＬ
－ＤＬ構成を仮定し、異なるセルにおけるスペシャルサブフレームのガード期間が少なく
とも
１４５６・Ｔｓ

の重なりを有すると仮定する。
【００３７】
　（デフォルト）ＵＬ－ＤＬ構成は、サブフレーム割り当ておよびｓｐｅｃｉａｌＳｕｂ
ｆｒａｍｅＰａｔｔｅｒｎｓを含む情報要素（ＩＥ：ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍ
ｅｎｔ）ＴＤＤ－Ｃｏｎｆｉｇによって定義されるＳｙｓｔｅｍＩｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ
－ＢｌｏｃｋＴｙｐｅ１（ＳＩＢ１）の一部であってもよい。ＳＩＢ１は、論理チャネル
としてブロードキャスト制御チャネル上で送信される。ＵＬ－ＤＬ構成を変更するために
、システム情報変更手順が行われる。
【００３８】
　ＴＤＤ構成および再構成のいくつかの課題は、次のように記載される。ＴＤＤ構成は、
対をなす周波数帯域を必要としない。従って、ＴＤＤ構成の１つの利点は、帯域幅割り当
てのフレキシビリティにある。ＬＴＥ－ＴＤＤでは、フレームが１０個のサブフレームを
有する。ＤＬからＵＬへの切り替えポイント周期が５ｍｓおよび１０ｍｓの両方のＵＬ－
ＤＬ構成がサポートされる。３ＧＰＰ規格では７つのＵＬ－ＤＬ構成が規定されている。
リリース１０およびそれ以前の仕様では、ＵＬおよびＤＬ送信の間の干渉を回避するため
に、システム全体にわたる同期が必要なことがある。それゆえに、すべてのｅｖｏｌｖｅ
ｄ　Ｎｏｄｅ　Ｂ（ｅＮＢ）およびすべてのＵＥが（例えば、リリース１０およびそれ以
前の仕様に従って）同じＵＬ－ＤＬ構成およびタイミングに従う。
【００３９】
　現行仕様（例えば、ＬＴＥリリース８、９および１０）では、ＵＬ－ＤＬ構成を変更す
るためにシステム情報変更手順が用いられる。この手順は、複数のブロードキャスト・チ
ャネル間隔を必要とし、そのために長い遅延を有し、瞬時のトラフィック負荷の変化には
適応できない。（例として、ＬＴＥ－ＴＤＤにおける）ＵＬ－ＤＬ関連付けの例は、ＰＤ
ＣＣＨの、ＵＬサブフレームのＵＬ電力制御に対する関連付け、ＰＤＣＣＨの、ＵＬサブ
フレームでの物理上りリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）割り当てに対する関連付け、Ｕ
Ｌサブフレーム（単数または複数）上での、ＤＬ送信のＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバック
、ＰＨＩＣＨまたはＰＤＣＣＨ上での、ＵＬ送信のＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックの関
連付けなどを含む。異なるＵＬ－ＤＬ関連付けに起因して、すべての送信機は、旧構成の
ＵＬ－ＤＬ関連付けを切り離して新しい関連付けを設定するために、送信をすっかり停止
しなければならないことがある。
【００４０】
　これは、システム能力（例えば、上りリンクまたは下りリンク上に提供された負荷）の
莫大な損失とユーザ・トラフィック中断とをもたらすであろう。そのため、ＤＬおよびＵ
Ｌ割り当ての再構成には非常にコストもかかる。しかも、１つのセルにおける変更が、近
接セルにそれらのＵＬ－ＤＬ構成を変更するように強いることもある。結果として、「波
及」効果が生じうる。大きなトラフィック負荷変動によって、頻繁なＵＬ－ＤＬ再構成が
重大なネットワーク問題を招くこともある。
【００４１】
　ＬＴＥ　ＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ構成は、アグリゲートされたネットワーク・トラフィック
フローを対象として設計される。トラフィック特性は、用途ごとおよび／またはＵＥごと
に著しく異なる。統計的に、ネットワーク・トラフィック負荷（例えば、セル内のすべて
のＵＥのアグリゲートされたトラフィック負荷）は比較的安定しており、個々のＵＥのト
ラフィック特性に比べてゆっくり変化する筈である。しかし、アグリゲートされたトラフ
ィック負荷が平均値の周りで大きく変動することもある。一日の異なる時間における平均
トラフィック負荷は著しく変化しうる。いくつかのＵＥがビデオ・ストリーミングおよび
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大きなファイルのダウンロードのような広帯域のアプリケーションを用いるときには、Ｕ
ＬおよびＤＬ比が著しく変わる可能性がある。
【００４２】
　オペレータは、ある所望の負荷比「目標」をもつネットワークを、その収益モデルに対
するオペレータの選好または他の目的に基づいて構成できる。実際のシステムのトラフィ
ック特性は２つの態様を含む。第１の態様は、上りリンクまたは下りリンクのいずれかに
おける全トラフィック負荷対そのリンクにおける能力（または提供された負荷）比である
。第２の態様は、ＵＬ対ＤＬトラフィック比である。ＵＬ対ＤＬトラフィック比は、オペ
レータの目標または望ましい負荷比（例えば上りリンクで提供された負荷に対する下りリ
ンクで提供された負荷の比）に一致しても一致しなくてもよい。
【００４３】
　ネットワーク・アグリゲートされたトラフィック負荷対能力比が低いとき、割り当てら
れたＵＬサブフレームおよびＤＬサブフレームによってそれぞれＵＬトラフィックおよび
ＤＬトラフィック負荷がサポートできる場合には、そのＵＬ－ＤＬ構成は、受け入れ可能
である。この場合、実際のＵＬ－ＤＬトラフィック比は、ＵＬ－ＤＬ割り当てと同じであ
っても異なってもよい。逆に、全トラフィック負荷対能力比が高い場合には、より良好に
整合するＵＬ－ＤＬ比が構成される。
【００４４】
　再構成は、いくつかの場合に必要である。例えば、再構成は、割り当てられたＵＬリソ
ースがＵＬトラフィック負荷をサポートできない場合に必要である。別の例では、再構成
は、割り当てられたＤＬリソースがＤＬトラフィック負荷をサポートできない場合に必要
である。そのうえ、再構成は、より良好な整合ＵＬ－ＤＬ割り当てによってトラフィック
負荷に適応するために用いられる。例として、再構成は、現在のＵＬ－ＤＬ構成がＵＬ対
ＤＬトラフィック比に整合しない場合に必要である。
【００４５】
　現在、上りリンク－下りリンク（ＵＬ－ＤＬ）再構成にはシステム情報手順の変更が利
用される。この処理は、無線リソース管理（ＲＲＣ：ｒａｄｉｏ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｃ
ｏｎｔｒｏｌ）レイヤ手順である。これは、長時間を要し、瞬時または急速に変動するト
ラフィック負荷の変化には適応できない。瞬時のトラフィック負荷の変化は、一時的なこ
ともある。ネットワーク構成が変更されるまでにすでにトラフィック負荷が変化して、通
常の状態に戻っていることもある。従って、別の再構成が必要となる。
【００４６】
　（例えば、リリース８、９および１０では）さらに悪いことに、ＴＤＤシステムは、Ｕ
ＬおよびＤＬ送信の間の干渉を回避すべく、同じＵＬ－ＤＬ構成を有するように設計され
るので、１つのセルにおけるＵＬ－ＤＬ構成の変化が近接セルにおけるＵＬ－ＤＬ構成の
変化のきっかけとなりうる。それゆえに、（システム情報の変更を利用した）ＵＬ－ＤＬ
構成の変更は、ＲＲＣレベルで非常にコストがかかり、いくつかの場合にこれを回避する
ことが有益であろう。
【００４７】
　トラフィック状態にさらに良好に適応するためには、システム情報変更に加えて、動的
なＵＬ－ＤＬ再構成手順がサポートされるとよい。動的なＵＬ－ＤＬ再構成は、（例えば
、レガシーＵＥのために）後方互換性を維持し、リアルタイムのトラフィック変化に基づ
く迅速なサブフレーム修正によって、（例えば、リリース１１仕様およびそれ以降に従っ
て動作するＵＥのために）さらなるフレキシビリティを提供する。そのうえ、（例えば、
リリース１１では）同一チャネル干渉低減技術により一時的または持続的に隣接セルにお
ける異なるＵＬ－ＤＬ構成がサポートされる。異なるＵＬ－ＤＬ構成は、異なる最初のネ
ットワーク構成によって、および／または、トラフィック適応を用いた動的なＵＬ－ＤＬ
構成変更によってもたらすことができる。
【００４８】
　動的なＵＬ－ＤＬ再構成のサポートは、暗黙的または明示的に確定される。いくつかの
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構成において、動的なＵＬ－ＤＬ再構成を構成するため、あるいは有効にするかまたは無
効にするために、ｅＮＢによってシステム情報ブロック（ＳＩＢ：ｓｙｓｔｅｍ　ｉｎｆ
ｏｒｍａｔｉｏｎ　ｂｌｏｃｋ）または上位レイヤ・シグナリング（例えば、ＲＲＣシグ
ナリング）が用いられる。例えば、ｅＮＢは、デフォルトＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ構成にわた
って少なくとも１つのサブフレームが変換可能なことをＵＥに示すために、明示的なシグ
ナリング（例えば、ＳＩＢまたはＲＲＣシグナリング）を送ることができる。加えて、ま
たは代わりに、１つ以上の参照ＵＬ－ＤＬ構成または動的なＵＬ－ＤＬ再構成範囲のシグ
ナリングが、動的なＵＬ－ＤＬ再構成のサポートを暗黙的に示してもよい。例えば、ｅＮ
Ｂは、デフォルトＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ構成にわたって少なくとも１つのサブフレームが変
換可能なことを暗黙的に示す、動的なＵＬ－ＤＬ再構成範囲をＵＥへ送ることができる。
動的なＵＬ－ＤＬ再構成のサポートは、ｅＮＢによってセル固有としてＵＥのグループに
、またはＵＥ固有としてシグナリングされる（例えば、構成される）。
【００４９】
　動的なＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ再構成のための別個のＰＤＳＣＨおよびＰＵＳＣＨタイミン
グに関するさらなる詳細が、以下に示される。リリース８、９および１０では、ＰＤＳＣ
Ｈ　ＨＡＲＱ－ＡＣＫ、ＰＵＳＣＨスケジューリングおよびＰＵＳＣＨ　ＨＡＲＱ－ＡＣ
Ｋに関するＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ関連付けがＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ構成によって定義される。
ネットワークにおけるすべてのレガシーＵＥは、所与のＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ構成によって
定義される同じＰＤＳＣＨ　ＨＡＲＱ－ＡＣＫレポート関連付けに従う。同様に、ネット
ワークにおけるすべてのレガシーＵＥは、所与のＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ構成によって定義さ
れる同じＰＵＳＣＨスケジューリングおよびＰＵＳＣＨ　ＨＡＲＱ－ＡＣＫレポート関連
付けに従う。
【００５０】
　しかしながら、本明細書に開示されるシステムおよび方法は、異なる参照ＵＬ－ＤＬ構
成に基づいてＰＤＳＣＨタイミング関連付けとＰＵＳＣＨタイミング関連付けとを分離す
る手法を提供する。例えば、ネットワーク（例えば、１つ以上のＵＥおよび１つ以上のｅ
ＮＢ）は、（リリース８、９および１０仕様におけるようなデフォルトＵＬ－ＤＬ構成に
加えて）、トラフィック適応に基づく動的なＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ再構成を可能にするよう
に構成される。例として、動的なＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ再構成を可能にするように構成され
たＵＥは、１つのＵＬ－ＤＬ参照構成をＰＤＳＣＨ　ＨＡＲＱ－ＡＣＫ関連付けに、別の
ＵＬ－ＤＬ参照構成をＰＵＳＣＨスケジューリングおよびＰＵＳＣＨ　ＨＡＲＱ－ＡＣＫ
関連付けに利用し、一方でこのＵＥは、デフォルトＵＬ－ＤＬ構成を認識できる。
【００５１】
　ＰＤＳＣＨ　ＨＡＲＱ－ＡＣＫ関連付けのための参照ＵＬ－ＤＬ構成と、ＰＵＳＣＨス
ケジューリングおよびＰＵＳＣＨ　ＨＡＲＱ－ＡＣＫ関連付けのための参照ＵＬ－ＤＬ構
成とは、同じであってもなくてもよい。いずれの参照ＵＬ－ＤＬ構成が利用されるかは、
ＲＲＣシグナリングによって明示的に示されて（例えば、定義されて）もよく、あるいは
、他の情報（例えば、許可された動的なＵＬ－ＤＬ再構成範囲）から暗黙的に導出されて
もよい。参照ＵＬ－ＤＬ構成がＲＲＣシグナリングによって示される場合、許可された動
的なＵＬ－ＤＬ再構成範囲は、ＵＥまたはｅＮＢによって識別される必要はない。許可さ
れた動的なＵＬ－ＤＬ再構成範囲は、デフォルトＵＬ－ＤＬ構成および参照ＵＬ－ＤＬ構
成から導出される。参照ＵＬ－ＤＬ構成は、セル固有またはＵＥ固有のＵＬ－ＤＬ構成で
あってもよい。
【００５２】
　必要ならば、許可された動的なＵＬ－ＤＬ再構成範囲は、ｅＮＢによって（例えば、Ｒ
ＲＣシグナリングを用いて）提供される。許可された動的なＵＬ－ＤＬ再構成範囲は、セ
ル固有またはＵＥ固有であってもよい。
【００５３】
　動的なＵＬ－ＤＬ再構成範囲は、３ＧＰＰ仕様に示される７つの標準ＵＬ－ＤＬ構成と
関連して定義される。動的なＵＬ－ＤＬ再構成範囲は、デフォルトＵＬ－ＤＬ構成から許
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可されたＵＬおよび／またはＤＬサブフレームの数によって定義されてもよい。加えて、
または代わりに、動的なＵＬ－ＤＬ再構成範囲は、ＲＲＣシグナリングを用いてＰＤＳＣ
Ｈ　ＨＡＲＱ－ＡＣＫのための参照ＵＬ－ＤＬ構成とＰＵＳＣＨスケジューリングおよび
ＨＡＲＱ－ＡＣＫのための参照ＵＬ－ＤＬ構成とにより定義されてもよい。
【００５４】
　デフォルトＵＬ－ＤＬ構成は、ｅＮＢによってすべてのＵＥに規定されるＵＬ－ＤＬ構
成である。所与のデフォルトＵＬ－ＤＬ構成に対して、動的なＵＬ－ＤＬ再構成範囲は、
デフォルトＵＬ－ＤＬ構成が再構成範囲内にあることを条件として、７つの標準ＴＤＤ　
ＵＬ－ＤＬ構成の任意の組み合わせであってもよい。従って、１０ｍｓ周期のＵＬ－ＤＬ
構成と５ｍｓ周期のＵＬ－ＤＬ構成との間でネットワークを動的に再構成することも可能
である。しかしながら、ＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ構成周期の変更は、極めて影響が大きいこと
に留意すべきである。そのため、本明細書に開示されるシステムおよび方法のいくつかの
実装において、動的なＵＬ－ＤＬ再構成は、同じ周期をもつ構成に限定される。
【００５５】
　動的なＵＬ－ＤＬ再構成範囲に基づいて、ＵＬサブフレームおよびＤＬサブフレームは
、２つのグループ、すなわち、固定されたＵＬまたはＤＬ方向をもつサブフレームのグル
ープと、動的なＵＬおよびＤＬ切り替えを可能とする変換可能なサブフレームのグループ
とに分けることができる。変換可能なサブフレームは、再構成可能なサブフレームとも呼
ばれる。サブフレームは、動的なＵＬ－ＤＬ再構成範囲において同じＵＬまたはＤＬ方向
を維持するならば、固定された方向を有する。サブフレームは、動的なＵＬ－ＤＬ再構成
範囲において少なくとも１つの場合にＵＬサブフレームであり、少なくとも１つの他の場
合にＤＬサブフレームであるならば、変換可能なサブフレームである。言い換えれば、変
換可能なサブフレームは、動的なＵＬ－ＤＬ再構成範囲において方向の変更が可能なサブ
フレームである。いくつかの実装において、ＵＥは、動的なＵＬ－ＤＬ再構成範囲に基づ
いて（例えば、動的なＵＬ－ＤＬ再構成範囲におけるＵＬ－ＤＬ構成の間で異なるサブフ
レームを確定することによって）、変換可能なサブフレームを確定する。変換可能なサブ
フレームは、（ＵＥへの）ＲＲＣシグナリングによって明示的に示されて（例えば、定義
されて）もよく、または、他の情報（例えば、許可された動的なＵＬ－ＤＬ再構成範囲お
よび／または参照ＵＬ－ＤＬ構成および／またはデフォルトＵＬ－ＤＬ構成）から（ＵＥ
によって）暗黙的に導出されてもよい。変換可能なサブフレームは、変換可能な領域内に
ある。
【００５６】
　固定されたサブフレームおよび変換可能なサブフレームを導出するときに、（標準）ス
ペシャルサブフレームは、ＤＬサブフレームとして扱われ、スペシャルサブフレーム・タ
イプ２は、ＵＬサブフレームとして扱われる。さらに詳細な例は、図面と関連して以下に
示される。
【００５７】
　一例は、デフォルトＵＬ－ＤＬ構成としてのＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ構成１と、ＵＬ－ＤＬ
構成２からＵＬ－ＤＬ構成０までの許可されたＵＬ－ＤＬ再構成範囲とを有する。この例
では、ＵＥおよびｅＮＢは、ＰＤＳＣＨ　ＨＡＲＱ－ＡＣＫのための参照ＵＬ－ＤＬ構成
が構成２であり、ＰＵＳＣＨスケジューリングおよびＰＵＳＣＨ　ＨＡＲＱ－ＡＣＫのた
めの参照ＵＬ－ＤＬ構成が構成０であることを認識している。従って、この例は、動的な
ＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ再構成のための異なる参照ＵＬ－ＤＬ構成を説明する。さらなる詳細
は、図８と関連して以下に示される。
【００５８】
　別の例は、デフォルトＵＬ－ＤＬ構成である構成４と混ざった周期を有し、動的なＵＬ
－ＤＬ再構成範囲は、ＵＬ－ＤＬ構成４とＵＬ－ＤＬ構成１との間である。この例では、
変換可能なサブフレームまたは再構成可能なサブフレームは、サブフレーム７および８で
ある。第１の参照ＵＬ－ＤＬ構成は、最小数のＵＬサブフレームを有する構成４である。
第２の参照ＵＬ－ＤＬ構成は、最小数のＤＬサブフレームを有する構成１である。リリー
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ス１１　ＵＥのためにサブフレーム７にＰＵＳＣＨをスケジュールする場合には、サブフ
レーム７がＵＬサブフレームへ変換される。より具体的には、サブフレーム６がレギュラ
ーＤＬサブフレームなので、サブフレーム７は、スペシャルサブフレーム・タイプ２へ変
換される。従って、変換されたサブフレーム７では物理上りリンク制御チャネル（ＰＵＣ
ＣＨ）が維持され、レガシーＵＥのためにＰＵＳＣＨスケジューリングおよびＨＡＲＱ－
ＡＣＫレポーティングを依然として行うことができる。リリース１１　ＵＥのためにサブ
フレーム８にＰＵＳＣＨをスケジュールする場合、ＵＥは、サブフレーム７が既にスペシ
ャルサブフレーム・タイプ２へ変換されていると仮定して、サブフレーム８をノーマルＵ
Ｌサブフレームとして用いる。このように、この例は、周期が混ざった再構成範囲を示す
。さらなる詳細は、図９と関連して以下に示される。
【００５９】
　許可された動的なＵＬ－ＤＬ再構成範囲がリリース１１　ＵＥのために構成される（例
えば、確立される）とき、または、参照ＵＬ－ＤＬ構成がこのＵＥのために構成される（
例えば、確立される）ときに、ＵＥは、ＰＤＳＣＨ　ＨＡＲＱ－ＡＣＫレポーティングの
ための参照ＵＬ－ＤＬ構成、ならびに、ＰＵＳＣＨスケジューリングおよびＨＡＲＱ－Ａ
ＣＫレポーティングのための参照ＵＬ－ＤＬ構成を確定する（例えば、設定する）。ＰＤ
ＳＣＨ　ＨＡＲＱ－ＡＣＫ関連付けのための参照ＵＬ－ＤＬ構成、ならびに、ＰＵＳＣＨ
スケジューリングおよびＰＵＳＣＨ　ＨＡＲＱ－ＡＣＫ関連付けのための参照ＵＬ－ＤＬ
構成は、同じであってもなくてもよい。参照ＵＬ－ＤＬ構成は、許可された再構成範囲か
ら導出することもできる。
【００６０】
　ＰＤＳＣＨ　ＨＡＲＱ－ＡＣＫ関連付けは、ＰＤＳＣＨ送信のＡＣＫ／ＮＡＣＫビット
を、ＵＬサブフレームのＰＵＣＣＨまたはＰＵＳＣＨ上でレポートするために用いられる
。許可された再構成範囲にわたって同じＰＤＳＣＨ　ＨＡＲＱ－ＡＣＫタイミングを確実
に用いることができるように、第１の参照ＵＬ－ＤＬ構成は、許可された動的なＵＬ－Ｄ
Ｌ再構成範囲内で最小数のＵＬサブフレームをもつ標準ＵＬ－ＤＬ構成として導出される
。言い換えれば、第１の参照ＵＬ－ＤＬ構成は、変換可能なサブフレームをＤＬサブフレ
ームとして用いたときに、同じか、またはより少数のＵＬサブフレームを有する標準ＵＬ
－ＤＬ構成を見出すことによって確定される（例えば、取得される）。ＵＥは、次に第１
の参照ＵＬ－ＤＬ構成のＰＤＳＣＨ　ＨＡＲＱ－ＡＣＫタイミングに従う。ＵＥは、許可
された動的なＵＬ－ＤＬ再構成範囲内のすべての構成に対しても第１の参照ＵＬ－ＤＬ構
成のＰＤＳＣＨ　ＨＡＲＱ－ＡＣＫタイミングに従う。第１の参照ＵＬ－ＤＬ構成は、デ
フォルトＵＬ－ＤＬ構成と同じであってもなくてもよい。
【００６１】
　ＰＵＳＣＨスケジューリングおよびＰＵＳＣＨ　ＨＡＲＱ－ＡＣＫレポーティングは、
ＤＬサブフレーム上で運ばれる。ＰＵＳＣＨは、ＰＤＣＣＨによってスケジュールされ、
ＰＵＳＣＨ　ＨＡＲＱ－ＡＣＫは、ＰＨＩＣＨまたはＰＤＣＣＨ上のいずれかに示される
。許可されたＵＬ－ＤＬ再構成範囲にわたって同じＰＵＳＣＨスケジューリングおよびＰ
ＵＳＣＨ　ＨＡＲＱ－ＡＣＫレポーティング・タイミングを確実に用いることができるよ
うに、第２の参照ＵＬ－ＤＬ構成は、許可された動的なＵＬ－ＤＬ再構成範囲内で最小数
のＤＬサブフレームをもつ構成として導出される。言い換えれば、第２の参照ＵＬ－ＤＬ
構成は、変換可能なサブフレームをＵＬとして用いたときに、同じか、またはより少数の
ＤＬサブフレームを有する標準ＵＬ－ＤＬ構成を見出すことによって確定される（例えば
、取得される）。ＵＥは、次に許可された動的なＵＬ－ＤＬ再構成範囲内のすべてのＵＬ
－ＤＬ構成に対して第２の参照ＵＬ－ＤＬ構成のＰＵＳＣＨスケジューリングおよびＰＵ
ＳＣＨ　ＨＡＲＱ－ＡＣＫタイミングに従う。第２の参照ＵＬ－ＤＬ構成は、デフォルト
ＵＬ－ＤＬ構成と同じであってもなくてもよい。
【００６２】
　ＵＬおよびＤＬ切り替えが可能なサブフレームに関して、ＵＬまたはＤＬ方向を決定す
るために明示的または暗黙的なルールが定義される。変換可能なサブフレームの方向をＵ
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Ｅが確定するための手法の一例は、次にように示される。この例では、動的なＵＬおよび
ＤＬ再構成を用いて構成された（例として、リリース１１仕様およびそれ以降に従って動
作する）ＵＥは、変換可能なサブフレームの方向がデフォルトＵＬ－ＤＬ構成の方向であ
ると最初に仮定する。
【００６３】
　ＤＬからＵＬへの変換に関して、ＵＥが、デフォルトＤＬ方向をもつ変換可能なサブフ
レームにＰＵＳＣＨをスケジュールするためのＰＤＣＣＨを受信した場合、ＤＬは、ＵＬ
サブフレームへ（またはいくつかの場合にスペシャルサブフレーム・タイプ２へ）変換さ
れる。変換可能なサブフレームが、ＤＬサブフレームのすぐに後にある（これは５ｍｓお
よび１０ｍｓが混ざったＵＬ－ＤＬ構成範囲で発生する）場合、変換可能なサブフレーム
は、スペシャルサブフレーム・タイプ２へ変換される。変換可能なサブフレームが、デフ
ォルトＵＬ－ＤＬ構成を用いたＰＵＳＣＨスケジューリングおよび／またはＰＵＳＣＨ　
ＨＡＲＱ－ＡＣＫレポーティングと関連付けられる場合、この変換可能なサブフレームは
、スペシャルサブフレーム・タイプ２へ変換される。そのうえ、サブフレームがＵＥのた
めにＤＬサブフレームからＵＬサブフレームへ変換され、かつこのサブフレームがスペシ
ャルサブフレームまたはＤＬサブフレームの後の、変換可能な領域における最初の変換可
能なサブフレームではない場合、所与の変換可能な領域における所与の変換可能なサブフ
レームの前のすべての変換可能なサブフレームも、ＵＥによってＵＬサブフレームとして
扱われる。
【００６４】
　ＵＬからＤＬへのサブフレーム変換に関して、ＵＥが、デフォルトＵＬ方向をもつ変換
可能なサブフレームにＰＵＳＣＨをスケジュールするためのＰＤＣＣＨを受信しない場合
、ＵＥは、この変換可能なサブフレームをＤＬサブフレームとしてモニタする。加えて、
または代わりに、デフォルトＵＬ方向をもつ変換可能なサブフレームにおけるＰＤＳＣＨ
は、別のＤＬサブフレームにおけるＰＤＣＣＨまたはエンハンストＰＤＣＣＨ（ｅＰＤＣ
ＣＨ）を用いた、クロスサブフレーム（またはクロス送信時間間隔（ＴＴＩ：ｔｒａｎｓ
ｍｉｓｓｉｏｎ　ｔｉｍｅ　ｉｎｔｅｒｖａｌ））ＰＤＳＣＨ割り当てによって明示的に
スケジュールすることもできる。ＰＵＳＣＨスケジューリングに用いられる同じＤＬサブ
フレームが、変換可能なサブフレームにＰＤＳＣＨ送信をスケジュールするために代わり
に用いられてもよい。所与の変換可能なサブフレームの前の他のＤＬサブフレームも、所
与の変換可能なサブフレーム上でのＰＤＳＣＨ送信のクロスサブフレーム・スケジューリ
ングに用いることができる。そのうえ、サブフレームがＵＥのためにＵＬからＤＬへ変換
され、かつこのサブフレームがスペシャルサブフレームまたはＤＬサブフレームの後の変
換可能な領域における最後の変換可能なサブフレームではない場合、所与の変換可能な領
域における所与の変換可能なサブフレームの後のすべての変換可能なサブフレームも、Ｕ
ＥによってＤＬサブフレームとして扱われる。
【００６５】
　（例えば、リリース１１仕様およびそれ以降に従って動作する）ＵＥに関して、ＰＵＳ
ＣＨスケジューリングは、レガシーＰＤＣＣＨによる第２の参照ＵＬ－ＤＬ構成のスケジ
ューリング・タイミングに従う。ＰＵＳＣＨスケジューリングは、サポートされていれば
、エンハンストＰＤＣＣＨ（ｅＰＤＣＣＨ）またはクロスサブフレーム（もしくはクロス
ＴＴＩ）ＰＵＳＣＨスケジューリングによって行われてもよい。
【００６６】
　動的なＵＬ－ＤＬ再構成を用いた（例えば、リリース１１仕様およびそれ以降に従って
動作する）ＵＥは、ＰＵＣＣＨまたはＰＵＳＣＨ上でのＰＤＳＣＨ　ＨＡＲＱ－ＡＣＫレ
ポートのために第１の参照ＵＬ－ＤＬ構成のタイミングを用いる。従って、すべての変換
可能なサブフレームが、対応するＡＣＫ／ＮＡＣＫレポーティング・ビットに含まれる。
１つの手法では、ＡＣＫ／ＮＡＣＫビットの数およびビット順序付けは、第１の参照ＵＬ
－ＤＬ構成と同じに設定することができる。そのうえ、ＵＬサブフレームとして構成され
た変換可能なサブフレームに関して不連続送信（ＤＴＸ：ｄｉｓｃｏｎｔｉｎｕｏｕｓ　
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ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ）が示される。例として、ＤＴＸビットは、ＵＥがＤＬサブフ
レームでＰＤＣＣＨを正しく受信しない場合にレポートされる。これらのビットをＤＴＸ
として保つと、ＤＬがＵＬへ変換されるか否かに係わらず、同じ数のＡＣＫ／ＮＡＣＫビ
ットが維持される。別の手法では、ＡＣＫ／ＮＡＣＫは、第１の参照ＵＬ－ＤＬ構成のビ
ット順序付けに従うが、ＵＬサブフレームとして構成された変換可能なサブフレームでは
ＡＣＫ／ＮＡＣＫビットを送信しなくてもよい。この手法は、ＤＬサブフレームからＵＬ
サブフレームへ変換されたサブフレームでビットを除去することによって、ＡＣＫ／ＮＡ
ＣＫペイロード削減の利益を提供する。従って、これはＰＵＣＣＨ性能の向上につながる
。
【００６７】
　動的なＵＬ－ＤＬ再構成を用いたリリース１１　ＵＥは、ＰＨＩＣＨまたはＰＤＣＣＨ
上でのＰＵＳＣＨスケジューリングおよびＰＵＳＣＨ　ＨＡＲＱ－ＡＣＫレポーティング
のために第２の参照ＵＬ－ＤＬ構成のタイミングを用いる。従って、すべての変換可能な
サブフレームが、第２の参照ＵＬ－ＤＬ構成によって定義された関連付けルールに従って
、ＰＵＳＣＨスケジューリングのためにスケジュールされ、ＰＨＩＣＨまたはＰＤＣＣＨ
上でのＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックによって通知される。
【００６８】
　レガシーＵＥは、ＨＡＲＱ－ＡＣＫおよびスケジューリング・タイミング変更を何も仮
定しない。従って、動的なＵＬ－ＤＬ再構成を用いたリリース１１　ＵＥは、レガシーＵ
Ｅと同じＰＤＳＣＨ　ＨＡＲＱ－ＡＣＫタイミング、ＰＵＳＣＨスケジューリングおよび
／またはＨＡＲＱ－ＡＣＫタイミングを有することもある。代わりに、動的なＵＬ－ＤＬ
再構成を用いたリリース１１　ＵＥは、レガシーＵＥとは異なるＰＤＳＣＨ　ＨＡＲＱ－
ＡＣＫタイミング、ＰＵＳＣＨスケジューリングおよび／またはＨＡＲＱ－ＡＣＫタイミ
ングを有さないこともある。しかしながら、任意の起りうる競合を回避するためにｅＮＢ
がレガシーＵＥをスケジュールすることもある。
【００６９】
　変換可能なサブフレームがデフォルトＵＬ－ＤＬ構成ではＤＬサブフレームであり、Ｕ
Ｌサブフレームに変換される場合、この変換可能なサブフレームは、ＵＬサブフレームま
たはＵＬサブフレームへすでに変換された別の変換可能なサブフレームのすぐ後に続く。
変換を認識しないレガシーＵＥは、変換されたＵＬサブフレームを依然としてＤＬサブフ
レームとして復号しようと試みる。ＰＤＣＣＨが検出されないので、レガシーＵＥは、所
与のサブフレームについてＤＴＸをレポートする。
【００７０】
　しかしながら、いくつかの場合、所与の変換可能なサブフレームは、ＰＵＳＣＨスケジ
ューリングまたはＰＵＳＣＨ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫレポーティングとリンクされている（例
えば、関連付けられている）。１つの手法では、ｅＮＢは、リンクされた（例えば、関連
付けられた）ＵＬサブフレームでレガシーＵＥのためにＰＵＳＣＨ送信をスケジュールす
ることを回避する。従って、変換可能なサブフレームは、動的なＵＬ－ＤＬ再構成を用い
て構成されたリリース１１　ＵＥによってＵＬサブフレームとして用いられる。別の手法
では、ｅＮＢは、リンクされた（例えば、関連付けられた）ＵＬサブフレームでレガシー
ＵＥのために依然としてＰＵＳＣＨ送信をスケジュールする。そのうえ、変換可能なサブ
フレームは、スペシャルサブフレーム・タイプ２となり、動的なＵＬ－ＤＬ再構成を用い
て構成されたリリース１１　ＵＥのためにＵＬサブフレームとして用いられる。
【００７１】
　それに対して、変換可能なサブフレームがデフォルトＵＬ－ＤＬ構成ではＵＬサブフレ
ームであり、ＤＬサブフレームへ変換される場合、この変換可能なサブフレームは、ＵＬ
－ＤＬ構成周期の最後のＵＬサブフレームであるか、または、デフォルトＵＬ－ＤＬ構成
からＤＬサブフレームへすでに変換された別の変換可能なサブフレームの前にある。ＵＬ
サブフレームがＤＬサブフレームへ変換されるときに、レガシーＵＥは、変換を認識しな
い。従って、ｅＮＢは、かかる変換可能なサブフレームにはレガシーＵＥのためにＵＬ送
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信をスケジュールしない。しかし、所与のサブフレームは、レガシーＵＥによってＰＤＳ
ＣＨ　ＨＡＲＱ－ＡＣＫをレポートするために用いることもできる。それゆえに、ｅＮＢ
は、所与の変換可能なサブフレームとリンクされた（例えば、関連付けられた）ＤＬサブ
フレームでのレガシーＵＥのＰＤＳＣＨ送信を制限する。これらのＤＬサブフレームは、
第１の参照ＵＬ－ＤＬ構成に基づく異なるＰＤＳＣＨ　ＨＡＲＱ－ＡＣＫタイミングに従
うので、動的なＵＬ－ＤＬ再構成を用いて構成されたリリース１１　ＵＥのためには依然
としてそれらのＤＬサブフレームを用いうることに留意すべきである。
【００７２】
　動的なＵＬ－ＤＬ再構成が適用されるときに、レガシーＵＥにはスケジューリング制約
が課される。以下では、様々なデフォルトＵＬ－ＤＬ構成を用いた動的なＵＬ－ＤＬ再構
成のシナリオが記載される。１０ｍｓ周期をもつＵＬ－ＤＬ構成では、動的なＵＬ－ＤＬ
再構成範囲が同じ周期を有するときに、すべての動的な範囲の組み合わせがサポートされ
る。５ｍｓ周期をもつＵＬ－ＤＬ構成では（標準ＵＬ－ＤＬ構成のすべての組み合わせに
加えて）、いくつかの中間または遷移状態も、動的なＵＬ－ＤＬ再構成の間にサポートさ
れる。再構成範囲が同じ周期を有するときのＵＬ－ＤＬ構成ごとに、さらなる詳細が以下
に提供される。
【００７３】
　動的なＵＬ－ＤＬ再構成範囲が、５ｍｓおよび１０ｍｓが混ざった周期を有するときに
は、動的なＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ再構成のための別個のＰＤＳＣＨおよびＰＵＳＣＨタイミ
ングについて上記の手法と同様の手法が適用される。ｅＮＢは、ＤＬサブフレームへ変換
されるＵＬサブフレームとリンクされた（例えば、関連付けられた）ＰＤＳＣＨ割り当て
を防ぐためのスケジューリング制限も適用する。そのうえ、ｅＮＢは、ＤＬサブフレーム
からＵＬサブフレームへ変換される変換可能なサブフレームにＰＤＳＣＨをスケジュール
することを回避する。いくつかの可能な組み合わせのみについて、詳細が以下に示される
。しかしながら、本明細書に開示されるシステムおよび方法は、すべての可能な組み合わ
せに適用できる。
【００７４】
　無線フレームは、１０ｍｓの長さを有しうる。無線フレームにおけるＤＬとＵＬとの間
の１つのサブフレーム変換は、それぞれの方向に１０％の変化をもたらす。ネットワーク
・トラフィック負荷は、通常、劇的には変化しない。それゆえに、たとえ本明細書に開示
されるシステムおよび方法によってすべての組み合わせがサポートされるとしても、トラ
フィック負荷の変動を管理するために、ほとんどの場合には（利用可能であれば）各方向
の周期内の１つか２つのサブフレーム変換で十分であろう。
【００７５】
　ＵＬ－ＤＬ再構成範囲が同じ周期を有するときのＵＬ－ＤＬ構成ごとのさらに具体的な
例は、以下のように示される。これらの例に記載される各ＵＬ－ＤＬ構成は、上掲の表（
１）（例えば、ＴＳ３６．２１１　表４．２－２）に規定されるような標準ＴＤＤ　ＵＬ
－ＤＬ構成を指す。
【００７６】
　ＵＬ－ＤＬ構成５に基づく一例は、次のように示される。ＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ構成５は
、１０ｍｓ周期および無線フレームにおける１つのＵＬサブフレーム割り当てを有する。
従って、ＵＬからＤＬへのサブフレーム変換は可能でない。ＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ構成５が
デフォルトＵＬ－ＤＬ構成である場合、動的なＵＬ－ＤＬ再構成を用いて構成された（例
として、リリース１１仕様およびそれ以降に従って動作する）ＵＥに関して、第１の参照
ＵＬ－ＤＬ構成は、デフォルトＵＬ－ＤＬ構成５とすることができる。
【００７７】
　ＤＬからＵＬへの１つだけの変換が許可される（例えば、許可された動的なＵＬ－ＤＬ
再構成範囲が、ＵＬ－ＤＬ構成５とＵＬ－ＤＬ構成４との間である）手法では、第２の参
照ＵＬ－ＤＬ構成は、構成４とすることができる。従って、サブフレーム９におけるＰＤ
ＣＣＨがサブフレーム３にＰＵＳＣＨ送信をスケジュールする場合、サブフレーム３がＤ



(19) JP 6132844 B2 2017.5.24

10

20

30

40

50

ＬサブフレームからＵＬサブフレームへ変換され、サブフレーム３ではＰＤＣＣＨまたは
ＰＤＳＣＨは何も送信されない。
【００７８】
　ＤＬからＵＬサブフレームへの２つのサブフレーム変換が許可される（例えば、許可さ
れた動的なＵＬ－ＤＬ再構成範囲が、ＵＬ－ＤＬ構成５とＵＬ－ＤＬ構成３との間である
）手法では、第２の参照ＵＬ－ＤＬ構成は、ＵＬ－ＤＬ構成３とすることができる。従っ
て、サブフレーム９におけるＰＤＣＣＨがサブフレーム３にＰＵＳＣＨ送信をスケジュー
ルする場合、サブフレーム３がＤＬサブフレームからＵＬサブフレームへ変換され、サブ
フレーム３ではＰＤＣＣＨまたはＰＤＳＣＨは何も送信されないであろう。ＵＥがサブフ
レーム４でＰＵＳＣＨスケジューリングを受信するに過ぎず、たとえサブフレーム３には
自らのためのＰＵＳＣＨスケジューリングがなくても、ＵＥは、サブフレーム３をＵＬサ
ブフレームとして扱う。それゆえに、ｅＮＢは、サブフレーム３がＵＬサブフレームへす
でに変換されている場合に、サブフレーム４上でのみＰＵＳＣＨのスケジューリングを行
えばよい。
【００７９】
　ＵＬ－ＤＬ構成３に基づく別の例は、次のように示される。ＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ構成３
は、１０ｍｓ周期および無線フレームにおける３つのＵＬサブフレーム割り当てを有する
。従って、ＤＬからＵＬへのいかなるサブフレーム変換も可能でない。ＵＬ－ＤＬ構成３
がデフォルトＵＬ－ＤＬ構成である場合、動的なＵＬ－ＤＬ再構成を用いて構成された（
例として、リリース１１仕様またはそれ以降に従って動作する）ＵＥに関して、第２の参
照ＵＬ－ＤＬ構成は、デフォルトＵＬ－ＤＬ構成３とすることができる。
【００８０】
　ＵＬからＤＬサブフレームへの１つだけのサブフレーム変換が許可される（例えば、許
可された動的なＵＬ－ＤＬ再構成範囲が、ＵＬ－ＤＬ構成３とＵＬ－ＤＬ構成４との間で
ある）手法では、第１の参照ＵＬ－ＤＬ構成は、構成４とすることができる。サブフレー
ム４にＰＵＳＣＨがスケジュールされていない場合、（例として、リリース１１仕様およ
びそれ以降に従って動作する）ＵＥは、サブフレーム４をＤＬサブフレームとしてモニタ
する。そのうえ、ＰＤＣＣＨまたはｅＰＤＣＣＨをもつ異なるＤＬサブフレームでのクロ
スサブフレーム・スケジューリングによって、（例として、リリース１１仕様およびそれ
以降に従って動作する）ＵＥのためにサブフレーム４にＰＤＳＣＨが割り当てられている
場合、ＵＥは、サブフレーム４をＤＬサブフレームとしてモニタする。サブフレーム４が
ＵＬサブフレームからＤＬサブフレームへ変換されるときに、レガシーＵＥに関して、ｅ
ＮＢは、サブフレーム４上ではＰＵＳＣＨをスケジュールせず、サブフレーム４のＰＵＣ
ＣＨまたはＰＵＳＣＨ上でのＰＤＳＣＨ　ＨＡＲＱ－ＡＣＫレポーティングを防ぐために
、サブフレーム９および０上でのＰＤＳＣＨ割り当てを回避する。留意すべきは、動的な
ＵＬ－ＤＬ再構成のサポートを用いた（例として、リリース１１仕様またはそれ以降に従
って動作する）ＵＥには依然としてサブフレーム９および０を用いうることである。従っ
て、リソースが浪費されることはない。
【００８１】
　ＵＬからＤＬへの２つのサブフレーム変換が許可される（例えば、許可された動的なＵ
Ｌ－ＤＬ再構成範囲が、ＵＬ－ＤＬ構成３とＵＬ－ＤＬ構成５との間である）手法では、
第１の参照ＵＬ－ＤＬ構成は、構成５とすることができる。ｅＮＢは、サブフレームが変
換されるときにいくつかのスケジューリング制限を適用する。サブフレーム４がＵＬサブ
フレームからＤＬサブフレームへ変換されるときに、サブフレーム４上でのＰＵＳＣＨス
ケジューリングは生じず、サブフレーム９および０上でのＰＤＳＣＨ割り当ては回避され
る。サブフレーム３および４が両方ともにＵＬサブフレームからＤＬサブフレームへ変換
されるときに、サブフレーム３および４上でのＰＵＳＣＨスケジューリングは生じず、サ
ブフレーム７、８、９および０上でのＰＤＳＣＨ割り当ては回避される。加えて、ＵＥが
、サブフレーム３に割り当てられたＰＤＳＣＨを受信する場合、ＵＥは、サブフレーム４
をＤＬサブフレームとして扱う。留意すべきは、（例として、リリース１１仕様またはそ
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れ以降に従って動作する）ＵＥによって依然としてこれらのＤＬサブフレームを用いうる
ことである。従って、リソースが浪費されることはない。
【００８２】
　ＵＬ－ＤＬ構成４に基づく別の例は、次のように示される。ＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ構成４
は、１０ｍｓ周期および無線フレームにおける２つのＵＬサブフレーム割り当てを有する
。ＵＬ－ＤＬ構成４は、ＵＬ－ＤＬ構成３および／またはＵＬ－ＤＬ構成５へ動的に再構
成される。
【００８３】
　ＵＬからＤＬへのサブフレーム変換だけが許可される１つの手法では、許可された動的
なＵＬ－ＤＬ再構成範囲は、ＵＬ－ＤＬ構成４とＵＬ－ＤＬ構成５との間であり、第１の
参照ＵＬ－ＤＬ構成は、ＵＬ－ＤＬ構成５とし、第２の参照ＵＬ－ＤＬ構成は、ＵＬ－Ｄ
Ｌ構成４とすることができる。
【００８４】
　ＤＬからＵＬへのサブフレーム変換だけが許可される別の手法では、許可された動的な
ＵＬ－ＤＬ再構成範囲は、ＵＬ－ＤＬ構成４とＵＬ－ＤＬ構成３との間であり、第１の参
照ＵＬ－ＤＬ構成は、構成４とし、第２の参照ＵＬ－ＤＬ構成は、構成３とすることがで
きる。
【００８５】
　ＵＬからＤＬおよびＤＬからＵＬへの両方のサブフレーム変換が許可される手法では、
許可された動的なＵＬ－ＤＬ再構成範囲は、ＵＬ－ＤＬ構成５とＵＬ－ＤＬ構成３との間
であり、第１の参照ＵＬ－ＤＬ構成は、ＵＬ－ＤＬ構成５とし、第２の参照ＵＬ－ＤＬ構
成は、ＵＬ－ＤＬ構成３とすることができる。
【００８６】
　ｅＮＢは、レガシーＵＥにいくつかのスケジューリング制限を適用する。サブフレーム
３がＵＬからＤＬサブフレームへ変換されるときに、サブフレーム３ではＰＵＳＣＨスケ
ジューリングは生じず、サブフレーム６，７、８、および９でのレガシーＵＥのためのＰ
ＤＳＣＨ割り当ては、サブフレーム３上でのＰＤＳＣＨ　ＨＡＲＱ－ＡＣＫレポーティン
グを防ぐために回避される。留意すべきは、例として、リリース１１仕様およびそれ以降
に従って動作するＵＥにはこれらのＤＬサブフレームを用いうることである。従って、リ
ソースは何も浪費されない。サブフレーム４がＤＬからＵＬサブフレームへ変換されると
きに、サブフレーム４上にＤＬ割り当ては生じない。
【００８７】
　ＵＬ－ＤＬ構成２に基づく別の例は、次のように示される。ＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ構成２
は、５ｍｓ周期および無線フレームにおける２つのＵＬサブフレーム割り当てを有する。
従って、ＵＬからＤＬへのサブフレーム変換は可能でない。ＵＬ－ＤＬ構成２がデフォル
トＵＬ－ＤＬ構成である場合、動的なＵＬ－ＤＬ再構成を用いて構成されたリリース１１
　ＵＥに関して、第１の参照ＵＬ－ＤＬ構成は、デフォルトＵＬ－ＤＬ構成２とすること
ができる。ＤＬからＵＬへの１つか２つのサブフレーム変換が許可される場合、許可され
た動的なＵＬ－ＤＬ再構成範囲は、ＵＬ－ＤＬ構成２とＵＬ－ＤＬ構成１との間であり、
第２の参照ＵＬ－ＤＬ構成は、ＵＬ－ＤＬ構成２とすることができる。ＤＬからＵＬへの
３つのサブフレーム変換が許可される場合、許可された動的なＵＬ－ＤＬ再構成範囲は、
ＵＬ－ＤＬ構成２とＵＬ－ＤＬ構成６との間であり、第２の参照ＵＬ－ＤＬ構成は、ＵＬ
－ＤＬ構成６とすることができる。ＤＬからＵＬへの４つのサブフレーム変換が許可され
る場合、許可された動的なＵＬ－ＤＬ再構成範囲は、構成２と構成０との間であり、第２
の参照ＵＬ－ＤＬ構成は、ＵＬ－ＤＬ構成０とすることができる。
【００８８】
　動的なＵＬ－ＤＬ再構成を用いて、ｅＮＢは、レガシーＵＥにいくつかのスケジューリ
ング制限を適用する。ＤＬからＵＬへの１つのサブフレーム変換を用いて、サブフレーム
３が変換される。従って、サブフレーム３上にＰＤＳＣＨは生じない。ＤＬからＵＬへの
２つのサブフレーム変換を用いて、サブフレーム３および８が変換される。従って、サブ
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フレーム３および８上にＰＤＳＣＨは生じない。ＤＬからＵＬへの３つのサブフレーム変
換を用いて、サブフレーム３、４および８が変換される。従って、サブフレーム３、４お
よび８上にＰＤＳＣＨは生じない。ＤＬからＵＬへの４つのサブフレーム変換を用いて、
サブフレーム３、４、８および９が変換される。従って、サブフレーム３、４、８および
９上にＰＤＳＣＨは生じない。留意すべきは、例えば、リリース１１仕様およびそれ以降
に従って動作するＵＥによって、依然としてこれらのＤＬサブフレームを用いうることで
ある。そのうえ、サブフレーム３およびサブフレーム８は、レガシーＵＥのためにＰＵＳ
ＣＨをスケジュールするために用いることができる。これらのサブフレームのすべて（例
えば、サブフレーム３、４、８および９）がレギュラーＵＬサブフレームへ変換される場
合、レガシーＵＥのためにＰＵＳＣＨは何もスケジュールされない。例として、これは最
悪ケースのシナリオであり、スペシャルサブフレーム・タイプ２の必要性を説明する。結
果として、サブフレーム３およびサブフレーム８は、スペシャルサブフレーム・タイプ２
サブフレームへ変換されるとよい。スペシャルサブフレーム・タイプ２は、ＰＤＣＣＨ領
域を維持し、短いガード期間（ＧＰ）後のサブフレームの残りにＰＵＳＣＨを割り当てる
。従って、スペシャルサブフレーム・タイプ２は、既存のＵＬ－ＤＬ関連付けを維持する
一方で、ＵＬ送信を提供するために用いることができる。
【００８９】
　ＵＬ－ＤＬ構成０に基づく別の例は、次のように示される。ＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ構成０
は、５ｍｓ周期および無線フレームにおける６つのＵＬサブフレーム割り当てを有する。
従って、ＤＬからＵＬへの変換は可能でない。ＵＬ－ＤＬ構成０がデフォルトＵＬ－ＤＬ
構成である場合、動的なＵＬ－ＤＬ再構成を用いて構成された（例として、リリース１１
仕様およびそれ以降に従って動作する）ＵＥに関して、第２の参照ＵＬ－ＤＬ構成は、デ
フォルトＵＬ－ＤＬ構成０とすることができる。ＵＬからＤＬへの１つのサブフレーム変
換が許可される場合、許可された動的なＵＬ－ＤＬ再構成範囲は、ＵＬ－ＤＬ構成０とＵ
Ｌ－ＤＬ構成６との間であり、第１の参照ＵＬ－ＤＬ構成は、構成６とすることができる
。ＵＬからＤＬへの２つのサブフレーム変換が許可される場合、許可された動的なＵＬ－
ＤＬ再構成範囲は、ＵＬ－ＤＬ構成０とＵＬ－ＤＬ構成１との間であり、第１の参照ＵＬ
－ＤＬ構成は、構成１とすることができる。ＵＬからＤＬへの３つか４つのサブフレーム
変換が許可される場合、許可された動的なＵＬ－ＤＬ再構成範囲は、ＵＬ－ＤＬ構成０と
ＵＬ－ＤＬ構成２との間であり、第１の参照ＵＬ－ＤＬ構成は、構成２とすることができ
る。
【００９０】
　動的なＵＬ－ＤＬ再構成を用いて、ｅＮＢは、レガシーＵＥにいくつかのスケジューリ
ング制限を適用する。ＵＬからＤＬへの１つのサブフレーム変換を用いて、サブフレーム
９が変換される。ｅＮＢは、サブフレーム９にＰＵＳＣＨをスケジュールせず、サブフレ
ーム９でのＰＤＳＣＨ　ＨＡＲＱ－ＡＣＫレポーティングを防ぐために、サブフレーム５
上でのレガシーＵＥのためのＰＤＳＣＨ割り当てを回避する。ＵＬからＤＬへの２つのサ
ブフレーム変換を用いて、サブフレーム４および９が変換される。ｅＮＢは、サブフレー
ム４および９にＰＵＳＣＨをスケジュールせず、サブフレーム０および５上でのレガシー
ＵＥのためのＰＤＳＣＨ割り当てを回避する。ＵＬからＤＬへの３つのサブフレーム変換
を用いて、サブフレーム４、８および９が変換される。ｅＮＢは、サブフレーム４、８お
よび９にＰＵＳＣＨをスケジュールせず、サブフレーム０および５上でのレガシーＵＥの
ためのＰＤＳＣＨ割り当てを回避する。ＵＬからＤＬへの４つのサブフレーム変換を用い
て、サブフレーム３、４、８および９が変換される。ｅＮＢは、サブフレーム３、４、８
および９にＰＵＳＣＨをスケジュールせず、サブフレーム０および５上でのレガシーＵＥ
のためのＰＤＳＣＨ割り当てを回避する。
【００９１】
　ＵＬ－ＤＬ構成１に基づく別の例は、次のように示される。ＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ構成１
は、５ｍｓ周期および無線フレームにおける４つのＵＬ割り当てを有する。従って、ＤＬ
からＵＬおよびＵＬからＤＬへの両方のサブフレーム変換が可能である。ＵＬ－ＤＬ構成
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１がデフォルトＵＬ－ＤＬ構成である場合、動的なＵＬ－ＤＬ再構成を用いて構成された
（例として、リリース１１仕様およびそれ以降に従って動作する）ＵＥに関して、参照Ｕ
Ｌ－ＤＬ構成は、許可された動的なＵＬ－ＤＬ再構成範囲に基づいて確定される。
【００９２】
　ＤＬからＵＬへのサブフレーム変換が許可されず、ＵＬからＤＬへのサブフレーム変換
だけが許可される場合、許可された動的なＵＬ－ＤＬ再構成範囲は、ＵＬ－ＤＬ構成１と
ＵＬ－ＤＬ構成２との間であり、第１の参照ＵＬ－ＤＬ構成は、ＵＬ－ＤＬ構成２とし、
第２の参照ＵＬ－ＤＬ構成は、ＵＬ－ＤＬ構成１とすることができる。
【００９３】
　ＵＬからＤＬへのサブフレーム変換が許可されず、ＤＬからＵＬへの１つだけのサブフ
レーム変換が許可される場合、許可された動的なＵＬ－ＤＬ再構成範囲は、ＵＬ－ＤＬ構
成１とＵＬ－ＤＬ構成６との間であり、第１の参照ＵＬ－ＤＬ構成は、ＵＬ－ＤＬ構成１
とし、第２の参照ＵＬ－ＤＬ構成は、ＵＬ－ＤＬ構成６とすることができる。
【００９４】
　ＵＬからＤＬへのサブフレーム変換およびＤＬからＵＬへの１つだけのサブフレーム変
換が許可される場合、許可された動的なＵＬ－ＤＬ再構成範囲は、ＵＬ－ＤＬ構成２とＵ
Ｌ－ＤＬ構成６との間であり、第１の参照ＵＬ－ＤＬ構成は、ＵＬ－ＤＬ構成２とし、第
２の参照ＵＬ－ＤＬ構成は、ＵＬ－ＤＬ構成６とすることができる。ＵＬからＤＬへのサ
ブフレーム変換およびＤＬからＵＬへの２つのサブフレーム変換が許可される場合、許可
された動的なＵＬ－ＤＬ再構成範囲は、ＵＬ－ＤＬ構成２とＵＬ－ＤＬ構成０との間であ
り、第１の参照ＵＬ－ＤＬ構成は、ＵＬ－ＤＬ構成２とし、第２の参照ＵＬ－ＤＬ構成は
、ＵＬ－ＤＬ構成０とすることができる。
【００９５】
　動的なＵＬ－ＤＬ再構成を用いて、ｅＮＢは、レガシーＵＥにいくつかのスケジューリ
ング制限を適用する。ＵＬからＤＬへの１つのサブフレーム変換を用いて、サブフレーム
８が変換される。ｅＮＢは、サブフレーム８にＰＵＳＣＨをスケジュールせず、サブフレ
ーム８上でのＰＤＳＣＨ　ＨＡＲＱ－ＡＣＫレポーティングを防ぐために、レガシーＵＥ
のためのサブフレーム４上でのＰＤＳＣＨ割り当てを回避する。ＵＬからＤＬへの２つの
サブフレーム変換を用いて、サブフレーム３および８が変換される。ｅＮＢは、サブフレ
ーム３および８にＰＵＳＣＨをスケジュールせず、サブフレーム４および９上でのＰＤＳ
ＣＨ割り当てを回避する。
【００９６】
　ＤＬからＵＬへの１つのサブフレーム変換を用いて、サブフレーム４が変換される。従
って、サブフレーム４上にＰＤＳＣＨは生じない。サブフレーム４でレギュラーＵＬサブ
フレームが用いられる場合、ｅＮＢは、サブフレーム８でのＰＵＳＣＨスケジューリング
を回避する。変換されたサブフレーム４にスペシャルサブフレーム・タイプ２が用いられ
る場合、レガシーＵＥのためにサブフレーム８でのＰＵＳＣＨスケジューリングが可能で
ある。
【００９７】
　ＤＬからＵＬへの２つの変換を用いて、サブフレーム４および９が変換される。従って
、サブフレーム４および９上にＰＤＳＣＨは生じない。レギュラーＵＬサブフレームが用
いられる場合、ｅＮＢは、サブフレーム３および８でのＰＵＳＣＨスケジューリングを回
避する。変換されたサブフレームにスペシャルサブフレーム・タイプ２が用いられる場合
、サブフレーム３および８でのＰＵＳＣＨスケジューリングが可能である。
【００９８】
　ＵＬ－ＤＬ構成６に基づく別の例は、次のように示される。ＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ構成６
は、５ｍｓ周期および無線フレームにおける５つのＵＬサブフレーム割り当てを有する。
従って、ＤＬからＵＬおよびＵＬからＤＬへの両方のサブフレーム変換が可能である。Ｕ
Ｌ－ＤＬ構成６がデフォルトＵＬ－ＤＬ構成である場合、動的なＵＬ－ＤＬ再構成を用い
て構成された（例として、リリース１１仕様およびそれ以降に従って動作する）ＵＥに関
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して、参照ＵＬ－ＤＬ構成は、許可された動的なＵＬ－ＤＬ再構成範囲に基づいて確定さ
れる。
【００９９】
　ＤＬからＵＬへの変換が許可されず、ＵＬからＤＬへの１つだけのサブフレーム変換が
許可される場合、許可された動的なＵＬ－ＤＬ再構成範囲は、ＵＬ－ＤＬ構成６とＵＬ－
ＤＬ構成１との間であり、第１の参照ＵＬ－ＤＬ構成は、構成１とし、第２の参照ＵＬ－
ＤＬ構成は、ＵＬ－ＤＬ構成６とすることができる。ＤＬからＵＬへのサブフレーム変換
が許可されず、ＵＬからＤＬへの２つか３つのサブフレーム変換が許可される場合、許可
された動的なＵＬ－ＤＬ再構成範囲は、ＵＬ－ＤＬ構成６とＵＬ－ＤＬ構成２との間であ
り、第１の参照ＵＬ－ＤＬ構成は、ＵＬ－ＤＬ構成２とし、第２の参照ＵＬ－ＤＬ構成は
、ＵＬ－ＤＬ構成６とすることができる。
【０１００】
　ＵＬからＤＬへのサブフレーム変換が許可されず、ＤＬからＵＬへのサブフレーム変換
だけが許可される場合、許可された動的なＵＬ－ＤＬ再構成範囲は、ＵＬ－ＤＬ構成６と
ＵＬ－ＤＬ構成０との間であり、第１の参照ＵＬ－ＤＬ構成は、ＵＬ－ＤＬ構成６とし、
第２の参照ＵＬ－ＤＬ構成は、ＵＬ－ＤＬ構成０とすることができる。ＵＬからＤＬへの
１つのサブフレーム変換およびＤＬからＵＬへのサブフレーム変換が許可される場合、許
可された動的なＵＬ－ＤＬ再構成範囲は、ＵＬ－ＤＬ構成１とＵＬ－ＤＬ構成０との間で
あり、第１の参照ＵＬ－ＤＬ構成は、ＵＬ－ＤＬ構成１とし、第２の参照ＵＬ－ＤＬ構成
は、ＵＬ－ＤＬ構成０とすることができる。
【０１０１】
　ＵＬからＤＬへの２つか３つのサブフレーム変換およびＤＬからＵＬへのサブフレーム
変換が許可される場合、許可された動的なＵＬ－ＤＬ再構成範囲は、ＵＬ－ＤＬ構成２と
ＵＬ－ＤＬ構成０との間であり、第１の参照ＵＬ－ＤＬ構成は、ＵＬ－ＤＬ構成２とし、
第２の参照ＵＬ－ＤＬ構成は、ＵＬ－ＤＬ構成０とすることができる。
【０１０２】
　動的なＵＬ－ＤＬ再構成を用いて、ｅＮＢは、レガシーＵＥにいくつかのスケジューリ
ング制限を適用する。ＵＬからＤＬへの１つのサブフレーム変換を用いて、サブフレーム
４が変換される。ｅＮＢは、サブフレーム４にＰＵＳＣＨをスケジュールせず、サブフレ
ーム８上でのＰＤＳＣＨ　ＨＡＲＱ－ＡＣＫレポーティングを防ぐために、レガシーＵＥ
のためのサブフレーム９上でのＰＤＳＣＨ割り当てを回避する。ＵＬからＤＬへの２つの
サブフレーム変換を用いて、サブフレーム４および８が変換される。ｅＮＢは、サブフレ
ーム４および８にＰＵＳＣＨをスケジュールせず、サブフレーム９および１上でのＰＤＳ
ＣＨ割り当てを回避する。ＵＬからＤＬへの３つのサブフレーム変換を用いて、サブフレ
ーム３、４および８が変換される。ｅＮＢは、サブフレーム３、４および８にＰＵＳＣＨ
をスケジュールせず、サブフレーム６，９および１上でのＰＤＳＣＨ割り当てを回避する
。ＤＬからＵＬへの１つのサブフレーム変換を用いて、サブフレーム９が変換される。従
って、サブフレーム９上にＰＤＳＣＨは生じない。レギュラーＵＬサブフレームが用いら
れる場合、ｅＮＢは、サブフレーム４でのレガシーＵＥのためのＰＵＳＣＨスケジューリ
ングを回避する。変換されたサブフレームにスペシャルサブフレーム・タイプ２が用いら
れる場合、サブフレーム４でのＰＵＳＣＨスケジューリングが可能である。
【０１０３】
　クロスサブフレームＰＤＳＣＨスケジューリングを用いた動的なＵＬ－ＤＬサブフレー
ム変換に関するさらなる詳細が以下に示される。本明細書に記載されるシステムおよび方
法は、物理レイヤ・シグナリングによって動的なＤＬからＵＬへのサブフレーム変換を可
能にする。ネットワーク（例えば、ｅＮＢ）は、デフォルトＵＬ－ＤＬ構成と同じＰＤＳ
ＣＨ　ＨＡＲＱ－ＡＣＫ、ＰＵＳＣＨスケジューリングおよびＰＵＳＣＨ　ＨＡＲＱ－Ａ
ＣＫタイミングを維持できる。しかしながら、本明細書に記載されるシステムおよび方法
に従って、追加のＰＨＹシグナリングを用いることもできる。ｅＮＢがＤＬサブフレーム
にＰＵＳＣＨ送信をスケジュールする場合、ＤＬサブフレームは、ＵＬサブフレームか、



(24) JP 6132844 B2 2017.5.24

10

20

30

40

50

またはスペシャルサブフレーム・タイプ２へ変換される。本明細書に開示されるシステム
および方法は、ＵＬからＤＬへのサブフレーム変換も可能にする。
【０１０４】
　リリース８、９および１０仕様では、ＵＬサブフレームのＰＵＳＣＨスケジューリング
は、定義されたスケジューリングＤＬサブフレームと関連付けられる（例えば、ＰＵＳＣ
Ｈは、ＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ構成に基づいて規定された距離を用いてクロスサブフレームの
仕方でスケジュールされる）。この距離は、４ｍｓ以上である。新しいスケジューリング
ＤＬサブフレームが対象サブフレームにＰＵＳＣＨ送信をスケジュールする場合、対象Ｄ
Ｌサブフレームは、ＵＬサブフレームか、またはスペシャルサブフレーム・タイプ２へ変
換される。
【０１０５】
　リリース１１では、異なるサブフレームでのＰＵＳＣＨスケジューリングのために、ク
ロスサブフレームまたはクロスＴＴＩスケジューリングがサポートされる。従って、ＤＬ
からＵＬへのサブフレーム変換のための追加のＰＨＹレイヤ・シグナリングにより、クロ
スサブフレームまたはクロスＴＴＩ　ＰＵＳＣＨスケジューリングを用いて、ＤＬからＵ
Ｌへの変換を行うことができる。クロスキャリアＰＵＳＣＨスケジューリングを用いると
、スケジューリングＤＬサブフレームと、変換対象となるＤＬサブフレームとの間の距離
は、４ｍｓ以上であってもよい。これは、より多くのフレキシビリティを提供する。その
うえ、リリース１１におけるクロスＴＴＩスケジューリングは、ＰＤＣＣＨ、または定義
されていれば、エンハンストＰＤＣＣＨ（ｅＰＤＣＣＨ）で行うことができる。クロスＴ
ＴＩスケジューリングは、ＰＤＣＣＨまたはｅＰＤＣＣＨに様々なサブフレーム・オフセ
ット値を適用することによって実現される。
【０１０６】
　リリース８、９および１０仕様では、ＰＤＳＣＨ送信のクロスＴＴＩスケジューリング
は許可されない。しかしながら、本明細書に開示されるシステムおよび方法は、（リリー
ス１１仕様に関して）ＵＬサブフレームをＤＬサブフレームへ動的に変換するためのさら
なる物理レイヤ・シグナリングを追加する。さらなるシグナリングは、ＰＤＳＣＨ送信の
ためのクロスサブフレームまたはクロスＴＴＩスケジューリングをサポートする（例えば
、スケジューリングＤＬサブフレームの後の別のサブフレームにＰＤＳＣＨ送信をスケジ
ュールするために、スケジューリングＤＬサブフレームにおけるＰＤＣＣＨが用いること
ができる）。クロスＴＴＩスケジューリングは、リリース１１仕様およびそれ以降のＰＤ
ＣＣＨまたはｅＰＤＣＣＨによってサポートされる。
【０１０７】
　ＵＬサブフレームは、ＰＵＳＣＨスケジューリングのためのスケジューリングＤＬサブ
フレームと既に関連付けられているので、ＵＬサブフレームをＤＬサブフレームへ変換す
るためのスケジューリング・サブフレームとして、同じスケジューリング・サブフレーム
を用いることができる。ＰＵＳＣＨが何もクロスＴＴＩでスケジュールされていない場合
、ＵＬサブフレームにおけるＰＤＳＣＨのためのスケジューリング・サブフレームのＰＤ
ＣＣＨによってＰＤＳＣＨをスケジュールし、ＵＬサブフレームをＤＬサブフレームへ変
換してもよい。そのうえ、所与のＵＬサブフレームの前の他のＤＬサブフレームも、所与
のＵＬサブフレーム上にクロスサブフレームＰＤＳＣＨをスケジュールして、それをＤＬ
サブフレームへ変換するために、スケジューリング・サブフレームとして用いることがで
きる。クロスＴＴＩスケジューリングは、ＰＤＣＣＨまたはｅＰＤＣＣＨに異なるサブフ
レーム・オフセット値を適用することによって実現される。
【０１０８】
　しかしながら、ＵＬサブフレームがＤＬサブフレームへ変換される場合、ｅＮＢは、Ｐ
ＵＳＣＨ　ＨＡＲＱ－ＡＣＫのために所与のＵＬサブフレームと関連付けられているＤＬ
サブフレーム上にＰＤＳＣＨをスケジュールすることはできない。それゆえに、上記のよ
うに本明細書に開示されるシステムおよび方法に従ってＰＨＹレイヤ・シグナリングをよ
り良好に用いるためにいくつかのタイミング変更が導入される。
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【０１０９】
　（スペシャルサブフレーム・タイプ２を用いた）いくつかの物理（ＰＨＹ）レイヤＵＬ
－ＤＬ再構成の考察が以下に詳述される。リアルタイムのトラフィック負荷変動を考慮す
ると、よりフレキシブルな時間領域ＵＬ－ＤＬ再構成の方が、トラフィック変動特性に追
随するであろう。このように、システム情報変更手順に加えて、ＰＨＹレイヤ再構成がサ
ポートされる。ＰＨＹレイヤ手順は、大部分の一時的なトラフィック負荷変動に対処する
。システム情報変更手順は、トラフィック変化が極めて著しく、ＰＨＹレイヤ手順がその
変化を取り扱うことができないときにだけ用いられる。
【０１１０】
　動的なＵＬ－ＤＬ再構成は、ＰＨＹレイヤ・シグナリングを用いた迅速なサブフレーム
変換を提供する。ＰＨＹシグナリングは、ＵＬ－ＤＬ関連付けの既存のシグナリングの拡
張なので、レガシーＵＥのために後方互換性を維持できる。結果として、現行のＵＬ－Ｄ
Ｌ関連付けが変更されることはなく、動的なＵＬ－ＤＬ再構成は、追加のフレキシビリテ
ィおよび機能をリリース１１　ＵＥへ提供する。
【０１１１】
　ｅＮＢは、チャネルリソースおよびＵＥの振舞いを完全に制御する。異なる制御情報を
運ぶために、いくつかの下りリンク制御情報（ＤＣＩ：ｄｏｗｎｌｉｎｋ　ｃｏｎｔｒｏ
ｌ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）フォーマットが規定されている。例えば、ＤＣＩフォーマ
ット０は、物理上りリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）のスケジューリングに用いられる
。ＤＣＩフォーマット１は、物理下りリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）符号語のスケジ
ューリングに用いられる。そのうえ、ＤＣＩフォーマット３は、電力調整の２ビットを用
いた物理上りリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）および物理上りリンク共有チャネル（Ｐ
ＵＳＣＨ）に関する送信電力制御（ＴＰＣ：ｔｒａｎｓｍｉｔ　ｐｏｗｅｒ　ｃｏｎｔｒ
ｏｌ）コマンドの送信に用いられる。
【０１１２】
　ＬＴＥ－ＴＤＤにおけるＵＬサブフレームでは、ＰＵＣＣＨおよび／またはＰＵＳＣＨ
送信をスケジュールしたＵＥだけがチャネル上で送信できる。他のＵＥは、チャネルを感
知しない。下りリンクデータ送信に関して、ＰＵＳＣＨは、同じサブフレームのＰＤＣＣ
Ｈによってのみスケジュールされる。それゆえに、ＰＨＹレイヤでＵＬサブフレームをＤ
Ｌサブフレームへ動的に変更することは、既存のＰＨＹレイヤ・シグナリングでは実行で
きない。
【０１１３】
　ＤＬサブフレームでは、ＵＥは、物理下りリンク制御チャンネル（ＰＤＣＣＨ）をモニ
タして、ＰＤＣＣＨを復号しようとするであろう。標準ＤＬサブフレームにＰＵＳＣＨ送
信を割り当てるために、ＰＨＹレイヤ手順をＰＤＣＣＨによって拡張することができる。
かかるＰＤＣＣＨコマンドは、リリース１０およびそれ以前のＴＤＤシステムではエラー
として扱われる。
【０１１４】
　拡張されたＰＨＹレイヤ・シグナリングは、ＤＬサブフレームを動的に変換して、ＵＬ
　ＰＵＳＣＨ送信を可能にするために用いられる。従って、ＤＬからＵＬへのサブフレー
ム変換は、ＰＨＹレイヤ・シグナリングによって動的に制御される。すべてのレガシーＵ
Ｅ（例えば、３ＧＰＰリリース８、９および／または１０に準拠するＵＥ）は、このサブ
フレームを依然としてＤＬサブフレームとして指定し、ＰＤＣＣＨを探してそのサブフレ
ームをモニタする。ＰＤＣＣＨが存在しない場合、これらのＵＥは、所与のサブフレーム
での不連続送信（ＤＴＸ）を仮定する。動的なサブフレーム変換をサポートする他のＵＥ
は、所与のサブフレームをＰＨＹレイヤ・シグナリングに続くＵＬサブフレームとして用
いることができる。
【０１１５】
　動的なＵＬおよびＤＬ再構成（例えば、変換）を適用するときに、（例えば、以前の３
ＧＰＰリリースによる）すべての既存のＵＬ－ＤＬ関連付けを維持することが望ましい。
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本明細書に開示されるシステムおよび方法は、一時的および／または部分的なＤＬからＵ
Ｌへの変換のために現行仕様のスペシャルサブフレームを拡張する。本明細書に開示され
るスペシャルサブフレーム拡張または新しいスペシャルサブフレームは、「スペシャルサ
ブフレーム・タイプ２」または「Ｓ２」と呼ばれる。加えて、または代わりに、新しいス
ペシャルサブフレームまたはスペシャルサブフレーム・タイプ２は、ハイブリッドサブフ
レーム、フレキシブルサブフレーム、拡張可能なスペシャルサブフレームなどと呼ばれる
こともある。スペシャルサブフレーム・タイプ２に関するさらなる詳細は、図６に関連し
て以下に示される。
【０１１６】
　次に、図面を参照して様々な構成が記載される。図面中、同様の参照番号は機能的に類
似した要素を示す。本明細書において図面に一般的に記載され、説明されるシステムおよ
び方法は、多種多様に異なる構成に配置され、設計されてもよい。従って、図面に表現さ
れるようないくつかの構成の以下のさらに詳細な記載は、特許請求の範囲を限定するもの
ではなく、システムおよび方法を単に代表するに過ぎない。
【０１１７】
　図１は、上りリンクおよび下りリンク割り当てを再構成するためのシステムおよび方法
が実装される、ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｎｏｄｅ　Ｂ（ｅＮＢ）１６０および１つ以上の端末装
置（ＵＥ）１０２の一構成を示すブロック・ダイアグラムである。留意すべきは、本明細
書では、便宜上、語句「上りリンクおよび下りリンク」が「上りリンク下りリンク」また
は「ＵＬ－ＤＬ」と呼ばれることである。１つ以上のＵＥ１０２は、１つ以上のアンテナ
１２２ａ～ｂを用いてｅｖｏｌｖｅｄ　Ｎｏｄｅ　Ｂ（ｅＮＢ）１６０と通信する。例え
ば、ＵＥ１０２は、１つ以上のアンテナ１２２ａ～ｂを用いてｅＮＢ１６０へ電磁信号を
送信し、ｅＮＢ１６０から電磁信号を受信する。ｅＮＢ１６０は、１つ以上のアンテナ１
８０ａ～ｂを用いてＵＥ１０２と通信する。留意すべきは、ｅＮＢ１６０が、いくつかの
実装ではＮｏｄｅ　Ｂ、ｈｏｍｅ　ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｎｏｄｅ　Ｂ（ＨｅＮＢ）または他
の種類の基地局であってもよいことである。
【０１１８】
　ＵＥ１０２およびｅＮＢ１６０は、相互に通信するために１つ以上のチャネル１１９、
１２１を用いる。例えば、ＵＥ１０２は、１つ以上のＵＬチャネル１２１を用いてｅＮＢ
１６０へ情報またはデータを送信する。ＵＬチャネル１２１の例は、物理上りリンク制御
チャネル（ＰＵＣＣＨ）および物理上りリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）などを含む。
ｅＮＢ１６０も、例として、１つ以上の下りリンク・チャネル１１９を用いて１つ以上の
ＵＥ１０２へ情報またはデータを送信する。下りリンク・チャネル１１９の例は、物理下
りリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）、物理下りリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）など
を含む。他の種類のチャネルを用いてもよい。
【０１１９】
　１つ以上のＵＥ１０２のそれぞれは、１つ以上のトランシーバ１１８、１つ以上の復調
器１１４、１つ以上のデコーダ１０８、１つ以上のエンコーダ１５０、１つ以上の変調器
１５４およびＵＥ操作モジュール１２４を含む。例えば、ＵＥ１０２では１つ以上の受信
および／または送信経路が用いられる。便宜上、ＵＥ１０２では単一のトランシーバ１１
８、デコーダ１０８、復調器１１４、エンコーダ１５０および変調器１５４だけが示され
るが、実装によっては複数の並列要素（例えば、トランシーバ１１８、デコーダ１０８、
復調器１１４、エンコーダ１５０および変調器１５４）が用いられる。
【０１２０】
　トランシーバ１１８は、１つ以上の受信機１２０および１つ以上の送信機１５８を含む
。１つ以上の受信機１２０は、１つ以上のアンテナ１２２ａ～ｂを用いてｅＮＢ１６０か
ら信号を受信する。例えば、受信機１２０は、１つ以上の受信信号１１６を作り出すため
に、信号を受信してダウンコンバートする。１つ以上の受信信号１１６は、復調器１１４
に供給される。１つ以上の送信機１５８は、１つ以上のアンテナ１２２ａ～ｂを用いてｅ
ＮＢ１６０へ信号を送信する。例えば、１つ以上の送信機１５８は、１つ以上の変調信号
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１５６をアップコンバートして送信する。
【０１２１】
　復調器１１４は、１つ以上の復調信号１１２を作り出すために、１つ以上の受信信号１
１６を復調する。１つ以上の復調信号１１２は、デコーダ１０８に供給される。ＵＥ１０
２は、信号を復号するためにデコーダ１０８を用いる。デコーダ１０８は、１つ以上の復
号信号１１０ａ～ｂを作り出す。例えば、第１のＵＥ復号信号１１０ａは、受信したペイ
ロード・データ１０４を備える。第２のＵＥ復号信号１１０ｂは、オーバーヘッド・デー
タおよび／または制御データを備える。例えば、第２のＵＥ復号信号１１０ｂは、１つ以
上の操作を行うためにＵＥ操作モジュール１２４が用いるデータを供給する。
【０１２２】
　本明細書では、用語「モジュール」は、特定の要素またはコンポーネントが、ハードウ
ェア、ソフトウェアあるいはハードウェアおよびソフトウェアの組み合わせで実装される
ことを意味する。例えば、ＵＥ操作モジュール１２４は、ハードウェア、ソフトウェアま
たはハードウェアおよびソフトウェアの両方の組み合わせで実装される。
【０１２３】
　一般に、ＵＥ操作モジュール１２４は、ＵＥ１０２がｅＮＢ１６０と通信することを可
能にする。ＵＥ操作モジュール１２４は、ＵＥ　ＵＬ－ＤＬ再構成モジュール１３２およ
びスケジュール１０６を含む。ＵＥ　ＵＬ－ＤＬ再構成モジュール１３２は、通信構成Ｂ
１４８ｂ、スペシャルサブフレーム・タイプ２構造１３０ｂ、１つ以上の変換可能な領域
１０７、動的なＵＬ－ＤＬ再構成範囲１９６、参照（図１では便宜上「Ｒｅｆ．」と略記
）ＵＬ－ＤＬ構成Ａ１３９ａおよび参照ＵＬ－ＤＬ構成Ｂ１３９ｂの１つ以上を含む。
【０１２４】
　ＵＥ　ＵＬ－ＤＬ再構成モジュール１３２は、（ＵＥ１０２のために）ＵＬ－ＤＬ割り
当てを再構成する。例えば、ｅＮＢ１６０は、サブフレームを含むフレーム構造を用いて
ＵＥ１０２と通信する。構成Ｂ１４８ｂは、用いるサブフレーム（例えば、ＵＬサブフレ
ーム、ＤＬサブフレーム、標準スペシャルサブフレーム、スペシャルサブフレーム・タイ
プ２サブフレームなど）の数およびタイプを規定する。例えば、構成Ｂ１４８ｂは、３Ｇ
ＰＰリリース８～１０による上掲の表（１）に示されるような標準サブフレーム構成０～
６を含む。いくつかの実装において、構成Ｂ１４８ｂは、他の構成（例えば、過渡的な状
態または構成）を付加的に含むこともできる。ＵＥ１０２に含まれる構成Ｂ１４８ｂは、
ｅＮＢ１６０に含まれる構成Ａ１４８ａに対応する。構成１４８ａ～ｂに関するさらなる
詳細は、以下に示される。
【０１２５】
　１つ以上の変換可能な領域１０７は、変換可能なサブフレームの指定セットに関する情
報を含む。例えば、変換可能な領域（単数または複数）１０７は、上りリンクサブフレー
ムへの変換が許可されたＤＬサブフレーム、およびＤＬサブフレームへの変換が許可され
た上りリンクサブフレームを規定する。
【０１２６】
　いくつかの実装において、ＵＥ　ＵＬ－ＤＬ再構成モジュール１３２は、ＤＬサブフレ
ームをスペシャルサブフレーム・タイプ２へ変換するためにスペシャルサブフレーム・タ
イプ２構造Ｂ１３０ｂを用いる。例えば、スペシャルサブフレーム・タイプ２構造Ｂ１３
０ｂは、ある状況においてスペシャルサブフレーム・タイプ２の構造を規定する。例とし
て、スペシャルサブフレーム・タイプ２の構造は、関連付けが対象ＤＬサブフレーム（例
えば、変換されることになるＤＬサブフレーム）に対応するかどうかによって、対象ＤＬ
サブフレームのすぐ前にＵＬまたはＤＬサブフレームが来るかどうかによって、および／
または、スペシャルサブフレーム・タイプ２に含まれる（または含まれない）ＰＤＣＣＨ
の長さによって変化しうる。
【０１２７】
　リリース１１　ＵＥ１０２に関して、ＰＤＳＣＨ　ＨＡＲＱ－ＡＣＫタイミングは、参
照ＵＬ－ＤＬ構成Ａ１３９ａに基づき、一方でＰＵＳＣＨスケジューリングおよびＰＵＳ
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ＣＨ　ＨＡＲＱ－ＡＣＫタイミングは、参照ＵＬ－ＤＬ構成Ｂ１３９ｂに基づく。例えば
、ＰＤＳＣＨ　ＨＡＲＱ－ＡＣＫ構成は、許可された動的なＵＬ－ＤＬ再構成範囲１９６
内で最小数のＵＬサブフレームをもつ参照ＵＬ－ＤＬ構成Ａ１３９ａに従う。参照ＵＬ－
ＤＬ構成Ａ１３９ａは、デフォルトＵＬ－ＤＬ構成と同じであってもなくてもよい。
【０１２８】
　ＰＵＳＣＨスケジューリングおよびＰＵＳＣＨ　ＨＡＲＱ－ＡＣＫタイミングは、許可
された動的なＵＬ－ＤＬ再構成範囲１９６内で最大数のＵＬサブフレームをもつ参照ＵＬ
－ＤＬ構成Ｂ１３９ｂに従う。参照ＵＬ－ＤＬ構成Ｂ１３９ｂは、デフォルトＵＬ－ＤＬ
構成と同じであってもなくてもよい。
【０１２９】
　許可されたＵＬ－ＤＬ切り替えを伴うサブフレーム（例えば、１つ以上の変換可能な領
域１０７におけるサブフレーム）に関して、本明細書では動的なＵＬ－ＤＬ再構成が利用
されるときのシグナリングおよびＵＥ１０２の振舞いに係わるシステムおよび方法が提供
される。例えば、ＵＥ　ＵＬ－ＤＬ再構成モジュール１３２は、１つ以上の変換可能な領
域１０７における１つ以上のサブフレームの方向（例えば、ＵＬまたはＤＬ）を再構成す
る（例えば、切り替える）べきかどうかを判定する。この判定は、（構成Ｂ１４８ｂから
の）デフォルト構成、およびサブフレームがＵＬまたはＤＬサブフレームであるべきかど
うかを規定するスケジュール１０６に基づいて行われる。手法の一例は、図５に関連して
以下に記載される。
【０１３０】
　上記のように、ＰＤＳＣＨおよびＰＵＳＣＨタイミング関連付けは、別個の参照ＵＬ－
ＤＬ構成（例えば、参照ＵＬ－ＤＬ構成Ａ１３９ａおよび参照ＵＬ－ＤＬ構成Ｂ１３９ｂ
）に基づく。例えば、ＵＥ１０２およびｅＮＢ１６０は、（システム情報変更を必要とす
るリリース８、９および１０仕様におけるようなＵＬ－ＤＬ再構成に加えて）トラフィッ
ク適応に基づく動的なＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ再構成を可能にするように構成される。例とし
て、ＵＥ１０２は、参照ＵＬ－ＤＬ構成Ａ１３９ａをＰＤＳＣＨ　ＨＡＲＱ－ＡＣＫ関連
付けに、参照ＵＬ－ＤＬ構成Ｂ１３９ｂをＰＵＳＣＨスケジューリングおよびＰＵＳＣＨ
　ＨＡＲＱ－ＡＣＫ関連付けに利用することができ、一方でＵＥ１０２は、デフォルトＵ
Ｌ－ＤＬ構成を認識している。ＰＤＳＣＨ　ＨＡＲＱ－ＡＣＫ関連付けのための参照ＵＬ
－ＤＬ構成Ａ１３９ａと、ＰＵＳＣＨスケジューリングおよびＰＵＳＣＨ　ＨＡＲＱ－Ａ
ＣＫ関連付けのための参照ＵＬ－ＤＬ構成Ｂ１３９ｂとは、同じであってもなくてもよい
。留意すべきは、ｅＮＢ１６０がＵＥ１０２へデフォルトＵＬ－ＤＬ構成をシグナリング
できることである。
【０１３１】
　いくつかの実装において、いずれの参照ＵＬ－ＤＬ構成１３９ａ～ｂが利用されるかは
、ｅＮＢ１６０からのＲＲＣシグナリングによって明示的に示されて（例えば、定義され
て）もよく、あるいは、他の情報から（例えば、許可された動的なＵＬ－ＤＬ再構成範囲
１９６から）暗黙的に導出されてもよい。参照ＵＬ－ＤＬ構成Ａ～Ｂ１３９ａ～ｂがＲＲ
Ｃシグナリングによって示される場合、許可された動的なＵＬ－ＤＬ再構成範囲１９６は
、ＵＥ１０２またはｅＮＢ１６０によってシグナリングを用いて識別される必要はない。
この場合、許可された動的なＵＬ－ＤＬ再構成範囲１９６は、デフォルトＵＬ－ＤＬ構成
および参照ＵＬ－ＤＬ構成１３９ａ～ｂから導出される。参照ＵＬ－ＤＬ構成１３９ａ～
ｂは、セル固有またはＵＥ固有のＵＬ－ＤＬ構成であってもよい。
【０１３２】
　いくつかの実装において、許可された動的なＵＬ－ＤＬ再構成範囲１９６は、ｅＮＢ１
６０によって（例えば、ＲＲＣシグナリングを用いて）提供される。許可された動的なＵ
Ｌ－ＤＬ再構成範囲１９６は、セル固有またはＵＥ固有のＵＬ－ＤＬ構成であってもよい
。
【０１３３】
　動的なＵＬ－ＤＬ再構成範囲１９６は、３ＧＰＰ仕様に示される７つの標準ＵＬ－ＤＬ
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構成１４８と関連して定義される。動的なＵＬ－ＤＬ再構成範囲１９６は、デフォルトＵ
Ｌ－ＤＬ構成から許可されたＵＬおよび／またはＤＬサブフレーム変換の数によっても定
義される。加えて、または代わりに、動的なＵＬ－ＤＬ再構成範囲１９６は、ｅＮＢ１６
０からのＲＲＣシグナリングによりＰＤＳＣＨ　ＨＡＲＱ－ＡＣＫのための参照ＵＬ－Ｄ
Ｌ構成Ａ１３９ａならびにＰＵＳＣＨスケジューリングおよびＨＡＲＱ－ＡＣＫのための
参照ＵＬ－ＤＬ構成Ｂ１３９ｂによって定義される。
【０１３４】
　ＵＥ操作モジュール１２４は、１つ以上の受信機１２０に情報１８４を提供する。例え
ば、ＵＥ操作モジュール１２４は、現在のＵＬ－ＤＬ構成１４８ｂおよび／またはスケジ
ュール１０６に基づいて、送信をいつ受信すべきか、あるいはいつすべきでないかを受信
機（単数または複数）１２０に通知する。
【０１３５】
　ＵＥ操作モジュール１２４は、復調器１１４に情報１３８を提供する。例えば、ＵＥ操
作モジュール１２４は、ｅＮＢ１６０からの送信に予想される変調パターンを復調器１１
４に通知する。いくつかの実装において、これは、現在のＵＬ－ＤＬ構成１４８ｂおよび
／またはスケジュール１０６に基づく。
【０１３６】
　ＵＥ操作モジュール１２４は、デコーダ１０８に情報１３６を提供する。例えば、ＵＥ
操作モジュール１２４は、ｅＮＢ１６０からの送信に予想される符号化法をデコーダ１０
８に通知する。いくつかの実装において、これは、現在のＵＬ－ＤＬ構成１４８ｂおよび
／またはスケジュール１０６に基づく。
【０１３７】
　ＵＥ操作モジュール１２４は、エンコーダ１５０に情報１４２を提供する。情報１４２
は、符号化すべきデータおよび／または符号化に関する命令を含む。例えば、ＵＥ操作モ
ジュール１２４は、現在のＵＬ－ＤＬ構成１４８ｂおよび／またはスケジュール１０６に
基づいて、送信データ１４６および／または制御情報１４２を符号化するようにエンコー
ダ１５０に命令する。
【０１３８】
　エンコーダ１５０は、送信データ１４６および／またはＵＥ操作モジュール１２４によ
って供給された他の情報１４２を符号化する。例えば、データ１４６および／または他の
情報１４２の符号化は、誤り検出および／または訂正符号化、送信のための空間、時間お
よび／または周波数リソースへのデータのマッピング、多重化などを伴う。いくつかの実
装において、これは、現在のＵＬ－ＤＬ構成１４８ｂおよび／またはスケジュール１０６
に基づく。エンコーダ１５０は、符号化されたデータ１５２を変調器１５４へ供給する。
【０１３９】
　ＵＥ操作モジュール１２４は、変調器１５４に情報１４４を提供する。例えば、ＵＥ操
作モジュール１２４は、ｅＮＢ１６０への送信に用いるべき変調型（例えば、コンステレ
ーション・マッピング）を変調器１５４に通知する。いくつかの実装において、これは、
現在のＵＬ－ＤＬ構成１４８ｂおよび／またはスケジュール１０６に基づく。変調器１５
４は、１つ以上の送信機１５８に１つ以上の変調信号１５６を供給するために符号化デー
タ１５２を変調する。
【０１４０】
　ＵＥ操作モジュール１２４は、１つ以上の送信機１５８に情報１４０を提供する。この
情報１４０は、１つ以上の送信機１５８に対する命令を含む。例えば、ＵＥ操作モジュー
ル１２４は、信号をｅＮＢ１６０へいつ送信すべきかを１つ以上の送信機１５８に命令す
る。いくつかの実装において、これは、現在のＵＬ－ＤＬ構成１４８ｂおよび／またはス
ケジュール１０６に基づく。例として、１つ以上の送信機１５８は、スペシャルサブフレ
ーム・タイプ２に変換されたＤＬサブフレームの間に送信する。１つ以上の送信機１５８
は、１つ以上のｅＮＢ１６０へ変調信号（単数または複数）１５６をアップコンバートし
て送信する。
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【０１４１】
　ｅＮＢ１６０は、１つ以上のトランシーバ１７６、１つ以上の復調器１７２、１つ以上
のデコーダ１６６、１つ以上のエンコーダ１０９、１つ以上の変調器１１３およびｅＮＢ
操作モジュール１８２を含む。例えば、ｅＮＢ１６０では１つ以上の受信および／または
送信経路が用いられる。便宜上、ｅＮＢ１６０では単一のトランシーバ１７６、デコーダ
１６６、復調器１７２、エンコーダ１０９および変調器１１３だけが示されるが、実装に
よっては複数の並列要素（例えば、トランシーバ１７６、デコーダ１６６、復調器１７２
、エンコーダ１０９および変調器１１３）が用いられる。
【０１４２】
　トランシーバ１７６は、１つ以上の受信機１７８および１つ以上の送信機１１７を含む
。１つ以上の受信機１７８は、１つ以上のアンテナ１８０ａ～ｂを用いてＵＥ１０２から
信号を受信する。例えば、受信機１７８は、１つ以上の受信信号１７４を作り出すために
、信号を受信してダウンコンバートする。１つ以上の受信信号１７４は、復調器１７２に
供給される。１つ以上の送信機１１７は、１つ以上のアンテナ１８０ａ～ｂを用いてＵＥ
１０２へ信号を送信する。例えば、１つ以上の送信機１１７は、１つ以上の変調信号１１
５をアップコンバートして送信する。
【０１４３】
　復調器１７２は、１つ以上の復調信号１７０を作り出すために１つ以上の受信信号１７
４を復調する。１つ以上の復調信号１７０は、デコーダ１６６に供給される。ｅＮＢ１６
０は、信号を復号するためにデコーダ１６６を用いる。デコーダ１６６は、１つ以上の復
号信号１６８ａ～ｂを作り出す。例えば、第１のｅＮＢ復号信号１６８ａは、受信したペ
イロード・データ１６２を備える。第２のｅＮＢ復号信号１６８ｂは、オーバーヘッド・
データおよび／または制御データを備える。例えば、第２のＵＥ復号信号１６８ｂは、１
つ以上の操作を行うためにｅＮＢ操作モジュール１８２が用いるデータを提供する。
【０１４４】
　ｅＮＢ操作モジュール１８２は、ｅＮＢ　ＵＬ－ＤＬ再構成モジュール１２８およびス
ケジューリング・モジュール１６４を含む。ｅＮＢ　ＵＬ－ＤＬ再構成モジュール１２８
は、サブフレーム割り当てを再構成する。例えば、ｅＮＢ　ＵＬ－ＤＬ再構成モジュール
１２８は、構成Ａ１４８ａの間で切り替える、および／または、通信のためにあるサブフ
レームを割り当てるか、または割り当て直す（例えば、追加するか、または削除する）。
【０１４５】
　ｅＮＢ　ＵＬ－ＤＬ再構成モジュール１２８は、１つ以上のレガシー制限１３４、１つ
以上の構成Ａ１４８ａ、シグナリング・モジュール１９４、（ネットワーク）トラフィッ
ク監視モジュール１２６、およびスペシャルサブフレーム・タイプ２構造Ａ１３０ａを含
む。構成Ａ１４８ａは、用いるサブフレーム（例えば、ＵＬサブフレーム、ＤＬサブフレ
ーム、標準スペシャルサブフレーム、スペシャルサブフレーム・タイプ２サブフレームな
ど）の数およびタイプを規定する。例えば、構成１４８は、３ＧＰＰリリース８～１０に
よる上掲の表（１）に示されるような標準サブフレーム構成０～６を含む。いくつかの実
装において、構成Ａ１４８ａは、他の構成を付加的に含むこともできる。ｅＮＢ１６０に
含まれる構成Ａ１４８ａは、ＵＥ１０２に含まれる構成Ｂ１４８ｂに対応する。（ＵＬ－
ＤＬ）構成１４８ａ～ｂに関するさらなる詳細は、以下に図１０に関連して示される。
【０１４６】
　シグナリング・モジュール１９４は、ｅＮＢ１６０とＵＥ１０２との間の通信に構成Ａ
１４８ａのうちのいずれを用いるかを制御するために用いるシグナリングを生成する。例
えば、シグナリング・モジュール１９４は、変換可能なサブフレームの方向（例えば、Ｕ
ＬまたはＤＬ）を動的に変更するために物理（ＰＨＹ）レイヤ・シグナリングを生成する
。この場合、シグナリング・モジュール１９４は、ＤＬサブフレームをＵＬサブフレーム
へ変換するようにＵＥ１０２に指示するか、または、ＵＬサブフレームをＤＬサブフレー
ムへ変換するようにＵＥ１０２に指示する信号を生成する。
【０１４７】
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　シグナリング・モジュール１９４は、ＵＥ１０２（および、例えばレガシーＵＥ）のた
めのデフォルトＵＬ－ＤＬ構成を示すシグナリングを生成する。いくつかの実装において
、シグナリング・モジュール１９４は、第１の参照ＵＬ－ＤＬ構成（例えば、参照ＵＬ－
ＤＬ構成Ａ１３９ａ）および第２の参照ＵＬ－ＤＬ構成（例えば、参照ＵＬ－ＤＬ構成Ｂ
１３９ｂ）を示す（ＵＥ１０２へ送られる）明示的なシグナリングを生成する。加えて、
または代わりに、シグナリング・モジュール１９４は、動的なＵＬ－ＤＬ構成範囲１９６
を示す（ＵＥ１０２へ送られる）明示的なシグナリングを生成する。留意すべきは、ｅＮ
Ｂ１６０（例えば、ｅＮＢ　ＵＬ－ＤＬ再構成モジュール１２８）が、１つ以上のＵＥ１
０２に関して第１の参照ＵＬ－ＤＬ構成および第２の参照ＵＬ－ＤＬ構造を確定する、決
定づける、追跡する、および／または記憶することである。加えて、または代わりに、ｅ
ＮＢ１６０（例えば、ｅＮＢ　ＵＬ－ＤＬ再構成モジュール１２８）は、１つ以上のＵＥ
に関して動的なＵＬ－ＤＬ再構成範囲を確定する、決定づける、追跡する、および／また
は記憶する。
【０１４８】
　トラフィック監視モジュール１２６は、ｅＮＢ１６０と１つ以上のＵＥ１０２との間に
生じているＵＬおよびＤＬトラフィック（例えば、通信）の量をモニタする。例えば、ト
ラフィック監視モジュール１２６は、現在のＵＬおよび／またはＤＬ割り当てが現在のト
ラフィック負荷にとって十分であるかどうかを判定する。言い換えれば、トラフィック監
視モジュール１２６は、現在のＵＬおよび／またはＤＬトラフィックにより良好に適合す
るように現在のＵＬ－ＤＬ構成（例えば、ＵＬ－ＤＬ構成Ａ１４８ａのうちの１つ）が変
更されるべきかどうかを判定する。
【０１４９】
　いくつかの場合、ｅＮＢ１６０は、構成Ａ１４８ａの間で操作を遷移させる。例えば、
ｅＮＢ　ＵＬ－ＤＬ再構成モジュール１２８は、現在のＵＬ－ＤＬ構成とは異なるＵＬ－
ＤＬ構成Ａ１４８ａのうちの１つを用いるように１つ以上のＵＥ１０２に指示する。いく
つかの実装において、状態間の遷移は、現在のＵＬおよび／またはＤＬトラフィック、１
つ以上のカウンタおよび／または１つ以上のタイマに基づく。
【０１５０】
　例えば、トラフィック監視モジュール１２６は、（構成Ａ１４８ａからの）現在のＵＬ
－ＤＬ構成が現在の、または予想されるＵＬおよび／またはＤＬトラフィックを収容でき
ないことを示す。この指示に基づいて、ｅＮＢ１６０は、トラフィック負荷をより良好に
収容する（構成Ａ１４８ａからの）ＵＬ－ＤＬ構成へ遷移する。例として、現在のＵＬ－
ＤＬ構成１４８が現在のＵＬトラフィックを収容するのに不十分な場合、ｅＮＢ１６０お
よびＵＥ１０２は、現在のＵＬトラフィックを収容するのに十分なＵＬ－ＤＬ構成へ遷移
する。これは、例えば、ＰＨＹレイヤ・シグナリングを用いてＤＬサブフレームをスペシ
ャルサブフレーム・タイプ２サブフレームへ変換することによって行うことができる。こ
の場合、シグナリング・モジュール１９４は、ＤＬサブフレームをＵＬサブフレームへ変
換することを１つ以上のＵＥ１０２に通知するために用いる物理（ＰＨＹ）レイヤ・シグ
ナリングを生成する。
【０１５１】
　スペシャルサブフレーム・タイプ２構造１３０は、ある状況においてスペシャルサブフ
レーム・タイプ２の構造を規定する。例として、スペシャルサブフレーム・タイプ２の構
造は、関連付けが対象ＤＬサブフレーム（例えば、変換されることになるＤＬサブフレー
ム）に対応するかどうかによって、対象ＤＬサブフレームの前にＵＬまたはＤＬサブフレ
ームが来るかどうかによって、および／または、スペシャルサブフレーム・タイプ２に含
まれる（または含まれない）ＰＤＣＣＨの長さによって変化しうる。
【０１５２】
　ｅＮＢ　ＵＬ－ＤＬ再構成モジュール１２８は、スケジューリング・モジュール１６４
に情報を提供する。例えば、ｅＮＢ　ＵＬ－ＤＬ再構成モジュール１２８は、いくつかの
サブフレームの方向を規定する構成Ａ１２８ａのうちの１つを示す。加えて、ｅＮＢ　Ｕ
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Ｌ－ＤＬ再構成モジュール１２８は、サブフレーム方向の変更を示す。これは、それに従
ってスケジューリング・モジュール１６４が１つ以上のＵＥ１０２をスケジュールするこ
とを可能にする。
【０１５３】
　加えて、または代わりに、１つ以上のレガシー制限１３４がスケジューリング・モジュ
ール１６４に設けられる。これは、後方互換性のあるタイミングを維持するために、ｅＮ
Ｂ１６０がいくつかのサブフレームでレガシーＵＥを制限することを可能にする。例とし
て、ｅＮＢ１６０は、所与の変換可能なサブフレームとリンクされた（例えば、関連付け
られた）ＤＬサブフレームでのレガシーＵＥのためのＰＤＳＣＨ送信を制限する。ｅＮＢ
１６０は、また、ＤＬサブフレームへ変換されるＵＬサブフレームとリンクされた（例え
ば、関連付けられた）ＰＤＳＣＨ割り当てを防ぐためにレガシー制限１３４を適用する。
そのうえ、ｅＮＢ１６０は、ＤＬサブフレームからＵＬサブフレームへ変換される変換可
能なサブフレームにＰＤＳＣＨをスケジュールすることを回避する。
【０１５４】
　ｅＮＢ操作モジュール１８２は、１つ以上の受信機１７８に情報１９０を提供する。例
えば、ｅＮＢ操作モジュール１８２は、現在のＵＬ－ＤＬ構成１４８ａに基づいて、送信
をいつ受信すべきか、あるいはいつすべきでないかを受信機（単数または複数）１７８に
通知する。
【０１５５】
　ｅＮＢ操作モジュール１８２は、復調器１７２に情報１８８を提供する。例えば、ｅＮ
Ｂ操作モジュール１８２は、ＵＥ（単数または複数）１０２からの送信に予想される変調
パターンを復調器１７２に通知する。いくつかの実装において、これは、現在のＵＬ－Ｄ
Ｌ構成１４８ａに基づく。
【０１５６】
　ｅＮＢ操作モジュール１８２は、デコーダ１６６に情報１８６を提供する。例えば、ｅ
ＮＢ操作モジュール１８２は、ＵＥ（単数または複数）１０２からの送信に予想される符
号化法をデコーダ１６６に通知する。いくつかの実装において、これは、現在のＵＬ－Ｄ
Ｌ構成１４８ａに基づく。
【０１５７】
　ｅＮＢ操作モジュール１８２は、エンコーダ１０９に情報１０１を提供する。情報１０
１は、符号化すべきデータおよび／または符号化のための命令を含む。例えば、ｅＮＢ操
作モジュール１８２は、現在のＵＬ－ＤＬ構成１４８ａ（例えば、ＤＬサブフレームがス
ペシャルサブフレーム・タイプ２へ変換されるかどうか）に基づいて、送信データ１０５
および／または制御情報１０１を符号化するようにエンコーダ１０９に命令する。加えて
、または代わりに、情報１０１は、符号化すべきデータ、例えば、スケジューリング情報
を示すＰＨＹレイヤ・シグナリング（例えば、ＰＤＣＣＨ、ＰＨＩＣＨなど）および／ま
たはＲＲＣシグナリング、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報、チャネル割り当ておよび／または他の
制御情報を含む。
【０１５８】
　エンコーダ１０９は、送信データ１０５、および／または、ｅＮＢ操作モジュール１８
２によって提供される他の情報１０１を符号化する。例えば、データ１０５および／また
は他の情報１０１の符号化は、誤り検出および／または訂正符号化、送信のための空間、
時間および／または周波数リソースへのデータのマッピング、多重化などを伴う。エンコ
ーダ１０９は、変調器１１３に符号化データ１１１を供給する。送信データ１０５は、Ｕ
Ｅ１０２へ伝えるべきネットワーク・データを含む。
【０１５９】
　ｅＮＢ操作モジュール１８２は、変調器１１３に情報１０３を提供する。この情報１０
３は、変調器１１３に対する命令を含む。例えば、ｅＮＢ操作モジュール１８２は、ＵＥ
（単数または複数）１０２への送信に用いるための変調型（例えば、コンステレーション
・マッピング）を変調器１１３に通知する。いくつかの実装において、これは、現在のＵ
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Ｌ－ＤＬ構成１４８ａに基づく。変調器１１３は、１つ以上の送信機１１７に１つ以上の
変調信号１１５を供給するために符号化データ１１１を変調する。
【０１６０】
　ｅＮＢ操作モジュール１８２は、１つ以上の送信機１１７に情報１９２を提供する。こ
の情報１９２は、１つ以上の送信機１１７に対する命令を含む。例えば、ｅＮＢ操作モジ
ュール１８２は、ＵＥ（単数または複数）１０２へ信号をいつ送信すべきか（あるいはい
つすべきでないか）を１つ以上の送信機１１７に命令する。いくつかの実装において、こ
れは、現在のＵＬ－ＤＬ構成１４８ａに基づく。例として、１つ以上の送信機１１７は、
スペシャルサブフレーム・タイプ２へ変換されたＤＬサブフレームの部分またはすべての
間には送信しない。１つ以上の送信機１１７は、１つ以上のＵＥ１０２へ変調信号（単数
または複数）１１５をアップコンバートして送信する。
【０１６１】
　留意すべきは、ＤＬサブフレームがｅＮＢ１６０から１つ以上のＵＥ１０２へ送信され
ること、およびＵＬサブフレームが１つ以上のＵＥ１０２からｅＮＢ１６０へ送信される
ことである。そのうえ、標準スペシャルサブフレームではｅＮＢ１６０も１つ以上のＵＥ
１０２もデータを送信できる。スペシャルサブフレーム・タイプ２では、１つ以上のＵＥ
１０２はデータを送信できる。しかしながら、スペシャルサブフレーム・タイプ２では、
ｅＮＢ１６０はデータを送信することもしないこともある。
【０１６２】
　図２は、ＵＥ１０２上で上りリンク－下りリンク割り当てを再構成するための方法２０
０の一構成を示すフロー・ダイアグラムである。いくつかの実装において、ＵＥ１０２は
、デフォルトＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ構成にわたって少なくとも１つのサブフレームが変換可
能かどうか（例えば、動的なＵＬ－ＤＬ再構成がサポートされるかどうか）を判定する。
動的なＵＬ－ＤＬ再構成のサポートは、暗黙的または明示的に判定される。例えば、ＵＥ
１０２は、動的なＵＬ－ＤＬ再構成を構成する、有効にする、または無効にするかどうか
を明示的に規定する、ｅＮＢ１６０からのシステム情報ブロック（ＳＩＢ）または上位レ
イヤ・シグナリング（例えば、ＲＲＣシグナリング）を受信する。別の例では、ＵＥ１０
２は、動的なＵＬ－ＤＬ再構成のサポートを暗黙的に規定する、動的なＵＬ－ＤＬ再構成
（例えば、動的なＵＬ－ＤＬ再構成範囲、変換可能なサブフレーム、参照ＵＬ－ＤＬ構成
（単数または複数）、変換可能な領域（単数または複数）、および／または変換可能なサ
ブフレームの数など）に関係するシグナリングを受信する。動的なＵＬ－ＤＬ再構成のサ
ポートは、セル固有としてＵＥのグループに、またはＵＥ固有としてシグナリングされる
。ＵＥ１０２が、動的なＵＬ－ＤＬ再構成のサポートを示す暗黙的または明示的なシグナ
リングを受信した場合には、ＵＥ１０２は、デフォルトＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ構成にわたっ
て少なくとも１つのサブフレームが変換可能であると確定してよい。
【０１６３】
　デフォルトＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ構成にわたって少なくとも１つのサブフレームが変換可
能な場合、ＵＥ１０２は、図２に示される方法２００のステップの１つ以上を行うことが
できる。いくつかの実装において、この判定は、ＵＥ１０２のケイパビリティに基づく。
例えば、ＵＥ１０２がリリース１１またはそれ以降のＵＥ１０２である場合には、ＵＥ１
０２は、デフォルトＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ構成にわたって少なくとも１つのサブフレームが
変換可能であると確定してよい。加えて、または代わりに、ＵＥ１０２は、この判定の根
拠を、下記のように確定される（ステップ２０２）第１の参照ＵＬ－ＤＬ構成および／ま
たは第２の参照ＵＬ－ＤＬ構成に関するシグナリングの受信に置くこともできる。例えば
、ＵＥ１０２が、第１の参照ＵＬ－ＤＬ構成および／または第２の参照ＵＬ－ＤＬ構成を
確定する（ステップ２０２）ために用いることができるシグナリングを受信した場合、Ｕ
Ｅ１０２は、デフォルトＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ構成にわたって少なくとも１つのサブフレー
ムが変換可能であると確定してよい。ＵＥ１０２は、次に、方法２００のステップ（例え
ば、２０２、２０４、２０６、２０８）を下記のように行う。
【０１６４】
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　ＵＥ１０２は、第１の参照ＵＬ－ＤＬ構成１３９ａおよび／または第２の参照ＵＬ－Ｄ
Ｌ構成１３９ｂを確定する（ステップ２０２）。いくつかの実装において、ＵＥ１０２は
、第１の参照ＵＬ－ＤＬ構成１３９ａおよび第２の参照ＵＬ－ＤＬ構成１３９ｂを規定す
る明示的なＲＲＣシグナリングをｅＮＢ１６０から受信することによって、この確定（ス
テップ２０２）を行う。
【０１６５】
　他の実装では、ＵＥ１０２は、他の（例えば、暗黙的な）情報に基づいてこの確定（ス
テップ）２０２を行う。例えば、ＵＥ１０２は、ｅＮＢ１６０によってシグナリングされ
る動的なＵＬ－ＤＬ再構成範囲１９６に基づいて参照ＵＬ－ＤＬ構成１３９ａ～ｂを確定
する（ステップ２０２）。例として、動的なＵＬ－ＤＬ再構成範囲１９６は、許可された
ＵＬ－ＤＬ構成Ｂ１４８ｂの範囲を規定する。第１の参照ＵＬ－ＤＬ構成１３９ａは、最
小数のＵＬサブフレームをもつ動的なＵＬ－ＤＬ再構成範囲１９６内のＵＬ－ＤＬ構成と
することができる。第２の参照ＵＬ－ＤＬ構成１３９ｂは、最大数のＵＬサブフレーム（
または例えば、最小数のＤＬサブフレーム）をもつ動的なＵＬ－ＤＬ再構成範囲１９６内
のＵＬ－ＤＬ構成とすることができる。
【０１６６】
　留意すべきは、第１の参照ＵＬ－ＤＬ構成１３９ａがデフォルトＵＬ－ＤＬ構成と同じ
であってもなくてもよいことである。加えて、または代わりに、第２の参照ＵＬ－ＤＬ構
成１３９ｂがデフォルトＵＬ－ＤＬ構成と同じであってもなくてもよい。
【０１６７】
　ＵＥ１０２は、第１の参照ＵＬ－ＤＬ構成１３９ａに基づいて、ＰＤＳＣＨに対応する
任意のＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報（例えば、ＰＤＳＣＨ　ＨＡＲＱ－ＡＣＫ）を送る（ステッ
プ２０４）。例えば、ＵＥ１０２は、ＰＤＳＣＨに対応するＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報を生成
する。ＵＥ１０２は、次に、第１の参照ＵＬ－ＤＬ構成１３９ａの関連付け（単数または
複数）およびサブフレーム構造に基づいて、ＰＤＳＣＨに対応するＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報
を送る（ステップ２０４）。例として、第１の参照ＵＬ－ＤＬ構成１３９ａは、ＤＬサブ
フレームとＵＬサブフレームとの間の関連付けを規定し、そのＤＬサブフレームにおける
ＰＤＳＣＨに対応するＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報は、そのＵＬサブフレームで送られなければ
ならない。それに従って、ＵＥ１０２は、第１の参照ＵＬ－ＤＬ構成１３９ａによって規
定されるように、ＰＤＳＣＨに対応するＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報をそのＵＬサブフレームで
送る（ステップ２０４）。
【０１６８】
　ＵＥ１０２は、第２の参照ＵＬ－ＤＬ構成１３９ｂに基づいて、ＰＵＳＣＨスケジュー
ル（例えば、スケジュール１０６）を確定する（ステップ２０６）。例えば、第２の参照
ＵＬ－ＤＬ構成１３９ｂは、ＰＵＳＣＨがスケジュールされるサブフレームを規定する。
例として、第２の参照ＵＬ－ＤＬ構成１３９ｂは、ＤＬサブフレーム（またはスペシャル
サブフレーム）とＵＬサブフレームとの間の関連付けを規定し、そのＤＬサブフレームで
受信したスケジューリング・メッセージは、そのＵＬサブフレームにＰＵＳＣＨをスケジ
ュールする。それに従って、ＵＥ１０２は、第２の参照ＵＬ－ＤＬ構成１３９ｂに基づい
てＰＵＳＣＨスケジュールを確定する（ステップ２０６）。
【０１６９】
　ＵＥ１０２は、第２の参照ＵＬ－ＤＬ構成１３９ｂに基づいて、ＰＵＳＣＨに対応する
任意のＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報（例えば、ＰＵＳＣＨ　ＨＡＲＱ－ＡＣＫ）を受信する（ス
テップ２０８）。例えば、ＵＥ１０２は、第２の参照ＵＬ－ＤＬ構成１３９ｂの関連付け
（単数または複数）およびサブフレーム構造に基づいて、（ＵＥ１０２から送られた）Ｐ
ＵＳＣＨに対応するＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報を受信する（ステップ２０８）。例として、第
２の参照ＵＬ－ＤＬ構成１３９ｂは、ＵＬサブフレームとＤＬサブフレーム（またはスペ
シャルサブフレーム）との間の関連付けを規定し、そのＵＬサブフレームにおけるＰＵＳ
ＣＨに対応するＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報は、そのＤＬサブフレーム（またはスペシャルサブ
フレーム）で送られなければならない。それに従って、ＵＥ１０２は、第２の参照ＵＬ－
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ＤＬ構成１３９ｂによって規定されるようにＰＵＳＣＨに対応するＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報
をそのＤＬサブフレーム（またはスペシャルサブフレーム）で受信する（ステップ２０８
）。
【０１７０】
　いくつかの実装において、ＵＥ１０２は、動的なＵＬ－ＤＬ再構成範囲１９６を確定す
る。例えば、ＵＥ１０２は、動的なＵＬ－ＤＬ再構成範囲１９６を明示的に規定するｅＮ
Ｂ１６０からのシグナリングを受信する。別の例では、ＵＥ１０２は、ｅＮＢ１６０によ
ってシグナリングされた参照ＵＬ－ＤＬ構成１３９ａ～ｂに基づいて、動的なＵＬ－ＤＬ
再構成範囲１９６を導出する。
【０１７１】
　いくつかの実装において、ＵＥ１０２は、１つ以上の変換可能なサブフレームを確定す
る。例えば、ＵＥ１０２は、１つ以上の変換可能なサブフレームを明示的に規定するｅＮ
Ｂ１６０からのシグナリングを受信する。別の例では、ＵＥ１０２は、動的なＵＬ－ＤＬ
再構成範囲１９６に基づいて、１つ以上の変換可能なサブフレームを導出する。例として
、ＵＥ１０２は、動的なＵＬ－ＤＬ再構成範囲１９６に含まれるＵＬ－ＤＬ構成Ｂ１４８
ｂの間でいずれのサブフレームが異なるかを確定し、異なるサブフレームを変換可能なサ
ブフレームとして指定する。
【０１７２】
　図３は、ｅＮＢ１６０上で上りリンク－下りリンク割り当てを再構成するための方法３
００の一構成を示すフロー・ダイアグラムである。この方法３００の１つ以上のステップ
は、リリース１１およびそれ以降のＵＥ、リリース１１およびそれ以降のＵＥのサブセッ
ト、または動的なＵＬ－ＤＬ再構成をサポートするように構成された特定のリリース１１
およびそれ以降のＵＥに適用される。ｅＮＢ１６０は、ＵＥが動的なＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ
再構成をサポートするかどうか（例えば、デフォルトＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ構成にわたって
少なくとも１つのサブフレームが変換可能かどうか）を随意的に判定する（ステップ３１
６）。いくつかの実装において、この判定（ステップ３１６）は、ＵＥ１０２からの入力
は何もなしに行われる。例えば、ｅＮＢ１６０が動的なＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ再構成をサポ
ートするように実装されてもよい。それに従って、ｅＮＢ１６０は、デフォルトＴＤＤ　
ＵＬ－ＤＬ構成にわたって少なくとも１つのサブフレームが変換可能であると判定する（
ステップ３１６）。かかる場合、ｅＮＢ１６０は、動的なＵＬ－ＤＬ再構成をサポートす
るように１つ以上のＵＥ１０２を構成する（例えば、方向づける）ためのシグナリングを
送る（そして方法３００の１つ以上のステップ、例えば、３０２、３０４、３０６、３０
８、３１０、３１２、３１４を行う）。他の実装では、ｅＮＢ１６０は、１つ以上のＵＥ
から動的なＵＬ－ＤＬ再構成が可能であることを示す信号を受信する。
【０１７３】
　ＵＥ１０２が動的なＵＬ－ＤＬ再構成をサポートするとｅＮＢ１６０が判定した（ステ
ップ３１６）場合、ｅＮＢ１６０は、１つ以上の信号を送る。特に、ｅＮＢ１６０は、動
的なＵＬ－ＤＬ再構成のサポートを１つ以上のＵＥ１０２に暗黙的または明示的に示すこ
とができる。例えば、ｅＮＢ１６０は、動的なＵＬ－ＤＬ再構成を構成するため、あるい
は有効にするかまたは無効にするために用いられるシステム情報ブロック（ＳＩＢ）また
は上位レイヤ・シグナリング（例えば、ＲＲＣシグナリング）を送る。加えて、または代
わりに、動的なＵＬ－ＤＬ再構成（例えば、動的なＵＬ－ＤＬ再構成範囲、変換可能なサ
ブフレーム、参照ＵＬ－ＤＬ構成（単数または複数）、変換可能な領域（単数または複数
）、および／または変換可能なサブフレームの数）に関するシグナリングが、動的なＵＬ
－ＤＬ再構成のサポートを１つ以上のＵＥ１０２に暗黙的に示してもよい。動的なＵＬ－
ＤＬ再構成のサポートは、セル固有としてＵＥのグループに、またはＵＥ固有として構成
される。
【０１７４】
　デフォルトＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ構成にわたって少なくとも１つのサブフレームが変換可
能な場合、ｅＮＢ１６０は、図３に示される方法３００のステップの１つ以上を行う。い
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くつかの実装において、この判定３１６は、ＵＥ１０２のケイパビリティに基づく。例え
ば、ｅＮＢ１６０がリリース１１またはそれ以降のＵＥ１０２と通信している場合には、
デフォルトＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ構成にわたって少なくとも１つのサブフレームが変換可能
であると判定される。加えて、または代わりに、ｅＮＢ１６０は、この判定の根拠を第１
の参照ＵＬ－ＤＬ構成および／または第２の参照ＵＬ－ＤＬ構成に置くこともできる。例
えば、第１の参照ＵＬ－ＤＬ構成および／または第２の参照ＵＬ－ＤＬ構成が、デフォル
トＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ構成にわたって少なくとも１つのサブフレームが変換可能であるこ
とを示す場合には、ｅＮＢ１６０は、下記のように追加のステップ（例えば、ステップ３
０２、３０４、３０６、３０８、３１０、３１２、３１４）を行う。
【０１７５】
　ｅＮＢ１６０は、（例えば、対応するＵＥが動的なＵＬ－ＤＬ再構成をサポートすると
ｅＮＢ１６０が判定した（ステップ３１６）場合）第１の参照ＵＬ－ＤＬ構成１３９ａお
よび第２の参照ＵＬ－ＤＬ構成１３９ｂを示す信号を送る（ステップ３０２）。信号は、
参照ＵＬ－ＤＬ構成１３９ａ～ｂを明示的または暗黙的に示す。例えば、信号は、いずれ
のＵＬ－ＤＬ構成が第１の参照構成１３９ａであり、いずれのＵＬ－ＤＬ構成が第２の参
照構成１３９ｂであるかを明示的に示す。代わりに、信号は、参照ＵＬ－ＤＬ構成１３９
ａ～ｂを暗黙的に示すこともできる。例えば、信号が動的なＵＬ－ＤＬ再構成範囲１９６
を示し、ＵＥ１０２がこの情報を用いて第１および第２の参照ＵＬ－ＤＬ構成１３９ａ～
ｂを導出してもよい。さらに他の例では、信号は、各方向（例えば、ＵＬおよびＤＬ）に
おける変換可能なサブフレームの数を規定することによって、あるいは、１つ以上の変換
可能な領域１０７を規定することによって、参照ＵＬ－ＤＬ構成１３９ａ～ｂを暗黙的に
示すこともできる。ＵＥ１０２は、第１および第２の参照ＵＬ－ＤＬ構成１３９ａ～ｂを
導出するためにこの情報を用いる。
【０１７６】
　ｅＮＢ１６０は、第１の参照ＵＬ－ＤＬ構成に基づいて、ＰＤＳＣＨに対応する任意の
ＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報（例えば、ＰＤＳＣＨ　ＨＡＲＱ－ＡＣＫ）を受信する（ステップ
３０４）。例えば、ＵＥ１０２は、ＰＤＳＣＨに対応するＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報を生成し
て送る。ｅＮＢ１６０は、次に、第１の参照ＵＬ－ＤＬ構成の関連付け（単数または複数
）およびサブフレーム構造に基づいて、ＰＤＳＣＨに対応するＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報を受
信する（ステップ３０４）。例として、第１の参照ＵＬ－ＤＬ構成は、ＤＬサブフレーム
とＵＬサブフレームとの間の関連付けを規定し、そのＤＬサブフレームにおけるＰＤＳＣ
Ｈに対応するＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報は、そのＵＬサブフレームで送られなければならない
。それに従って、ｅＮＢ１６０は、第１の参照ＵＬ－ＤＬ構成によって規定されるように
ＰＤＳＣＨに対応するＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報をそのＵＬサブフレームで受信する（ステッ
プ３０４）。
【０１７７】
　ｅＮＢ１６０は、第２の参照ＵＬ－ＤＬ構成１３９ｂに基づいて、ＰＵＳＣＨを随意的
にスケジュールする（ステップ３０６）。例えば、第２の参照ＵＬ－ＤＬ構成は、ＰＵＳ
ＣＨがスケジュールされるサブフレームを規定する。例として、第２の参照ＵＬ－ＤＬ構
成は、ＤＬサブフレーム（またはスペシャルサブフレーム）とＵＬサブフレームとの間の
関連付けを規定し、そのＤＬサブフレームで送られるスケジューリング・メッセージは、
そのＵＬサブフレームにＰＵＳＣＨをスケジュールする。それに従って、ｅＮＢ１６０は
、第２の参照ＵＬ－ＤＬ構成に基づいて、スケジューリング・メッセージ（例えば、ＰＤ
ＣＣＨ）をそのＤＬサブフレームで送ることによって、ＰＵＳＣＨを随意的にスケジュー
ルする（ステップ３０６）。
【０１７８】
　ｅＮＢ１６０は、第２の参照ＵＬ－ＤＬ構成に基づいて、ＰＵＳＣＨに対応する任意の
ＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報（例えば、ＰＵＳＣＨ　ＨＡＲＱ－ＡＣＫ）を送る（ステップ３０
８）。例えば、ｅＮＢ１６０は、第２の参照ＵＬ－ＤＬ構成の関連付け（単数または複数
）およびサブフレーム構造に基づいて、（ＵＥ１０２から送られた）ＰＵＳＣＨに対応す
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るＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報を送る（ステップ３０８）。例として、第２の参照ＵＬ－ＤＬ構
成は、ＵＬサブフレームとＤＬサブフレーム（またはスペシャルサブフレーム）との間の
関連付けを規定し、そのＵＬサブフレームにおけるＰＵＳＣＨに対応するＨＡＲＱ－ＡＣ
Ｋ情報は、そのＤＬサブフレーム（またはスペシャルサブフレーム）で送られなければな
らない。それに従って、ｅＮＢ１６０は、第２の参照ＵＬ－ＤＬ構成によって規定される
ようにＰＵＳＣＨに対応するＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報をそのＤＬサブフレーム（またはスペ
シャルサブフレーム）で送る（ステップ３０８）。
【０１７９】
　ｅＮＢ１６０は、サブフレームを随意的に変換する（ステップ３１０）。例えば、ｅＮ
Ｂ１６０は、（変換可能な）サブフレームの方向を動的に変更するためにＰＨＹレイヤ・
シグナリングを生成する。例として、ｅＮＢ１６０は、デフォルトＵＬ－ＤＬ構成ではＤ
ＬサブフレームであるサブフレームにＰＵＳＣＨをスケジュールするＰＨＹレイヤ信号を
生成する（そして送る）。加えて、または代わりに、ｅＮＢ１６０は、デフォルトＵＬ－
ＤＬ構成ではＵＬサブフレームであるサブフレームにＰＤＳＣＨをスケジュールするＰＨ
Ｙレイヤ信号を生成する（そして送る）。
【０１８０】
　いくつかの実装において、ｅＮＢ１６０は、デフォルトＵＬ－ＤＬ構成が現在のトラフ
ィック負荷には不十分であるときにサブフレームを変換する（ステップ３１０）。例えば
、ｅＮＢ１６０がデフォルトＵＬ－ＤＬ構成によってサポートされるのに比べてより多く
の（例えば、閾値より大きい）下りリンク・トラフィックを有する場合、ｅＮＢ１６０は
、１つ以上のＵＬサブフレームを１つ以上のＤＬサブフレームへ変換する（ステップ３１
０）。逆に、１つ以上のＵＥ１０２がデフォルトＵＬ－ＤＬ構成によってサポートされる
のに比べてより多くの（例えば、閾値より大きい）上りリンク・トラフィックを有する場
合、ｅＮＢ１６０は、１つ以上のＤＬサブフレームを１つ以上のＵＬサブフレームへ変換
する（ステップ３１０）。
【０１８１】
　ＵＬサブフレームがＤＬサブフレームへ変換される場合、ｅＮＢ１６０は、任意のレガ
シーＵＥのためのスケジューリングを制限する（ステップ３１２）。例えば、ｅＮＢ１６
０によるサービスを受ける任意のレガシーＵＥに対して、ｅＮＢ１６０は、スケジューリ
ング制限を適用する。例として、ｅＮＢ１６０は、（任意のレガシーＵＥのために）ＤＬ
サブフレームへ変換された（デフォルトＵＬ－ＤＬ構成の）ＵＬサブフレームにＰＵＳＣ
Ｈ（例えば、ＰＵＳＣＨ情報）をスケジュールすることを制限する（ステップ３１２）。
加えて、ｅＮＢ１６０は、（任意のレガシーＵＥのために）変換されたサブフレームにＰ
ＤＳＣＨに対応する（ＵＬ）ＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバックをスケジュールすることを
回避するために、ＤＬサブフレームに変換されたＵＬサブフレームとの関連付けを有する
サブフレームにＰＤＳＣＨ（例えば、ＰＤＳＣＨ情報）をスケジュールすることを制限す
る（ステップ３１２）。スケジューリングを制限する（ステップ３１２）さらに具体的な
例は、上に示される。
【０１８２】
　ＤＬサブフレームがＵＬサブフレームへ変換される場合、ｅＮＢ１６０は、任意のレガ
シーＵＥのためのスケジューリングを制限する（ステップ３１４）。例えば、ｅＮＢ１６
０によるサービスを受ける任意のレガシーＵＥに対して、ｅＮＢ１６０は、スケジューリ
ング制限を適用する。例として、ｅＮＢ１６０は、（任意のレガシーＵＥのために）ＵＬ
サブフレームへ変換された（デフォルトＵＬ－ＤＬ構成の）ＤＬサブフレームにＰＤＳＣ
Ｈ（例えば、ＰＤＳＣＨ情報）をスケジュールすることを制限する（ステップ３１４）。
スケジューリングを制限する（ステップ３１４）さらに具体的な例は、上に示される。
【０１８３】
　特に、レガシーＵＥに関して（例えば、ＵＥが動的なＴＤＤ　ＵＬ－ＤＬ再構成をサポ
ートしないとｅＮＢ１６０が判定した（ステップ３１６）場合）、ＰＤＳＣＨ　ＨＡＲＱ
－ＡＣＫタイミング、ＰＵＳＣＨスケジューリングおよびＰＵＳＣＨ　ＨＡＲＱ－ＡＣＫ
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レポーティングにはデフォルトＵＬ－ＤＬ構成が用いられる。第１の参照ＵＬ－ＤＬ構成
および第２の参照ＵＬ－ＤＬ構成は、レガシーＵＥには適用されない。それゆえに、レガ
シーＵＥに関して、ｅＮＢ１６０は、デフォルト参照ＵＬ－ＤＬ構成に基づいて、ＰＤＳ
ＣＨに対応する任意のＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報を受信する（ステップ３１８）。ｅＮＢ１６
０は、デフォルト参照ＵＬ－ＤＬ構成に基づいて、レガシーＵＥのための任意のＰＵＳＣ
Ｈスケジューリングを行う（ステップ３２０）。ｅＮＢ１６０は、デフォルトＵＬ－ＤＬ
構成に基づいて、レガシーＵＥからのＰＵＳＣＨに対応する任意のＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報
を送る（ステップ３２２）。加えて、ｅＮＢ１６０は、上記のようにレガシーＵＥのため
のスケジューリングを制限する（ステップ３１２、３１４）。
【０１８４】
　図４は、本明細書に開示されるシステムおよび方法に従って用いられる無線フレーム４
３５の一例を示すダイアグラムである。この無線フレーム４３５構造は、時分割複信（Ｔ
ＤＤ）手法に適用可能である。各無線フレーム４３５は、
Ｔｆ＝３０７２００・Ｔｓ＝１０
ミリ秒（ｍｓ）の長さを有し、ここでＴｆは無線フレーム４３５の持続時間であり、Ｔｓ

は
【０１８５】
【数２】

【０１８６】
秒に等しい時間単位である。無線フレーム４３５は
１５３６００・Ｔｓ＝５
ｍｓの長さをそれぞれが有する、２つの半フレーム４３７を含む。各半フレーム４３７は
３０７２０・Ｔｓ＝１
ｍｓの長さをそれぞれが有する、５つのサブフレーム４２３ａ～ｅ、４２３ｆ～ｊを含む
。
【０１８７】
　本明細書に開示されるシステムおよび方法に従って、用いられるサブフレーム４２３の
いくつかのタイプは、ＤＬサブフレーム、ＵＬサブフレーム、標準スペシャルサブフレー
ム４３１、およびスペシャルサブフレーム・タイプ２を含む。図４に示される例では、無
線フレーム４３５に２つの標準スペシャルサブフレーム４３１ａ　ｂが含まれる。
【０１８８】
　第１の標準スペシャルサブフレーム４３１ａは、下りリンク・パイロット時間スロット
（ＤｗＰＴＳ）４２５ａ、ガード期間（ＧＰ）４２７ａ、およびＵＬパイロット時間スロ
ット（ＵｐＰＴＳ）４２９ａを含む。この例では、第１の標準スペシャルサブフレーム４
３１ａは、サブフレームｏｎｅ４２３ｂに含まれる。第２の標準スペシャルサブフレーム
４３１ｂは、下りリンク・パイロット時間スロット（ＤｗＰＴＳ）４２５ｂ、ガード期間
（ＧＰ）４２７ｂ、およびＵＬパイロット時間スロット（ＵｐＰＴＳ）４２９ｂを含む。
この例では、第２の標準スペシャルサブフレーム４３１ｂは、サブフレームｓｉｘ４２３
ｇに含まれる。ＤｗＰＴＳ４２５ａ～ｂおよびＵｐＰＴＳ４２９ａ～ｂの長さは、ＤｗＰ
ＴＳ４２５、ＧＰ４２７およびＵｐＰＴＳ４２９の各組の全長が
３０７２０・Ｔｓ＝１
ｍｓに等しいことを前提として、（上掲の表（２）に示される）３ＧＰＰ　ＴＳ３６．２
１１の表４．２－１によって与えられる。
【０１８９】
　各サブフレームｉ４２３ａ～ｊ（この例では、ｉは、サブフレームｚｅｒｏ４２３ａ（
例えば０）からサブフレームｎｉｎｅ４２３ｊ（例えば９）に及ぶサブフレームを示す）
は、各サブフレーム４２３における長さが
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Ｔｓｌｏｔ＝１５３６０・Ｔｓ＝０．５
ｍｓの２つのスロット２ｉおよび２ｉ＋１として定義される。例えば、サブフレームｚｅ
ｒｏ（例えば０）４２３ａは、第１のスロット４９８を含めて、２つのスロットを含む。
【０１９０】
　本明細書に開示されるシステムおよび方法に従って、ＤＬからＵＬへの切り替えポイン
ト周期が５ｍｓおよび１０ｍｓの両方のＵＬ－ＤＬ構成が用いられる。図４は、５ｍｓの
切り替えポイント周期をもつ無線フレーム４３５の一例を示す。ＤＬからＵＬへの切り替
えポイント周期が５ｍｓの場合、各半フレーム４３７が標準スペシャルサブフレーム４３
１ａ～ｂを含む。ＤＬからＵＬへの切り替えポイント周期が１０ｍｓの場合、標準スペシ
ャルサブフレームは、第１の半フレーム４３７だけに存在する。
【０１９１】
　サブフレームｚｅｒｏ（例えば０）４２３ａおよびサブフレームｆｉｖｅ（例えば５）
４２３ｆならびにＤｗＰＴＳ４２５ａ～ｂは、ＤＬ送信のために予約される。ＵｐＰＴＳ
４２９ａ～ｂ、および標準スペシャルサブフレーム（単数または複数）４３１ａ～ｂのす
ぐ後に続くサブフレーム（単数または複数）（例えば、サブフレームｔｗｏ４２３ｃおよ
びサブフレームｓｅｖｅｎ４２３ｈ）は、ＵＬ送信のために予約される。１つの実装にお
いて、複数のセルがアグリゲートされる場合、ＵＥ１０２は、すべてのセルにわたって同
じＵＬ－ＤＬ構成を仮定し、かつ異なるセルにおけるスペシャルサブフレーム（単数また
は複数）のガード期間（ＧＰ）が少なくとも
１４５０・Ｔｓ

の重なりを有すると仮定する。
【０１９２】
　図４に示されるサブフレーム４２３の１つ以上は、動的なＵＬ－ＤＬ再構成範囲によっ
ては変換可能である。例えば、上掲の表（１）に示されるようなデフォルトＵＬ－ＤＬ構
成１を仮定すると、サブフレームｔｈｒｅｅ（例えば３）４２３ｄは、（例として、ＵＬ
からＤＬへ）変換可能なサブフレーム４３３であってもよい。
【０１９３】
　図５は、サブフレーム方向を確定するための方法５００の一構成を示すフロー・ダイア
グラムである。いくつかの実装において、方法５００は、１つ以上の変換可能な領域にお
いて変換可能なサブフレームごとに行われる。留意すべきは、（ＵＬおよびＤＬの切替え
を許可する）変換可能なサブフレームについて、サブフレーム方向（例えば、ＵＬまたは
ＤＬ）を確定するために明示的または暗黙的なル－ルが定義されることである。図５に示
される方法５００は、ＵＥ１０２が変換可能なサブフレームの方向を確定する（例えば、
いくつかの場合にデフォルトＵＬ－ＤＬ構成に与えられた変換可能なサブフレームの方向
を変更する）ための手法の一例である。この例では、動的なＵＬおよびＤＬ再構成を用い
て構成されたＵＥ１０２（例えば、リリース１１　ＵＥ）は、最初に、変換可能なサブフ
レームの方向がデフォルトＵＬ－ＤＬ構成によって規定された方向であると仮定する。い
くつかの構成において、図５に示される方法５００は、変換可能なサブフレームごとに（
例えば、１つ以上の変換可能な領域におけるサブフレームごとに）行われる。
【０１９４】
　ＵＥ１０２は、サブフレームがデフォルトＵＬ－ＤＬ構成ではＤＬサブフレームである
かどうかを判定する（ステップ５０２）。例えば、サブフレームがデフォルトＵＬ－ＤＬ
構成ではＤＬサブフレームとして規定されている場合には、ＵＥ１０２は、サブフレーム
がデフォルトＵＬ－ＤＬ構成ではＤＬサブフレームであると判定する（ステップ５０２）
。
【０１９５】
　サブフレームがデフォルトＵＬ－ＤＬ構成ではＤＬサブフレームであるとＵＥ１０２が
判定した（ステップ５０２）場合には、ＵＥ１０２は、サブフレームにＰＵＳＣＨがスケ
ジュールされているかどうか（例えば、サブフレームがスケジュールされたＰＵＳＣＨを
有するかどうか）を判定する（ステップ５０４）。一例において、この判定（ステップ５
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０４）は、ＵＥ１０２が受信した、サブフレームにＰＵＳＣＨをスケジュールするＰＤＣ
ＣＨに基づく。
【０１９６】
　サブフレームにＰＵＳＣＨがスケジュールされている（例えば、サブフレームがスケジ
ュールされたＰＵＳＣＨを有する）とＵＥ１０２が判定した（ステップ５０４）場合、Ｕ
Ｅ１０２は、サブフレームをＵＬサブフレーム（例えば、ノーマル上りリンクサブフレー
ムまたはスペシャルサブフレーム・タイプ２）として指定する（ステップ５１４）。例え
ば、ＵＥ１０２は、（デフォルトＵＬ－ＤＬ構成ではＤＬサブフレームである）サブフレ
ームをＵＬサブフレームへ変換する。ＤＬからＵＬへの変換に関して、例えば、デフォル
トＤＬ方向をもつ変換可能なサブフレームにＰＵＳＣＨをスケジュールするためのＰＤＣ
ＣＨをＵＥ１０２が受信した場合には、ＵＥ１０２は、ＤＬサブフレームがＵＬサブフレ
ームへ、またはいくつかの場合にスペシャルサブフレーム・タイプ２へ変換できると確定
してよい。（変換可能な）サブフレームが、ＤＬサブフレームのすぐに後にある（これは
５ｍｓおよび１０ｍｓが混ざったＵＬ－ＤＬ構成範囲で生じる）場合、（変換可能な）サ
ブフレームは、スペシャルサブフレーム・タイプ２へ変換される。（変換可能な）サブフ
レームが、デフォルトＵＬ－ＤＬ構成を用いたＰＵＳＣＨスケジューリングおよび／また
はＰＵＳＣＨ　ＨＡＲＱ－ＡＣＫレポーティングと関連付けられる場合、変換可能なサブ
フレームは、スペシャルサブフレーム・タイプ２へ変換される。ＵＥ１０２は、このサブ
フレームでＰＵＳＣＨを送る（ステップ５１６）。例えば、ＵＥ１０２は、ＰＵＳＣＨと
しての情報をこのサブフレームで送ることができる。
【０１９７】
　サブフレームにＰＵＳＣＨがスケジュールされていない（例えば、サブフレームがスケ
ジュールされたＰＵＳＣＨを有さない）とＵＥ１０２が判定した（ステップ５０４）場合
には、ＵＥ１０２は、（そのサブフレームを含む）変換可能な領域におけるそのサブフレ
ームの後の、任意の変換可能なサブフレームにＰＵＳＣＨがスケジュールされているかど
うか（例えば、任意の変換可能なサブフレームが、スケジュールされたＰＵＳＣＨを有す
るかどうか）を判定する（ステップ５０６）。変換可能な領域におけるそのサブフレーム
の後の、変換可能なサブフレームにＰＵＳＣＨがスケジュールされている（例えば、変換
可能なサブフレームがスケジュールされたＰＵＳＣＨを有する）とＵＥ１０２が判定した
（ステップ５０６）場合には、ＵＥ１０２は、そのサブフレームをＵＬサブフレームとし
て指定する（ステップ５１８）。例えば、ＵＥ１０２は、（デフォルトＵＬ－ＤＬ構成で
はＤＬサブフレームである）そのサブフレームをＵＬサブフレームへ変換する。しかしな
がら、この場合にＵＥ１０２がそのサブフレームでＰＵＳＣＨを送ることはない。
【０１９８】
　従って、ＤＬサブフレームからＵＬサブフレームへ変換されたサブフレームの前にある
、変換可能な領域におけるすべて変換可能なサブフレームは、ＵＬサブフレームとして指
定される（例えば、ＵＬサブフレームに変換される）。言い換えれば、サブフレームがＵ
Ｅ１０２のためにＤＬサブフレームからＵＬサブフレームへ変換され、かつそのサブフレ
ームがスペシャルサブフレームまたはＤＬサブフレームの後の変換可能な領域における最
初の変換可能なサブフレームではない場合、所与の変換可能な領域における所与の変換可
能なサブフレームの前のすべての変換可能なサブフレームも、ＵＥ１０２によってＵＬサ
ブフレームとして扱われる。例えば、変換可能な領域が２つの下りリンクサブフレームま
たは「ＤＬ　ＤＬ」を有するものとする。ＵＥのために最後のＤＬサブフレームがＵＬへ
変換され、ＰＵＳＣＨがスケジュールされる場合、前のＤＬは、たとえＵＥが所与のサブ
フレームでＰＵＳＣＨ割り当てを受信しなくてもＵＬとして扱われるべきである（例えば
、ＵＥは、２つの上りリンクサブフレーム、すなわち「ＤＬ　ＵＬ」ではなく「ＵＬ　Ｕ
Ｌ」を仮定する）。
【０１９９】
　サブフレームがデフォルトＵＬ－ＤＬ構成ではＤＬサブフレームでない（例えば、サブ
フレームがデフォルトＵＬ－ＤＬ構成ではＵＬサブフレームである）とＵＥ１０２が判定
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した（ステップ５０２）場合には、ＵＥ１０２は、（そのサブフレームを含む）変換可能
な領域におけるそのサブフレームの前の、任意の変換可能なサブフレームにＰＤＳＣＨが
スケジュールされているかどうか（例えば、任意の変換可能なサブフレームがスケジュー
ルされたＰＤＳＣＨを有するかどうか）を判定する（ステップ５１０）。変換可能な領域
におけるそのサブフレームの前の、変換可能なサブフレームにＰＤＳＣＨがスケジュール
されている（例えば、変換可能なサブフレームがスケジュールされたＰＤＳＣＨを有する
）とＵＥ１０２が判定した（ステップ５１０）場合には、ＵＥ１０２は、そのサブフレー
ムをＤＬサブフレームとして指定する（ステップ５０８）。例えば、ＵＥ１０２は、（デ
フォルトＵＬ－ＤＬ構成ではＵＬサブフレームである）そのサブフレームをＤＬサブフレ
ームへ変換する。言い換えれば、変換可能な領域におけるサブフレームがＵＥ１０２のた
めにＵＬサブフレームからＤＬサブフレームへ変換され、かつ次のサブフレームがスペシ
ャルサブフレームまたはＤＬサブフレームの後の、変換可能な領域における最後の変換可
能なサブフレームではない場合、所与の変換可能な領域における所与の変換可能なサブフ
レームの後のすべての変換可能なサブフレームも、ＵＥ１０２によってＤＬサブフレーム
として扱われる。例えば、変換可能な領域が２つの上りリンクサブフレームまたは「ＵＬ
　ＵＬ」を有するものとする。第１のＵＬサブフレームがＤＬサブフレームへ変換される
場合、後のＵＬサブフレームも同様にＤＬとして扱われるべきである（例えば、ＵＥは、
２つの下りリンクサブフレーム、すなわち「ＤＬ　ＵＬ」ではなく「ＤＬ　ＤＬ」を仮定
する）。
【０２００】
　（そのサブフレームを含む）変換可能な領域におけるそのサブフレームの前の、任意の
変換可能なサブフレームにＰＤＳＣＨがスケジュールされていない（例えば、任意の変換
可能なサブフレームがスケジュールされたＰＤＳＣＨを有さない）とＵＥ１０２が判定し
た（ステップ５１０）場合には、ＵＥ１０２は、そのサブフレームにＰＵＳＣＨがスケジ
ュールされているかどうか（例えば、そのサブフレームがスケジュールされたＰＵＳＣＨ
を有するかどうか）を判定する（ステップ５１２）。いくつかの構成において、この判定
（ステップ５１２）は、ＵＥ１０２がそのサブフレームにＰＵＳＣＨをスケジュールする
ためのＰＤＣＣＨを受信するかどうかに基づく。ＵＬからＤＬへのサブフレーム変換に関
して、例えば、ＵＥが、デフォルトＵＬ方向をもつ変換可能なサブフレームにＰＵＳＣＨ
をスケジュールするためのＰＤＣＣＨを受信しない場合、ＵＥ１０２は、変換可能なサブ
フレームをＤＬサブフレームとしてモニタする（例えば、指定する（ステップ５０８）、
変換する）。加えて、または代わりに、デフォルトＵＬ方向をもつ変換可能なサブフレー
ムにおけるＰＤＳＣＨは、別のＤＬサブフレームにおけるＰＤＣＣＨまたはエンハンスト
ＰＤＣＣＨ（ｅＰＤＣＣＨ）を用いた、クロスサブフレーム（またはクロス送信時間間隔
（ＴＴＩ））ＰＤＳＣＨ割り当てによって明示的にスケジュールすることもできる。ＰＵ
ＳＣＨスケジューリングに用いられる同じＤＬサブフレームが、変換可能なサブフレーム
にＰＤＳＣＨ送信をスケジュールするために代わりに用いられてもよい。所与の変換可能
なサブフレームの前の他のＤＬサブフレームも、（変換可能な）サブフレーム上でのＰＤ
ＳＣＨ送信のクロスサブフレーム・スケジューリングに用いることができる。
【０２０１】
　そのサブフレームにＰＵＳＣＨがスケジュールされている（例えば、サブフレームがス
ケジュールされたＰＵＳＣＨを有する）とＵＥ１０２が判定した（ステップ５１２）場合
には、ＵＥ１０２は、そのサブフレームをノーマルＵＬサブフレームとして指定する（ス
テップ５１４）。留意すべきは、例として、このサブフレームがデフォルトＵＬ－ＤＬ構
成ではＵＬサブフレームであり、それをスペシャルサブフレーム・タイプ２へ変更する必
要がないことである。ＵＥ１０２は、このサブフレームでＰＵＳＣＨを送る（ステップ５
１６）。例えば、ＵＥ１０２は、ＰＵＳＣＨとしての情報をこのサブフレームで送ること
ができる。ＵＥ（例えば、リリース１１　ＵＥ）に関して、ＰＵＳＣＨスケジューリング
は、レガシーＰＤＣＣＨによる第２の参照ＵＬ－ＤＬ構成のスケジューリング・タイミン
グに従う。ＰＵＳＣＨスケジューリングは、サポートされていれば、エンハンストＰＤＣ
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ＣＨ（ｅＰＤＣＣＨ）またはクロスサブフレーム（もしくはクロスＴＴＩ）ＰＵＳＣＨス
ケジューリングによって行われてもよい。
【０２０２】
　図６は、スペシャルサブフレーム・タイプ２（Ｓ２）６４７の構造の一例を示すダイア
グラムである。ＤＬからＵＬへの切り替えに（スペシャルサブフレーム・タイプ２（Ｓ２
）６４７と混同すべきではない）標準スペシャルサブフレームを用いることもできる。標
準スペシャルサブフレームでは、チャネルリソースの大部分がＤＬ送信に割り当てられる
一方で、ＵＬ送信には短時間（例えば、１つか２つのシンボル）が割り当てられる。しか
しながら、スペシャルサブフレーム・タイプ２（Ｓ２）６４７は、すべての必要なＤＬシ
グナリング（例えば、ＰＵＳＣＨスケジューリングおよびＰＨＩＣＨフィードバックのた
めの制御情報）を維持する一方で、より多くのリソースがＵＬ送信に提供される。ＤＬサ
ブフレームは、（あるとしても）ＰＤＣＣＨ送信だけを維持し、残りのリソースを（例え
ば、発生しうるガード期間６４３とともに）ＰＵＳＣＨ送信に割り当てることによって、
スペシャルサブフレーム・タイプ２（Ｓ２）６４７へ変換される。
【０２０３】
　ＰＤＣＣＨ　ＤＣＩフォーマット０を用いたＰＵＳＣＨスケジューリングでは、ＰＵＳ
ＣＨ割り当ては、スタートＲＢインデックスおよびＲＢ数によって表される連続的なリソ
ースブロック（ＲＢ：ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｂｌｏｃｋ）の１ブロックである。スペシャル
サブフレーム・タイプ２（Ｓ２）６４７のためのＰＵＳＣＨ割り当てにおいて、サブキャ
リアごとに使用可能なリソース要素（ＲＥ：ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｅｌｅｍｅｎｔ）は、Ｕ
Ｌパイロット時間スロット（ＵｐＰＴＳ）６４５領域内のシンボル数と同じであってもよ
い。
【０２０４】
　標準スペシャルサブフレームと同様に、スペシャルサブフレーム・タイプ２（Ｓ２）６
４７は、３つのフィールド６４１、６４３、６４５を有する。標準スペシャルサブフレー
ムでは、３つのフィールドは、ＤＬパイロット時間スロット（ＤｗＰＴＳ）、ガード期間
（ＧＰ）およびＵＬパイロット時間スロット（ＵｐＰＴＳ）である。便宜上、スペシャル
サブフレーム・タイプ２（Ｓ２）６４７における３つのフィールド６４１、６４３、６４
５も、ＤｗＰＴＳ６４１、ＧＰ６４３、およびＵｐＰＴＳ６４５と呼ばれる。スペシャル
サブフレーム・タイプ２（Ｓ２）６４７における３つのフィールド６４１、６４３、６４
５は、標準スペシャルサブフレームのものと同じ名前を用いて呼ばれるが、留意すべきは
、スペシャルサブフレーム・タイプ２（Ｓ２）６４７における３つのフィールド６４１、
６４３、６４５の特性が標準スペシャルサブフレームにおける同名のフィールドの特性と
異なっても、同様でも、および／または同じでもあってよいことである。スペシャルサブ
フレーム・タイプ２（Ｓ２）６４７は、標準スペシャルサブフレームが標準スペシャルサ
ブフレームのＵｐＰＴＳで運びうるのに比べて、より多くのデータをＵｐＰＴＳ６４５で
運ぶことができることに留意すべきである。
【０２０５】
　スペシャルサブフレーム・タイプ２（Ｓ２）６４７は、必要なＤＬシグナリングを維持
する一方で、増加したリソースをＵＬ送信に提供できる。例えば、スペシャルサブフレー
ム・タイプ２（Ｓ２）６４７は、必要に応じてＰＤＣＣＨ領域を維持するが、ＰＤＳＣＨ
割り当ては有さない。スペシャルサブフレーム・タイプ２（Ｓ２）６４７ではリソースの
大部分がＰＵＳＣＨ送信に割り当てられる。すべてのＵＬ制御フィードバックは、既存の
ＵＬサブフレームと関連付けられるので、スペシャルサブフレーム・タイプ２（Ｓ２）６
４７ではＰＵＣＣＨ割り当ておよびＰＵＣＣＨ送信は許可されない。
【０２０６】
　スペシャルサブフレーム・タイプ２（Ｓ２）６４７では、ＤｗＰＴＳ６４１は、必要な
ＤＬ制御シグナリング（例えば、ＰＤＣＣＨおよびＰＨＩＣＨ）だけを提供するように限
定される。ＰＤＣＣＨは、ＵＬサブフレームにＰＵＳＣＨ送信をスケジュールするために
用いられる。しかしながら、スペシャルサブフレーム・タイプ２（Ｓ２）６４７における
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ＰＤＣＣＨは、ＰＤＳＣＨ送信をスケジュールしないので、スペシャルサブフレーム・タ
イプ２（Ｓ２）６４７におけるＤｗＰＴＳ６４１のサイズは、レギュラーＤＬサブフレー
ムにおけるＤｗＰＴＳより小さくてもよい。例えば、スペシャルサブフレーム・タイプ（
Ｓ２）６４７におけるリソースブロックの数が１０より多いときに、ＰＤＣＣＨに用いら
れる直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ：ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ－ｄｉ
ｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ）シンボルの数は、１か２に限定される。その
うえ、ＰＤＣＣＨに用いられるＯＦＤＭシンボルの数は、スペシャルサブフレーム・タイ
プ２（Ｓ２）６４７におけるリソースブロックの数が１０以下であるときには２である。
【０２０７】
　ガード期間（ＧＰ）６４３は、ＵＥ１０２がＵＬ送信のための時間前進を調整すること
を可能にする。ＵＬおよびＤＬが同じサイクリックプレフィックス（ＣＰ：ｃｙｃｌｉｃ
　ｐｒｅｆｉｘ）構成を有する場合、スペシャルサブフレーム・タイプ２（Ｓ２）６４７
におけるＧＰ６４３は、１つのＯＦＤＭシンボルの長さを有する。ＵＬおよびＤＬが異な
るサイクリックプレフィックス（ＣＰ）構成を有する場合、ＧＰは、１つより少ないか、
または１つより多いＯＦＤＭシンボルとするとよい。しかしながら、切り替えタイミング
を確保するために、スペシャルサブフレーム・タイプ２（Ｓ２）６４７の（もしあるとす
れば）ＧＰ６４３は、（用いるならば）少なくとも
１４５６・Ｔｓ
の長さを有するべきである。
【０２０８】
　ＤＬサブフレームが現在のＵＬ－ＤＬ構成でＰＵＳＣＨスケジューリング、電力制御、
および任意のＵＬ送信へのＰＨＩＣＨフィードバックとの関連付けを有さない場合、ＤＬ
サブフレームは、予約されたＰＤＣＣＨ領域をもたない（例えば、ＤｗＰＴＳ６４１の長
さが０の）スペシャルサブフレーム・タイプ２（Ｓ２）６４７へ変換される。ＤＬサブフ
レームがＵＬサブフレームのすぐ後に（または場合によっては、いくつかの構成において
スペシャルサブフレーム・タイプ２（Ｓ２）６４７の後に）ある場合、ＤＬサブフレーム
は、ＧＰ６４３をもたないＵＬサブフレームへ完全に変換される。ＰＤＣＣＨ領域は必要
ないが、変換されることになるＤＬサブフレームがＤＬサブフレームの後にある場合、例
えば、第１のＯＦＤＭシンボル長がＧＰ６４３として予約され、一方ですべての他のＯＦ
ＤＭシンボルはＵＬ送信に割り当てられる。
【０２０９】
　スペシャルサブフレーム・タイプ２（Ｓ２）６４７の１つの実装において、ＤｗＰＴＳ
６４１の長さおよびＵｐＰＴＳ６４５の長さは、ＤｗＰＴＳ６４１、ＧＰ６４３およびＵ
ｐＰＴＳ６４５の全長が
３０７２０・Ｔｓ＝１
ｍｓに等しいことを前提として、表（３）に示される。
【０２１０】
【表３】

【０２１１】
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　図７は、本明細書に開示されるシステムおよび方法によるＤＬサブフレーム変換の一例
を示すダイアグラムである。より具体的には、図７は、（デフォルトＵＬ－ＤＬ構成では
ＤＬサブフレームであった）サブフレームｎがスペシャルサブフレーム・タイプ２（Ｓ２
）７５３へ変換される、いくつかのサブフレーム７２３を示す。加えて、図７は、スペシ
ャルサブフレーム・タイプ２（Ｓ２）の変換ルールおよびＰＨＹレイヤ・シグナリングを
示す。
【０２１２】
　現行の３ＧＰＰ仕様によれば、ＴＤＤにおけるＤＬサブフレームではいかなるＰＵＳＣ
Ｈ送信もスケジュールされるべきでない。ＵＬサブフレームにおけるＰＵＳＣＨ割り当て
は、ＤＬサブフレームへの１対１の関連付けマッピングを有する。現行仕様によれば、Ｐ
ＵＳＣＨ割り当てのためのＤＣＩフォーマット０を運ぶことができない、またはＰＨＩＣ
Ｈフィードバックを有することができないいくつかのＤＬサブフレームがある。
【０２１３】
　本明細書に開示されるシステムおよび方法に従って、ＤＬサブフレームが（例えば、拡
張されたＰＨＹレイヤ信号を用いて）ＵＬサブフレームまたはスペシャルサブフレーム・
タイプ２（Ｓ２）７５３へ変換される。これは、例えば、（現行の３ＧＰＰリリース８、
９および１０仕様ではＰＵＳＣＨ割り当てのためのＤＣＩフォーマット０を有することが
許可されていない）ＤＬサブフレームに１つ以上のＤＣＩフォーマット０のＰＵＳＣＨ送
信が割り当てられたときに、あるいは、既に割り当てられたスペシャルサブフレーム・タ
イプ２に対してＰＨＩＣＨフィードバックが必要なときに生じる。
【０２１４】
　例えば、（例えば、現行のＰＨＹレイヤ関連付けの拡張として）スペシャルサブフレー
ム・タイプ２（Ｓ２）７４７に対する関連付けは、次のように規定される。ＰＨＩＣＨお
よび／またはＰＤＣＣＨ上での、ＰＵＳＣＨスケジューリングおよび／またはＰＵＳＣＨ
送信に対するＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックに関して、サブフレームｎ－ａに既存の関
連付けがない場合、サブフレームｎ－ａ（例えば、ＤＣＩフォーマット０をもつＰＤＣＣ
Ｈを含んだＤＬサブフレーム７４９ａ）におけるＤＣＩフォーマット０をもつＰＤＣＣＨ
は、（例えば、以前にＤＬサブフレームであった）ＤＬサブフレームｎ７５３をスペシャ
ルサブフレーム・タイプ２（Ｓ２）７４７へ変換する。例として、関連付けＡ７５１は、
サブフレームｎａ（例えば、ＤＬサブフレーム７４９ａ）でのＰＵＳＣＨのスケジューリ
ングが、サブフレームｎをスペシャルサブフレーム・タイプ２（Ｓ２）７４７へ変換する
ことを規定する。サブフレームｎは、サブフレームｎ－ａにおける制御情報に従って、ス
ペシャルサブフレーム・タイプ２（Ｓ２）７４７へ変換される。ＰＵＳＣＨ割り当てをも
つ１つ以上のＵＥ１０２は、サブフレームｎで送信することができる。図７では、ａ＝４
の一例が示されるが、ａは、他の例では別の数であってもよいことに留意すべきである。
例として、
ａ≧４。
【０２１５】
　サブフレーム番号ｎをもつスペシャルサブフレーム・タイプ２に対するＡＣＫ／ＮＡＣ
Ｋフィードバックでは、サブフレームｎ＋ｂ（例えば、ＤＬサブフレーム７４９ｂ）でレ
ポートされる。例として、関連付けＢ７５５は、スペシャルサブフレーム・タイプ２（Ｓ
２）７４７に対するＡＣＫ／ＮＡＣＫがサブフレームｎ＋ｂでレポートされることを規定
する。留意すべきは、これらの関連付け７５１、７５５が無線フレーム境界を越えて適用
されてもよいことである。図７では、ｂ＝６である一例が示されるが、ｂは、他の例では
ｂ≧４
の別の数であってもよいことに留意すべきである。
【０２１６】
　図８は、本明細書に開示されるシステムおよび方法に従って利用される上りリンクおよ
び下りリンク（ＵＬ－ＤＬ）構成の一例を示すダイアグラムである。図８では、便宜上、
いくつかの数字がテキストで詳しく説明された。例えば、ＵＬ－ＤＬ構成２は、「ＵＬ－
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ＤＬ構成Ｔｗｏ　８６９」とラベル付けされ、ＵＬ－ＤＬ構成１は、「ＵＬ－ＤＬ構成Ｏ
ｎｅ　８７１」とラベル付けされ、ＵＬ－ＤＬ構成０は、「ＵＬ－ＤＬ構成Ｚｅｒｏ　８
７３」とラベル付けされている。
【０２１７】
　図８に示される例は、デフォルトＵＬ－ＤＬ構成としてＵＬ－ＤＬ構成Ｏｎｅ　８７１
（例えば、「１」）を示す。この例では、許可された動的なＵＬ－ＤＬ再構成範囲１９６
は、ＵＬ－ＤＬ構成ｔｗｏ　８６９（例えば、「２」）、ＵＬ－ＤＬ構成ｏｎｅ　８７１
（例えば、「１」）およびＵＬ－ＤＬ構成ｚｅｒｏ　８７３（例えば、「０」）を含む。
許可された動的なＵＬ－ＤＬ再構成範囲に基づいて、ＵＥ１０２およびｅＮＢ１６０は、
ＰＤＳＣＨ　ＨＡＲＱ－ＡＣＫのための第１の参照ＵＬ－ＤＬ構成（例えば、参照ＵＬ－
ＤＬ構成Ａ１３９ａ）がＵＬ－ＤＬ構成ｔｗｏ　８６９であり、ＰＵＳＣＨスケジューリ
ングおよびＰＵＳＣＨ　ＨＡＲＱ－ＡＣＫのための第２の参照ＵＬ－ＤＬ構成１３９ｂが
構成ｚｅｒｏ　８７３であることを認識する。このように、この例は、動的なＴＤＤ　Ｕ
Ｌ－ＤＬ再構成のための様々な参照ＵＬ－ＤＬ構成を示す。
【０２１８】
　留意すべきは、「Ｄ」とマーク付けされたサブフレーム８２３がＤＬサブフレーム８６
３示し、「Ｕ」とマーク付けされたものがＵＬサブフレーム８６５を示し、「Ｓ」とマー
ク付けされたものが標準スペシャルサブフレーム８３１を示すことである。そのうえ、Ｐ
ＵＣＣＨまたはＰＵＳＣＨ上でのＰＤＳＣＨ　ＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバック関連付け
８５７、ＰＵＳＣＨ送信のための下りリンク・スケジューリング関連付け８５９、および
ＰＨＩＣＨまたはＰＤＣＣＨ上でのＰＵＳＣＨ　ＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバック関連付
け８６１が示される。
【０２１９】
　図８は、サブフレーム８２３ａおよびサブフレーム番号８６７ａをもつＵＬ－ＤＬ構成
ｔｗｏ　８６９（例えば、「ＵＬ－ＤＬ構成２」）を示す。図８は、サブフレーム８２３
ｂおよびサブフレーム番号８６７ｂをもつＵＬ－ＤＬ構成ｏｎｅ　８７１も示す。図８は
、サブフレーム８２３ｃおよびサブフレーム番号８６７ｃをもつＵＬ－ＤＬ構成ｚｅｒｏ
　８７３をさらに示す。
【０２２０】
　任意のレガシーＵＥは、この例ではＵＬ－ＤＬ構成ｏｎｅ　８７１であるデフォルトＵ
Ｌ－ＤＬ構成に従う。図８に示されるように、変換可能な領域８７５（例えば、変換可能
な領域１０７）は、サブフレーム３～４および８～９を含む。この例では、（リリース１
１およびそれ以降の）ＵＥ１０２のための第１の参照ＵＬ－ＤＬ構成１３９ａは、ＵＬ－
ＤＬ構成ｔｗｏ　８６９である。従って、（リリース１１およびそれ以降の）ＵＥ１０２
は、ＰＤＳＣＨ　ＨＡＲＱ－ＡＣＫタイミングを確定してＰＤＳＣＨに対応する任意のＨ
ＡＲＱ－ＡＣＫ情報を送るために、ＵＬ－ＤＬ構成ｔｗｏ　８６９に対応する、ＰＵＣＣ
ＨまたはＰＵＳＣＨ上でのＰＤＳＣＨ　ＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバック関連付け８５７
を利用する。例として、ＵＥ１０２は、サブフレーム４に対応するＨＡＲＱ－ＡＣＫフィ
ードバックを次の無線フレームのサブフレーム２で送る。
【０２２１】
　この例では、（リリース１１）ＵＥ１０２のための第２の参照ＵＬ－ＤＬ構成１３９ｂ
は、ＵＬ－ＤＬ構成ｚｅｒｏ　８７３である。従って、（リリース１１）ＵＥ１０２は、
ＰＵＳＣＨスケジュールを確定するために、ＵＬ－ＤＬ構成ｚｅｒｏ　８７３に対応する
、ＰＵＳＣＨ送信のための下りリンク・スケジューリング関連付け８５９を利用する。加
えて、または代わりに、（リリース１１）ＵＥ１０２は、ＰＵＳＣＨ　ＨＡＲＱ－ＡＣＫ
タイミングを確定してＰＵＳＣＨに対応する任意のＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報を受信するため
に、ＵＬ－ＤＬ構成ｔｗｏ　８６９に対応する、ＰＨＩＣＨまたはＰＤＣＣＨ上でのＰＵ
ＳＣＨ　ＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバック関連付け８６１を利用する。例として、ＵＥ１
０２は、サブフレーム３に対応するＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバックを次の無線フレーム
のサブフレーム０で受信する。
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【０２２２】
　図９は、本明細書に開示されるシステムおよび方法に従って利用されるＵＬ－ＤＬ構成
の一例を示すダイアグラムである。図９では、便宜上、いくつかの数字がテキストで詳し
く説明された。例えば、ＵＬ－ＤＬ構成４は、「ＵＬ－ＤＬ構成Ｆｏｕｒ　９７７」とラ
ベル付けされ、ＵＬ－ＤＬ構成１は、「ＵＬ－ＤＬ構成Ｏｎｅ　９７１」とラベル付けさ
れている。
【０２２３】
　図９に示される例は、混じった周期を示し、デフォルトＵＬ－ＤＬ構成は、構成ｆｏｕ
ｒ　９７７（例えば、「４」）である。この例では、動的なＵＬ－ＤＬ再構成範囲１９６
は、ＵＬ－ＤＬ構成ｆｏｕｒ　９７７（例えば、「４」）とＵＬ－ＤＬ構成ｏｎｅ　９７
１（例えば、「１」）との間に及ぶ。そのうえ、変換可能な（例えば、「再構成可能な」
）サブフレームは、変換可能な領域９７５（例えば、変換可能な領域１０７）内に含まれ
るサブフレーム７および８である。この例では、第１の参照ＵＬ－ＤＬ構成は、（動的な
ＵＬ－ＤＬ再構成範囲内で）最小数のＵＬサブフレームを有する構成ｆｏｕｒ　９７７で
ある。第２の参照ＵＬ－ＤＬ構成は、最小数のＤＬサブフレーム（例えば、動的なＵＬ－
ＤＬ再構成範囲内で最大数のＵＬサブフレーム）を有する構成ｏｎｅ　９７１である。
【０２２４】
　（リリース１１）ＵＥ１０２のためにサブフレーム７にＰＵＳＣＨがスケジュールされ
る場合には、サブフレーム７は、ＵＬサブフレーム（例えば、スペシャルサブフレーム・
タイプ２）へ変換される。より具体的には、サブフレーム６がレギュラーＤＬサブフレー
ムなので、サブフレーム７は、スペシャルサブフレーム・タイプ２へ変換される。従って
、変換されたサブフレーム７ではＰＵＣＣＨが維持され、レガシーＵＥのためのＰＵＳＣ
ＨスケジューリングおよびＨＡＲＱ－ＡＣＫレポーティングを依然として行うことができ
る。（リリース１１）ＵＥ１０２のためにサブフレーム８にＰＵＳＣＨがスケジュールさ
れる場合、ＵＥは、サブフレーム７が既にスペシャルサブフレーム・タイプ２へ変換され
ていると仮定してよく、サブフレーム８をノーマルＵＬサブフレームとして用いる。
【０２２５】
　留意すべきは、「Ｄ」とマーク付けされたサブフレーム９２３がＤＬサブフレームを示
し、「Ｕ」とマーク付けされたものがＵＬサブフレームを示し、「Ｓ」とマーク付けされ
たものが標準スペシャルサブフレームを示すことである。そのうえ、ＰＵＣＣＨまたはＰ
ＵＳＣＨ上でのＰＤＳＣＨ　ＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバック関連付け９５７、ＰＵＳＣ
Ｈ送信のための下りリンク・スケジューリング関連付け９５９、およびＰＨＩＣＨまたは
ＰＤＣＣＨ上でのＰＵＳＣＨ　ＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバック関連付け９６１が示され
る。
【０２２６】
　図９は、サブフレーム９２３ａおよびサブフレーム番号９６７ａをもつＵＬ－ＤＬ構成
ｆｏｕｒ　９７７（例えば、「ＵＬ－ＤＬ構成４」）を示す。図９は、サブフレーム９２
３ｂおよびサブフレーム番号９６７ｂをもつＵＬ－ＤＬ構成ｏｎｅ　９７１も示す。
【０２２７】
　任意のレガシーＵＥは、この例ではＵＬ－ＤＬ構成ｆｏｕｒ　９７７であるデフォルト
ＵＬ－ＤＬ構成に従う。図９に示されるように、変換可能な領域９７５は、サブフレーム
７～８を含む。この例では、（リリース１１）ＵＥ１０２のための第１の参照ＵＬ－ＤＬ
構成１３９ａは、ＵＬ－ＤＬ構成ｆｏｕｒ　９７７である。従って、（リリース１１）Ｕ
Ｅ１０２は、ＰＤＳＣＨ　ＨＡＲＱ－ＡＣＫタイミングを確定してＰＤＳＣＨに対応する
任意のＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報を送るために、ＵＬ－ＤＬ構成ｆｏｕｒ　９７７に対応する
、ＰＵＣＣＨまたはＰＵＳＣＨ上でのＰＤＳＣＨ　ＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバック関連
付け９５７を利用する。例として、ＵＥ１０２は、サブフレーム７に対応するＨＡＲＱ－
ＡＣＫフィードバックを次の無線フレームのサブフレーム２で送る。
【０２２８】
　この例では、（リリース１１）ＵＥ１０２のための第２の参照ＵＬ－ＤＬ構成１３９ｂ
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は、ＵＬ－ＤＬ構成ｏｎｅ　９７１である。従って、（リリース１１）ＵＥ１０２は、Ｐ
ＵＳＣＨスケジュールを確定するために、ＵＬ－ＤＬ構成ｏｎｅ　９７１に対応する、Ｐ
ＵＳＣＨ送信のための下りリンク・スケジューリング関連付け９５９を利用する。加えて
、または代わりに、（リリース１１）ＵＥ１０２は、ＰＵＳＣＨ　ＨＡＲＱ－ＡＣＫタイ
ミングを確定して、ＰＵＳＣＨに対応する任意のＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報を受信するために
、ＵＬ－ＤＬ構成ｏｎｅ　９７１に対応する、ＰＨＩＣＨまたはＰＤＣＣＨ上でのＰＵＳ
ＣＨ　ＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバック関連付け９６１を利用する。例として、ＵＥ１０
２は、サブフレーム７に対応するＨＡＲＱ－ＡＣＫフィードバックを次の無線フレームの
サブフレーム１で受信する。
【０２２９】
　図１０は、本明細書に開示されるシステムおよび方法が適用されるいくつかのＵＬ－Ｄ
Ｌ構成１０６９、１０７１、１０７３、１０７７、１０７９、１０８１、１０８３を示す
ダイアグラムである。特に、図１０は、サブフレーム１０２３ａおよびサブフレーム番号
１０６７ａをもつＵＬ－ＤＬ構成ｚｅｒｏ　１０７３（例えば、「ＵＬ－ＤＬ構成０」）
、サブフレーム１０２３ｂおよびサブフレーム番号１０６７ｂをもつＵＬ－ＤＬ構成ｏｎ
ｅ　１０７１（例えば、「ＵＬ－ＤＬ構成１」）、サブフレーム１０２３ｃおよびサブフ
レーム番号１０６７ｃをもつＵＬ－ＤＬ構成ｔｗｏ　１０６９（例えば、「ＵＬ－ＤＬ構
成２」）、ならびにサブフレーム１０２３ｄおよびサブフレーム番号１０６７ｄをもつＵ
Ｌ－ＤＬ構成ｔｈｒｅｅ　１０７９（例えば、「ＵＬ－ＤＬ構成３」）を示す。図１０は
、また、サブフレーム１０２３ｅおよびサブフレーム番号１０６７ｅをもつＵＬ－ＤＬ構
成ｆｏｕｒ　１０７７（例えば、「ＵＬ－ＤＬ構成４」）、サブフレーム１０２３ｆおよ
びサブフレーム番号１０６７ｆをもつＵＬ－ＤＬ構成ｆｉｖｅ　１０８１（例えば、「Ｕ
Ｌ－ＤＬ構成５」）、ならびにサブフレーム１０２３ｇおよびサブフレーム番号１０６７
ｇをもつＵＬ－ＤＬ構成ｓｉｘ　１０３３（例えば、「ＵＬ－ＤＬ構成６」）を示す。
【０２３０】
　図１０は、さらに、各ＵＬ－ＤＬ構成に対応する、ＰＤＳＣＨフィードバック関連付け
１０５７（例えば、ＰＵＣＣＨまたはＰＵＳＣＨ上でのＰＤＳＣＨ　ＨＡＲＱ－ＡＣＫフ
ィードバック関連付け）、ＰＵＳＣＨスケジューリング関連付け１０５９（例えば、ＰＵ
ＳＣＨ送信のための下りリンク・スケジューリング関連付け）、およびＰＵＳＣＨフィー
ドバック関連付け１０６１（例えば、ＰＨＩＣＨまたはＰＤＣＣＨ上でのＰＵＳＣＨ　Ｈ
ＡＲＱ－ＡＣＫフィードバック関連付け）を示す。留意すべきは、図１０に示される無線
フレームのいくつかが、便宜上、短縮されていることである。
【０２３１】
　本システムおよび方法は、図１０に示されるＵＬ－ＤＬ構成１０６９、１０７１、１０
７３、１０７７、１０７９、１０８１、１０８３の１つ以上に適用される。例えば、図１
０に示されるＵＬ－ＤＬ構成の１つに対応する１つ以上のＰＤＳＣＨフィードバック関連
付け１０５７は、第１の参照ＵＬ－ＤＬ構成として確定されたときに、（リリース１１）
ＵＥ１０２とｅＮＢ１６０の間の通信に適用される。加えて、または代わりに、図１０に
示されるＵＬ－ＤＬ構成の１つに対応する１つ以上のＰＵＳＣＨスケジューリング関連付
け１０５９は、第２の参照ＵＬ－ＤＬ構成として確定されたときに、ＵＥ１０２とｅＮＢ
１６０の間の通信に適用される。加えて、または代わりに、図１０に示されるＵＬ－ＤＬ
構成の１つに対応する１つ以上のＰＵＳＣＨフィードバック関連付け１０６１は、第２の
参照ＵＬ－ＤＬ構成として確定されたときに、ＵＥ１０２とｅＮＢ１６０の間の通信に適
用される。
【０２３２】
　図１１は、端末装置（ＵＥ）１１０２に利用される様々なコンポーネントを示す。図１
と関連して記載されるＵＥ１０２は、図１１と関連して記載されるＵＥ１１０２に従って
実装される。ＵＥ１１０２は、ＵＥ１１０２の動作を制御するプロセッサ１１８５を含む
。プロセッサ１１８５は、ＣＰＵとも呼ばれる。メモリ１１９１は、リードオンリーメモ
リ（ＲＯＭ：ｒｅａｄ－ｏｎｌｙ　ｍｅｍｏｒｙ）、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ：
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ｒａｎｄｏｍ　ａｃｃｅｓｓ　ｍｅｍｏｒｙ）、これら２つの組み合わせ、あるいは情報
を記憶する任意のタイプのデバイスを含み、プロセッサ１１８５に命令１１８７ａおよび
データ１１８９ａを与える。メモリ１１９１の一部分は、不揮発性ランダムアクセスメモ
リ（ＮＶＲＡＭ：ｎｏｎ－ｖｏｌａｔｉｌｅ　ｒａｎｄｏｍ　ａｃｃｅｓｓ　ｍｅｍｏｒ
ｙ）も含んでよい。命令１１８７ｂおよびデータ１１８９ｂは、プロセッサ１１８５にも
存在する。プロセッサ１１８５に読み込まれた命令１１８７ｂおよび／またはデータ１１
８９ｂは、プロセッサ１１８５による実行または処理のために読み込まれた、メモリ１１
９１からの命令１１８７ａおよび／またはデータ１１８９ａも含んでよい。命令１１８７
ｂは、上記の方法２００、５００の１つ以上を実装するためにプロセッサ１１８５によっ
て実行される。
【０２３３】
　ＵＥ１１０２は、データの送受信を可能にするための１つ以上の送信機１１５８および
１つ以上の受信機１１２０が入った筺体も含む。送信機（単数または複数）１１５８およ
び受信機（単数または複数）１１２０は、１つ以上のトランシーバ１１１８に組み合わさ
れてもよい。１つ以上のアンテナ１１２２ａ～ｎは、筺体に取り付けられ、トランシーバ
１１１８に電気的に結合される。
【０２３４】
　ＵＥ１１０２の様々なコンポーネントは、データバスに加えて、電力バス、制御信号バ
スおよびステータス信号バスを含む、バスシステム１１９７によって一緒に結合される。
しかしながら、明確にするために、図１１では様々なバスがバスシステム１１９７として
示される。ＵＥ１１０２は、信号処理用のデジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ：ｄｉｇｉｔ
ａｌ　ｓｉｇｎａｌ　ｐｒｏｃｅｓｓｏｒ）１１９３を含むこともできる。ＵＥ１１０２
は、ＵＥ１１０２の機能へのユーザ・アクセスを提供する通信インターフェース１１９５
を含むこともできる。図１１に示されるＵＥ１１０２は、具体的なコンポーネントのリス
ティングではなく、機能ブロック・ダイアグラムである。
【０２３５】
　図１２は、ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｎｏｄｅ　Ｂ（ｅＮＢ）１２６０において利用される様々
なコンポーネントを示す。図１と関連して記載されるｅＮＢ１６０は、図１２と関連して
記載されるｅＮＢ１２６０に従って実装される。ｅＮＢ１２６０は、ｅＮＢ１２６０の動
作を制御するプロセッサ１２９９を含む。プロセッサ１２９９は、ＣＰＵとも呼ばれる。
メモリ１２０６は、リードオンリーメモリ（ＲＯＭ）、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ
）、これら２つの組み合わせ、あるいは情報を記憶する任意のタイプのデバイスを含み、
プロセッサ１２９９に命令１２０２ａおよびデータ１２０４ａを与える。メモリ１２０６
の一部分は、不揮発性ランダムアクセスメモリ（ＮＶＲＡＭ）も含んでよい。命令１２０
２ｂおよびデータ１２０４ｂは、プロセッサ１２９９にも存在する。プロセッサ１２９９
に読み込まれた命令１２０２ｂおよび／またはデータ１２０４ｂは、プロセッサ１２９９
による実行または処理のために読み込まれた、メモリ１２０６からの命令１２０２ａおよ
び／またはデータ１２０４ａも含んでよい。命令１２０２ｂは、上記の方法３００を実装
するためにプロセッサ１２９９によって実行される。
【０２３６】
　ｅＮＢ１２６０は、データの送受信を可能にするための１つ以上の送信機１２１７およ
び１つ以上の受信機１２７８が入った筺体も含む。送信機（単数または複数）１２１７お
よび受信機（単数または複数）１２７８は、１つ以上のトランシーバ１２７６に組み合わ
されてもよい。１つ以上のアンテナ１２８０ａ～ｎは、筺体に取り付けられ、トランシー
バ１２７６に電気的に結合される。
【０２３７】
　ｅＮＢ１２６０の様々なコンポーネントは、データバスに加えて、電力バス、制御信号
バスおよびステータス信号バスを含む、バスシステム１２１２によって一緒に結合される
。しかしながら、明確にするために、図１２では様々なバスがバスシステム１２１２とし
て示される。ｅＮＢ１２６０は、信号処理用のデジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）１２０
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８を含むこともできる。ｅＮＢ１２６０は、ｅＮＢ１２６０の機能へのユーザ・アクセス
を提供する通信インターフェース１２１０を含むこともできる。図１２に示されるｅＮＢ
１２６０は、具体的なコンポーネントのリスティングではなく、機能ブロック・ダイアグ
ラムである。
【０２３８】
　用語「コンピュータ可読媒体」は、コンピュータまたはプロセッサによってアクセスで
きる任意の利用可能な媒体を指す。用語「コンピュータ可読媒体」は、本明細書では、非
一時的かつ有形のコンピュータおよび／またはプロセッサ可読媒体を示す。限定ではなく
、例として、コンピュータ可読またはプロセッサ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲ
ＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭまたは他の光ディスク記憶、磁気ディスク記憶もしくは他の磁気記憶
デバイス、あるいは、命令の形態の所望のプログラムコードまたはデータ構造を載せるか
、または記憶するために用いられ、コンピュータまたはプロセッサによってアクセスでき
る任意の他の媒体を備えてもよい。ディスク（ｄｉｓｋ）およびディスク（ｄｉｓｃ）は
、本明細書では、コンパクトディスク（ＣＤ：ｃｏｍｐａｃｔ　ｄｉｓｃ）、レーザディ
スク（ｌａｓｅｒ　ｄｉｓｃ）、光ディスク（ｏｐｔｉｃａｌ　ｄｉｓｃ）、デジタルバ
ーサタイルディスク（ＤＶＤ：ｄｉｇｉｔａｌ　ｖｅｒｓａｔｉｌｅ　ｄｉｓｃ）、フロ
ッピーディスク（ｆｌｏｐｐｙ　ｄｉｓｋ）およびＢｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディスク
（ｄｉｓｃ）を含み、ディスク（ｄｉｓｋ）は、通常、磁気的にデータを再生し、一方で
ディスク（ｄｉｓｃ）は、レーザを用いて光学的にデータを再生する。
【０２３９】
　留意すべきは、本明細書に記載される方法の１つ以上が、ハードウェアで実装されても
よく、および／またはハードウェアを用いて行われてもよいことである。例えば、本明細
書に記載される方法の１つ以上は、チップセット、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ：ａ
ｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　ｃｉｒｃｕｉｔ）、
大規模集積回路（ＬＳＩ：ｌａｒｇｅ－ｓｃａｌｅ　ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　ｃｉｒｃｕ
ｉｔ）または集積回路などに実装されてもよく、および／またはチップセット、特定用途
向け集積回路（ＡＳＩＣ）、大規模集積回路（ＬＳＩ）または集積回路などを用いて実現
されてもよい。
【０２４０】
　本明細書に開示される方法のそれぞれは、記載される方法を実現するための１つ以上の
ステップまたは動作を備える。本方法のステップおよび／または動作は、特許請求の範囲
から逸脱することなく、相互に交換されても、および／または単一のステップに組み合わ
されてもよい。言い換えれば、記載される方法の適切な操作のためにステップまたは動作
の特定の順序が必要とされない限り、特許請求の範囲から逸脱することなく、特定のステ
ップおよび／または動作の順序および／または使用が修正されてもよい。
【０２４１】
　当然のことながら、特許請求の範囲は、上に説明されたまさにその構成およびコンポー
ネントには限定されない。特許請求の範囲から逸脱することなく、本明細書に記載される
配置、操作、ならびにシステム、方法、および装置の詳細に様々な修正、変更および変形
がなされてもよい。
　付記
【０２４２】
　上りリンクおよび下りリンク（ＵＬ－ＤＬ）割り当てを再構成するための端末装置（Ｕ
Ｅ）が記載される。ＵＥは、プロセッサ、およびプロセッサと電子通信を行うメモリに記
憶された命令を含む。ＵＥは、デフォルト時間領域複信（ＴＤＤ）ＵＬ－ＤＬ構成にわた
って少なくとも１つのサブフレームが変換可能かどうかを判定する。少なくとも１つのサ
ブフレームが変換可能である場合には、ＵＥは、第１の参照ＵＬ－ＤＬ構成および第２の
参照ＵＬ－ＤＬ構成を確定する。ＵＥは、また、第１の参照構成に基づいて、物理下りリ
ンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）に対応する任意のハイブリッド自動再送要求肯定応答（
ＨＡＲＱ－ＡＣＫ）情報を送る。加えて、ＵＥは、第２の参照ＵＬ－ＤＬ構成に基づいて



(50) JP 6132844 B2 2017.5.24

10

20

30

40

50

、物理上りリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）スケジュールを確定する。ＵＥは、さらに
、第２の参照ＵＬ－ＤＬ構成に基づいて、物理上りリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）に
対応する任意のハイブリッド自動再送要求肯定応答（ＨＡＲＱ－ＡＣＫ）情報を受信する
。
【０２４３】
　ＵＥは、動的なＵＬ－ＤＬ再構成範囲も確定する。加えて、ＵＥは、１つ以上の変換可
能なサブフレームを確定する。ＵＥは、さらに、変換可能なサブフレームの方向を確定す
る。
【０２４４】
　ＵＥは、サブフレームがデフォルトＵＬ－ＤＬ構成では下りリンクサブフレームである
かどうかを判定する。サブフレームがデフォルトＵＬ－ＤＬ構成では下りリンクサブフレ
ームである場合には、ＵＥは、サブフレームがスケジュールされたＰＵＳＣＨを有するか
どうかを判定して、サブフレームがスケジュールされたＰＵＳＣＨを有する場合、サブフ
レームを上りリンクサブフレームまたはスペシャルサブフレーム・タイプ２として指定す
る。
【０２４５】
　サブフレームがスケジュールされたＰＵＳＣＨを有さない場合には、ＵＥは、変換可能
な領域におけるそのサブフレームの後の、任意の変換可能なサブフレームがスケジュール
されたＰＵＳＣＨを有するかどうかを判定する。ＵＥは、また、そのサブフレームの後の
、任意の変換可能なサブフレームがスケジュールされたＰＵＳＣＨを有する場合、そのサ
ブフレームを上りリンクサブフレームとして指定し、そのサブフレームの後の、任意の変
換可能なサブフレームがスケジュールされたＰＵＳＣＨを有さない場合、そのサブフレー
ムを下りリンクサブフレームとして指定する。
【０２４６】
　サブフレームがデフォルトＵＬ－ＤＬ構成では下りリンクサブフレームでない場合には
、ＵＥは、変換可能な領域におけるそのサブフレームの前の、任意の変換可能なサブフレ
ームがスケジュールされたＰＤＳＣＨを有するかどうかも判定する。サブフレームがデフ
ォルトＵＬ－ＤＬ構成では下りリンクサブフレームでない場合、変換可能な領域における
そのサブフレームの前の、任意の変換可能なサブフレームがスケジュールされたＰＤＳＣ
Ｈを有すれば、ＵＥは、さらにそのサブフレームを下りリンクサブフレームとして指定す
る。
【０２４７】
　変換可能な領域におけるそのサブフレームの前の、任意の変換可能なサブフレームがス
ケジュールされたＰＤＳＣＨを有さない場合には、ＵＥは、そのサブフレームがスケジュ
ールされたＰＵＳＣＨを有するかどうかも判定する。変換可能な領域におけるそのサブフ
レームの前の、任意の変換可能なサブフレームがスケジュールされたＰＤＳＣＨを有さな
い場合には、そのサブフレームがスケジュールされたＰＵＳＣＨを有すれば、ＵＥは、さ
らにそのサブフレームを上りリンクサブフレームまたはスペシャルサブフレーム・タイプ
２として指定し、そのサブフレームがスケジュールされたＰＵＳＣＨを有さなければ、そ
のサブフレームを下りリンクサブフレームとして指定する。
【０２４８】
　上りリンクおよび下りリンク（ＵＬ－ＤＬ）割り当てを再構成するためのｅｖｏｌｖｅ
ｄ　Ｎｏｄｅ　Ｂ（ｅＮＢ）も記載される。ｅＮＢは、プロセッサ、およびプロセッサと
電子通信を行うメモリに記憶された命令を含む。ｅＮＢは、デフォルト時間領域複信（Ｔ
ＤＤ）ＵＬ－ＤＬ構成にわたって少なくとも１つのサブフレームが変換可能かどうかを判
定する。少なくとも１つのサブフレームが変換可能な場合には、ｅＮＢは、第１の参照Ｕ
Ｌ－ＤＬ構成および第２の参照ＵＬ－ＤＬ構成または動的なＵＬ－ＤＬ再構成範囲を示す
信号を送る。ｅＮＢは、また、第１の参照ＵＬ－ＤＬ構成に基づいて、物理下りリンク共
有チャネル（ＰＤＳＣＨ）に対応する任意のハイブリッド自動再送要求肯定応答（ＨＡＲ
Ｑ－ＡＣＫ）情報を受信する。ｅＮＢは、さらに、第２の参照ＵＬ－ＤＬ構成に基づいて
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、物理上りリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）に対応するＨＡＲＱ－ＡＣＫ情報を送る。
ｅＮＢは、第２の参照ＵＬ－ＤＬ構成に基づいて、ＰＵＳＣＨスケジューリングも行う。
【０２４９】
　ｅＮＢは、さらに、サブフレームを変換する。ｅＮＢは、また、上りリンクサブフレー
ムが下りリンクサブフレームへ変換される場合にレガシー端末装置（ＵＥ）のためのスケ
ジューリングを制限し、下りリンクサブフレームが上りリンクサブフレームへ変換された
場合にそのレガシーＵＥのためのスケジューリングを制限する。上りリンクサブフレーム
が下りリンクサブフレームに変換される場合のスケジューリングの制限は、下りリンクサ
ブフレームへ変換される上りリンクサブフレームでのＰＵＳＣＨ情報のスケジューリング
を制限するステップ、および、下りリンクサブフレームへ変換される上りリンクサブフレ
ームとの関連付けを有するサブフレームでのＰＤＳＣＨ情報のスケジューリングを制限す
るステップのうちの少なくとも１つを含む。下りリンクサブフレームが上りリンクサブフ
レームへ変換される場合のスケジューリングの制限は、上りリンクサブフレームに変換さ
れる下りリンクサブフレームでのＰＤＳＣＨ情報のスケジューリングの制限を含む。
【０２５０】
　端末装置（ＵＥ）上で上りリンクおよび下りリンク（ＵＬ－ＤＬ）割り当てを再構成す
るための方法も記載される。方法は、デフォルト時間領域複信（ＴＤＤ）ＵＬ－ＤＬ構成
にわたって少なくとも１つのサブフレームが変換可能かどうかを判定するステップを含む
。少なくとも１つのサブフレームが変換可能な場合には、方法は、第１の参照ＵＬ－ＤＬ
構成および第２の参照ＵＬ－ＤＬ構成を確定するステップを含む。方法は、第１の参照構
成に基づいて、物理下りリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）に対応する任意のハイブリッ
ド自動再送要求肯定応答（ＨＡＲＱ－ＡＣＫ）情報を送るステップも含む。方法は、第２
の参照ＵＬ－ＤＬ構成に基づいて、物理上りリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）を確定す
るステップをさらに含む。加えて、方法は、第２の参照ＵＬ－ＤＬ構成に基づいて、物理
上りリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）に対応する任意のハイブリッド自動再送要求肯定
応答（ＨＡＲＱ－ＡＣＫ）情報を受信するステップを含む。
【０２５１】
　ｅｖｏｌｖｅｄ　Ｎｏｄｅ　Ｂ（ｅＮＢ）上で上りリンクおよび下りリンク（ＵＬ－Ｄ
Ｌ）割り当てを再構成するための方法も記載される。方法は、デフォルト時間領域複信（
ＴＤＤ）ＵＬ－ＤＬ構成にわたって少なくとも１つのサブフレームが変換可能かどうかを
判定するステップを含む。少なくとも１つのサブフレームが変換可能な場合には、方法は
、第１の参照ＵＬ－ＤＬ構成および第２の参照ＵＬ－ＤＬまたは動的なＵＬ－ＤＬ再構成
範囲を示す信号を送るステップを含む。方法は、第１の参照ＵＬ－ＤＬ構成に基づいて、
物理下りリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）に対応する任意のハイブリッド自動再送要求
肯定応答（ＨＡＲＱ－ＡＣＫ）情報を受信するステップも含む。方法は、第２の参照ＵＬ
－ＤＬ構成に基づいて、物理上りリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）に対応する任意のＨ
ＡＲＱ－ＡＣＫ情報を送るステップをさらに含む。



(52) JP 6132844 B2 2017.5.24

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】



(53) JP 6132844 B2 2017.5.24

【図５】 【図６】

【図７】 【図８】



(54) JP 6132844 B2 2017.5.24

【図９】 【図１０】

【図１１】 【図１２】



(55) JP 6132844 B2 2017.5.24

10

20

フロントページの続き

(72)発明者  山田　昇平
            アメリカ合衆国　ワシントン州　９８６０７，カマス，ノースウェスト　パシフィック　リム　ブ
            ールバード　５７５０　シャープ　ラボラトリーズ　オブ　アメリカ　インコーポレイテッド内

    審査官  松野　吉宏

(56)参考文献  Sharp，Fast uplink-downlink re-configuration with traffic adaptation by PHY layer sign
              aling，3GPP TSG-RAN WG1#66 R1-112300，フランス，3GPP，２０１１年　８月１６日，paragrap
              hs 1-3
              Sharp，Fast uplink-downlink re-configuration with traffic adaptation by PHY layer sign
              aling，3GPP TSG-RAN WG1#66 R1-112487，フランス，3GPP，２０１１年　８月１６日，paragrap
              hs 1-3
              CATT，TDD Inter-band Carrier Aggregation，3GPP TSG-RAN WG1#66 R1-112106，フランス，3GP
              P，２０１１年　８月１６日，paragraph 2
              CATT，Design of TDD Inter-band Carrier Aggregation，3GPP TSG-RAN WG1#66b R1-112944，フ
              ランス，3GPP，２０１１年１０月　４日，paragraph 2
              CATT，Design of TDD Inter-band Carrier Aggregation，3GPP TSG-RAN WG1#67 R1-113724，フ
              ランス，3GPP，２０１１年１１月　８日，paragraph 2

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｈ０４Ｂ　　　７／２４　－　　７／２６
              Ｈ０４Ｗ　　　４／００　－　９９／００　
              Ｈ０４Ｊ　　　３／００　　　　
              Ｈ０４Ｌ　　　１／１８　　　　
              ３ＧＰＰ　　　ＴＳＧ　ＲＡＮ　ＷＧ１－４
              　　　　　　　　　　　ＳＡ　　ＷＧ１－４
              　　　　　　　　　　　ＣＴ　　ＷＧ１、４


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

